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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第五話　ビッグマネー作戦　前編










　彼は信しん念ねんの男であった。だから銀ぎん行こうではなく郵ゆう便びん局きよくに狙ねらいをつけた。郵便局には現金だけでなく、切きつ手てや小こ為替がわせもある。それも金の一種であり、同どう等とうの価か値ちがあるものであった。少なくとも金きん庫この奥にしまわれてはいない。奪だつ取しゆは極きわめて容よう易いのはずであり、その思いこみもまた、信念であった。


　彼は弟おとうとと計画を練ねった。弟はザクと旧ザクの区別もつかないいい加か減げんな男だったが、彼を「兄にいちゃん、兄ちゃん」と立てていた。彼はザクＩではなく旧ザクと呼ぶ旧い世代オールドタイプの人間だったので、モビルスーツもろくに分からず、そのくせあるアニメの最終回を巡っての解かい釈しやくなら何時間でも議ぎ論ろんできる弟のことを軽けい蔑べつしていたが、慕したわれる気分は悪わるくなかった。


　二人には金が必要だった。どちらもレアなトレーディングカードや食しよく玩がんには目がなく、資し金きんを調ちよう達たつするための郵便局襲しゆう撃げきであった。普ふ通つうはバイトをするものだが、時間に縛られて、発売日を逃のがすというのが彼の説である。いかにも極きよく端たんだが、信念のなせる業わざであった。


　幸さいわいなことに、彼らの父は猟りようが趣しゆ味みだった。そしていい加減な性せい格かくなため、猟りよう銃じゆうの管かん理りは極めてずさんだった。弟が猟銃を二丁、あっさりと持ち出した。


　武ぶ器きを手に入れたことが決心を固めさせた。もう後あと戻もどりはきかない。きく気もするが、走り出したら止まらないのだ。それは強ごう盗とうも、開場と同時に売り場へ雪崩なだれれ込む同どう人じん誌し即そく売ばい会かい参加者も同じである。いけいけゴーゴーであった。


　目星をつけた郵便局は住宅街の中にある。付近には学校もあるが、昼は静かなので好こう都つ合ごうだ。彼らは車がないので電でん車しやで現地まで行き、入り口をじっと観かん察さつした。


　客の姿は少ない。局員も暇ひまなのか、緊きん張ちよう感かんのない顔をしている。彼は弟と顔を見合わせてうなずくと、猟銃を握にぎりしめた。





　　　　○





「だから、くっつきすぎなんです」


　右隣どなりで宮みや間ま夕ゆう菜なが言った。


「なんで？」


　左隣で栗くり丘おか舞まい穂ほが返事をする。


「なんでも。そんなに近づいちゃいけません」


「でも紅あか尉い先生は、舞穂に和かず樹き君と一いつ緒しよにいるようにって言ってたよ」


「べたべたしろって意味じゃないはずです」


「舞穂、一緒にいたい」


「限げん度どがあります」


「これくらいならいい？」


　舞穂は式しき森もり和樹の身体にぎゅっとしがみついた。


「そんなの絶ぜつ対たいに駄だ目めです！」


　夕菜が頭に血を上のぼらせながら叫さけんだ。


　和樹は二人に挟はさまれながら、頭の中がどんよりとしてくるのを感じていた。


　今は葵あおい学がく園えんへの登とう校こう時間。寮りようから出た生徒たちが楽しげに、あるいは慌あわただしく学校へと向かっている。毎朝おなじみの風ふう景けい。和樹たちも三人で銀杏いちよう並なみ木きを歩いていた。


　何な故ぜ一緒なのかというと、舞穂とはペアで行動するように言いつかっているためである。和樹の体内には世界を滅めつ亡ぼうさせるほどの力が秘ひめられており、舞穂にしかそれが抑おさえられないのである。振り回された炭たん酸さん飲いん料りようの瓶びんみたいなもので、固かたい栓せんがないと大だい惨さん事じになるのだ。


　夕菜もいるのは、この二人を監かん視しするためである。誰だれかに頼まれたわけではなく「和樹さんと舞穂ちゃんが変なことをしないように」自じ発はつ的てきに見張っていた。やきもちのなせる業わざだが、元々和樹と夕菜だけだったところに舞穂が割り込んできたので、同どう情じようの余よ地ちはある。


　とはいえ、和樹としては頭が痛い。夕菜の怒いかりっぷりは、こっちの命が危あぶなくなるのだ。出会ったときに比くらべて、過か激げきさが増ましていた。舞穂は舞穂でナチュラルにじゃれてくるので、邪じや険けんにできない。孤こ立りつ無む援えんであった。


「へくしょっ」


　くしゃみをして頭を押さえた。本当に頭ず痛つうがする。


「風か邪ぜですか？」


　夕菜が訊きく。


「んー、分かんない」


　あいまいに返事をして校門をくぐる。二年Ｂ組の教室へ向かった。


「あら」


　教室に入り、夕菜が黒こく板ばんを見て声を上げた。


　教室には授業で使う大きな黒板の他に、小さな黒板も据すえられている。連れん絡らく用のもので、普ふ段だんは日につ直ちよくや学がつ級きゆう委い員いんの名前が書かれていた。


　そこに和樹の名があった。日直とは別に、「式森」と名字だけ書かれている。その横には「１０７　＋プラス５」とあった。


「なんでしょう」


　夕菜が和樹を見たが、当然知らない。


「なんだろね」


　和樹は近くにいた仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこに訊いた。すると彼はこともなげに答えた。


「ああこれか。友ゆう情じようの証あかしだ」


「友情？」


　和樹は変な声を出した。


　二年Ｂ組において友情や信頼という言葉は、盲もう腸ちようのようなものと目されていた。単たん純じゆんに、なくてもいいのである。健けん全ぜんな高校生活とは逆方向に全力疾しつ走そうしている連中なので、「友情よりもひがみの方が百倍マシ」という思し想そうにとらわれていた。


　さらに和樹が相手となると、この発はつ想そうに拍はく車しやがかかった。葵学園一の清せい純じゆん派は、夕菜と仲が良いため、露ろ骨こつに妬ねたんだり嫉そねんだりするのである。夕菜の清純派の地位も最近怪あやしいのだが、それくらいで怒りが収まったりしないところが、またＢ組であった。


　最近は栗丘舞穂にも慕したわれているので、余よ計けいに怒りを買っている。舞穂は外見が幼おさない上に実じつ際さいに年下なので、マニアに人気がある。これがまたドロドロとした怨おん念ねんを生むのであった。


　その彼ら及び彼女たちが友情とは、いかなる心しん境きようの変化か。


「これはな、式森への友情の取とり引ひき額がくだ。昨日の終おわり値ねが百七円で五円アップしたんだ」


「……あのー、取引額って」


「友情の代だい金きんだ。決まってるじゃないか」


　仲丸は「当たり前のことを訊くな」という顔をしていた。


「クラス内で式森への友情を売り買いしている。単位はキロ」


「なんでこんなことを」


「俺たちはずっと式森を非ひ難なんしていたが、それがすごく無む駄だなことだと気づいたんだ。クラスメートってそういうものじゃないだろう。だから式森との関係を見直した」


「それだけだと、すごくまともに聞こえるね」


「だろう。そこで思いついたのが相そう場ばだ。式森との友情を、相場で自由に取引できるようにしたんだ。友情が欲しければ買えばいいし、いらなければ売ればいい。こうすれば無駄なことに力を使う必要もなくなる」


「……友情ってそういうもの？」


「当たり前だろう。俺たちは友情なんて無駄なものを、金に換かえる手段を発はつ明めいしたんだ。褒ほめて欲しいくらいだな」


　どうだ、と言い切る。和樹はやはりこういうオチかとげんなりした。


　普通の人間なら頭に浮かんだ瞬しゆん間かんに放ほう棄きするようなことでも、この連中は本気でおこなう。きっとシャレではなく、全ぜん身しん全ぜん霊れいを傾かたむけて取り組んだに違いない。


「でもキロってなにさ。友情って、重さで量はかれるのかな」


「他に適当なのが見つからなかったんだよ。大変だったぞ、取引開始するとき、自己申告で式森との友情を持ち寄ったんだが、みんないい加か減げんに申しん請せいするものだから混乱が生じた。俺は式森との深い友情は、換かん算さんすると五万はあると言ったんだが、松まつ田だの奴が大反対してＢ組証しよう券けん取引委員会で三み晩ばんも徹てつ夜やするほどの議ぎ論ろんになり──」


　なおも喋しやべり続ける仲丸の台詞せりふを、和樹は右から左へと聞き流した。なにがあったか言われなくても分かる。想像を巡めぐらす必要もなかった。


　そもそも人間関係を金に換算するというのが分からない。打だ算さんで付き合うというのは聞いたことがあるが、ダイレクトに金額にするなんて、前ぜん代だい未み聞もんではないだろうか。


　また頭が痛くなってきた。仲丸のせいだけではないのだが。


　こめかみを押さえていると、夕菜が心配そうに言ってきた。


「大丈夫ですか？　気分が悪かったら保ほ健けん室しつに……」


「あ、いいよ。大したことないから。寝ね不ぶ足そくだと思う」


　保健室の主、養よう護ご教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきはある種の実じつ験けんマニアである。和樹の体調が悪いと知ったら、検けん査さにかこつけて聞いたこともない薬くすりを飲ませるはずだ。


「でも、今日は舞穂ちゃんの検査日ですよ。一緒に行って診みてもらったほうが」


「よけい行きたくないって」


　特とく殊しゆな魔力の持ち主である和樹と舞穂は、定てい期き的てきに紅尉の診しん察さつを受けていた。知らないうちに世界が滅めつ亡ぼうしては笑い話にもならない、というのが理由である。今日は舞穂の番であった。


「だってこのあいだの診察でもひどい目にあったんだから。紫むらさき色の泡あわだった薬品を渡されたんだよ。飲むふりして窓から捨すてたら、舐なめた雀すずめが死んでた。必要のないときはあそこの前も通らないようにしているんだ」


「そうですか……」


「舞穂、和樹君と一緒に行きたい」


　少女が、和樹の手を引ひっ張ぱりながら言った。


「こら、勝手に触さわらない。じゃあ舞穂ちゃんはわたしが連れて行きますけど」


「そうして」


「なんだ式森、具ぐ合あい悪いのか？」


　意外そうな声がした。仲丸である。


「うん。ちょっと」


「気をつけろよ。大丈夫だからって放っておいて、長引くと良くないぞ」


「ありがとう。仲丸、なんだか優やさしいな」


「相場に影えい響きようするんだ。式森の魔法で世界が滅亡するような事件が発生したら、価か格かくが高こう騰とうする」


「……普通逆だろ。災さい害がいや戦せん争そうって、株かぶ価か下がるじゃないか」


「トラブルは大きければ大きいほど価か値ちがあるんだよ」


　彼は断だん言げんした。


「そういうわけで、あまり勝手なことされると、相場が荒れる」


「……僕はなにもしちゃいけないのか」


「人助けとか、募ぼ金きんとか、子犬を可愛かわいがることも駄だ目めだぞ。そういうさわやかな行動は値が下がる。成績が上がるとか、体育で好成績を残すとか、女にもてるのはもっと駄目だ。友情が紙くずに変わる」


「そう……」


　げんなりして、適当に返事をした。どうにも感かん覚かくが世間とずれている。いつものことなのだが。


　予よ鈴れいが鳴った。そろそろ朝のホームルームである。


「早く保健室に行かないと」


　夕菜が舞穂をうながした。しかし彼女は和樹のことを、じっと見つめていた。


「和樹君は？」


「だから僕は行かないの」


「むー。一緒に行きたい」


「帰ってきたら遊んであげるから」


　頭を振ってだるさを追い出しながら言った。いい加か減げんな台詞でも舞穂は嬉うれしかったようで、和樹の手を握ったまま飛び跳はねていた。


「すぐに帰ってくるね」


「いい子にしてるんだよ」


「うん。でも、和樹君、頭が痛いんでしょ」


「放っとけば治なおるよ」


「じゃあ、おまじないしてあげる」


「はいはい。なんでもして」


　適当な答えだったが、彼女はそうとらなかったようだ。舞穂は椅い子すに座すわる和樹に届くよう、背伸びをした。


「はい」


　頰ほおに軽かるい感かん触しよくがあった。柔やわらかな肌はだ触ざわり。


　ほんの少しだけ湿しめり気けを残し、唇が離れる。


　舞穂が頰にちゅっと口づけをしたと気づくまでには、しばらく時間がかかった。
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「なっ……！」


　茫ぼう然ぜんとする和樹よりも先に、夕菜が言葉を発した。


「ままままま舞穂ちゃん、なんてことするんです!!」


「んー、おまじない」


「そんなことで病気が治なおったら、人間の平へい均きん寿じゆ命みようは二百歳を超こえています！　こっ、こんなところで破は廉れん恥ちな。わたしよりも先にそういう……！」


　夕菜の髪かみがぶわっと逆立つ。いつもの怒りの仕し草ぐさであった。金きん粉ぷんのような精せい霊れいがきらめき、集まってくる。


　──が、彼女はかろうじて爆ばく発はつをこらえた。


　さすがに朝からは遠えん慮りよしたのか、魔ま王おうへのクラスチェンジはしなかった。その代わり、舞穂の腕をがっしと摑つかむ。


「さあ、保健室に行きますよ、舞穂ちゃん」


　そして小こ柄がらな身体を引きずるようにして、教室の外へ連れ出す。


「……夕菜さん、痛いよ」


「文もん句く言うんじゃありません。紅尉先生に、熊くまも一発で昏こん倒とうするような薬を、たっぷり飲ませてもらいますから」


「それって、おいしいの」


「死ぬかもしれません」


　そんなことを言い続ける二人の声が、徐じよ々じよに遠ざかっていく。


　姿が見えなくなり、和樹はほっとため息をついてドアを閉めた。


　だがしかし、真の恐きよう怖ふの開かい幕まくは、ここからなのであった。





　和樹を襲おそう災さい厄やくの前に、保健室の風ふう景けい。


　紅尉は、舞穂の口を開けてペンライトで照てらしたり、体温計を脇わきの下に挟はさんで熱ねつを測はかったりしていた。なんだか風か邪ぜの診しん断だんをしているみたいだが、れっきとした魔力の検査である。


「異常はないな」


　彼はそう言うと、ペンライトを白はく衣いのポケットに戻した。


「舞穂ちゃんはなんでもないんですか」


　むっとした顔のまま夕菜が訊く。


「そうだな。君たちと行動を共にするようになってから、目立った異常は現れていない」


「どこにも、ですか」


「どこにも」


「薬とかもいらないんですか」


「いらないな」


「……残念」


「どうしたのかね」


「いえ、なんでもありません」


　さもがっかりした風に、夕菜は答えた。


　紅尉はなんの感想も漏もらさず、舞穂の頭を軽くなでた。彼女はにこっと笑う。


「栗丘君は健康だよ。以前よりもずっとな」


「そうですか。でも、和樹さんの方が調子悪いみたいで」


「ああ、それはあるかもしれん。彼の魔力の大半は、発生するたびに栗丘君に吸きゆう収しゆうされるが、一部残ざん留りゆうすることがあるようだ。あれだけの力だから、栗丘君が追いつかないのだな。慣れの問題でもあるから、じきに安定するだろう」


「でも、それでなにかの災害でも起こったら……」


「確かにそれはあり得る。一部だけでも魔力は魔力だ。世間への影えい響きようは避さけられん。例たとえば、今け朝さの新聞にこんな記事が載のっていた」


　紅尉は机つくえの上の新聞を、夕菜に手渡した。


　色使いが派は手でなスポーツ新聞だった。紅尉にはちょっと似に合あわないが、読むこともあるのだろう。


　一面には大きく、「竹たけ落馬　大荒れＧＩレース」とあった。


「えーと、これが？」


「ゲートが開いた直後、一番人気の馬が騎き手しゆを振り落としたらしい。そのまま二番人気に嚙かみついて大おお暴あばれ。競けい馬ば場じようというより、闘とう牛ぎゆう場じようのような有あり様さまだったらしい。結局、本命がいなくなったせいで十万馬ば券けん。ＧＩでは珍めずらしい」


「珍しいかも知れませんけど……和樹さんが原げん因いんなのですか？」


「そうだ。具ぐ合あいが良くないと言っていたのだろう。こんなところに現れている。まあ、大災害や戦争が起こるより、外はずれ馬券が大量に出る方がましだ。だから私も放ほう置ちしているんだがね」


　紅尉は保健室の電でん灯とうを消した。窓を開けて、陽よう光こうと外がい気きを入れる。


「そのままで大丈夫なのでしょうか。今は競馬への影響だけですんでますけど」


「あまり大丈夫ではないな」


「え!?」


　驚く夕菜。


「だったら──」


「落ちつきたまえ。今のままなら博打ばくちの出で目めを滅め茶ちや苦く茶ちやにするだけですむ。栗丘君と離ればなれにでもならない限り、それほど問題はない。その離ればなれが問題なのだがね」


「それは、どれくらい離れたら災害が起こるとか、あるんですか？」


　紅尉は少しの間、思し案あんげな顔をした。


「普通に生活をしている分には影響はないだろうが……例えば今のように体調が悪い時に、何百メートルと離れると、なにかあるかもしれんな」


「そうですか……」


　夕菜はあらためて舞穂を眺ながめた。彼女自身には影響ないのか、いつも通り振る舞っている。理解しているのかしてないのか、ただにこにこしていた。


「今の体調不良もいずれよくなるだろうから、あまり深しん刻こくに考えないほうがいい」


「じゃあ和樹さんはいつも通りでいいんですね」


「余計な事件でも起こらなければな」


　紅尉は予よ言げんめいたことを言うと、窓まどに近づいた。


「それにしても──騒さわがしいな」


　窓の外から、パトカーのサイレンが聞こえていた。





　ほぼ同時刻。Ｂ組教室。


　唇の感かん触しよくはまだ頰に残っていたが、和樹に確かめている余裕はなかった。


　レーザーに近い視線が、四方八方から浴あびせられているのである。


　だがクラスメートたちは動こうとしない。椅子に座り、あるいは立ったまま、黙だまって殺さつ気きを発しているのだ。


　不ぶ気き味みに続く沈ちん黙もく。和樹は心しん臓ぞう麻ま痺ひを起こしそうだった。


　やがて仲丸が歩き出した。黒板消しを手に取ると数値を消す。それから乱らん暴ぼうに数値を書き入れる。


　また沈黙。ばきっと音がした。


　チョークを折おった仲丸が、こっちを向いた。


「式森……」


　低い声で呟つぶやく。


「な、なに」


「とんでもないことをしてくれたな」


「ど、どういうこと」


「相場だ相場！」


　彼は「[image: ]マイナス　１０７」と書かれた黒板をばん、と叩いた。


「見てみろストップ安だ！　今の行為でここまで値が下がった。お前はＢ組に恐きよう慌こうを起こす気か!?」


「ぼ、僕がやったんじゃないよ！」


「やかましい！　お前の身に起こることは全てお前の責せき任にんだ！」


「そんな理り不ふん尽じんな！」


「当然の理り屈くつだ！」


　仲丸が断言する。クラスメートも口を揃そろえた。


「どうして式森は自分のことも満まん足ぞくにできないんだ！」


「俺たちへの親しん切せつ心しんがないのか!?」


「俺の友情が、俺の友情が……」


「高いお金を出して買ったのに、全部パーよ！」


　金が絡からむとこの連中は目つきが変わる。なによりも、自分が損そんをしたことに加くわえ、他人の幸こう福ふくに耐えられないのだ。まして、頰とはいえ舞穂が和樹にキスをしたなどとは、あってはならないことである。


　松田和かず美みが、一歩前に進み出た。


「式森君……どうして……」


「ま、松田さん？」


「どうしてそういうことをするのよ……」


　いつもの和美とは違い、沈ちん痛つうな声こわ音ねだった。感情の高ぶりを必ひつ死しに抑おさえているようだ。


「わたし、式森君のこと信じてた……。信じてたの……でも、なによ、今の……」


「え……ちょっと、その……」


「わたし、式森君のことをずっと見てた……だからこんなことする人じゃないって、思ってた……。なのに、なのに……」


　言葉を詰つまらせる。こらえきれない気持ちが、和美の口から溢あふれた。


「ずっと、ずっと信じてたんだから……値上がりするって！」


　和樹はきっとした表情に睨にらみつけられた。


「だからあんなに買ったのよ！　どれだけ苦労したか知ってる!?　クラス中に電話をかけて、マーケットが閉まったあともあちこちに手を回してかき集めたのよ！　値上がりと同時に放ほう出しゆつして、供きよう給きゆう過か多たで下がったら買い戻す計画だったの。差さ額がくで当分楽らくして暮くらせるはずだったのに……なのに、ひどすぎるわ！」


　和美は両手で顔を覆おおい、その場にうずくまった。女子がわっと駆かけ寄よる。


「和美、和美、しっかりして！」


「気を強く持つの！」


「式森君は女の子をこんな目にあわせるのね。最低よ！」


　再び浴びせられる罵ば声せい。和樹は途と方ほうに暮くれた。そもそも友情の取引自体がおかしいのだが、そんな理屈は通用しない。悪あく意いに理不尽を振ふりかけたらこうなるのか。


　仲丸は女子に声をかけ、和美を自分の席へと戻らせた。そしていかにも慚ざん愧きに堪たえぬとの仕し草ぐさで首を振る。


「尊とうとい犠ぎ牲せい者しやが出た。式森……お前は悪あく魔まか」


「なに言ってんだ……」


「このままですむと思ってないだろうな」


　ぎろりと仲丸が目を剝むく。


「すんで欲しいなあ……」


「黙れ。もはや俺たちはお前を許すわけにはいかん。クラスのため学校のため正義のため、式森和樹に天てん誅ちゆうを下くだす！」


　おおおっとクラス中が沸わいた。大きな拍はく手しゆが起こる。


　ざっと音がして、生徒たちが一いつ斉せいに立ち上がった。壁かべを背にした和樹を半はん円えん形けいに取り囲む。


「お前に鉄てつ槌ついを下さなければ、俺たちに百年の禍か根こんを残す！」


「そうだそうだ！」


「式森を吊つるせ！」


　もはや味方は一人もいなかった。男女問わず、和樹への敵てき意いを剝き出しにして詰つめ寄よっているのである。殺し屋の集団だった。


「お前には遺ゆい言ごんを残す時間も与えねえ！　死ね!!」


　クラスメートたちが跳ちよう躍やくしようとした。その時。


　乱暴に教室のドアが開けられた。同時に鈍にぶく乾かわいた音がして、天てん井じように穴が開く。


「くぉら、動くんじゃねえ！」


　猟銃を持った二人組が、生徒に怒ど鳴なった。


「命が惜おしけりゃそのまま……な、なんだ？」


　二年Ｂ組に睨にらみつけられ、先頭の男が後ずさった。


　ここは悪意の溜まり場だったのである。


「けっ、いまどき強ごう盗とうかよ……」


「こっちはろくでなしを一人、血ち祭まつりにあげようとしてたんだぜ……」


「間が悪いときに来たものね……」


　目標を変へん更こうし、じわりじわりと接近する生徒たち。二人組は、学生とは思えない殺気に顔を歪ゆがませた。


　ゆっくりと縮ちぢまる距離。


　その間に流れる、沈黙と緊きん張ちよう。


　耐えきれなくなったか、男の一人がついに猟銃を振りかざした。


「うおっ、く、来るなー!!」


「殺やれ！」


　仲丸の号ごう令れいと共に、Ｂ組生徒が一斉に飛びかかった。





　銃声とほぼ同じくして、警けい官かん隊たいが葵学園に到とう着ちやくした。


　パトカーと灰はい色いろのバスから降りた警官たちは、手早くロープを張ると、教きよう職しよく員いんと生徒たちを避ひ難なんさせていく。


「なにがあったんでしょう……」


　保健室にやってきた女性警官に強ごう引いんに避難させられた夕菜は、不安げな面おも持もちで言った。すでに夕菜も舞穂も紅尉も、校門の外にまで出されていた。


「どうも事件のようだな」


　紅尉が忙いそがしく走り回っている警官の一人を捕まえる。


「君、どういうことか教えてくれんか」


　呼び止められた警官は、むっとした表情になった。


「はあ？　なんだあんたは。いちいち説明してるほど暇ひまじゃないんだよ。関係者以外は下がっていてくれ」


「この学校のものなのでね。一応関係者だが」


「しつこいな。警察以外のものには教えないよ。さあ帰って──」


　その警官の言葉は、後ろから走ってきた中年の男によって遮さえぎられた。


「こら、失礼なことを言うな！」


　中年の男は警官の頭を殴なぐると、「向こうで野や次じ馬うまの整せい理りをしてろ」と言いつけて追いやる。それから紅尉に敬けい礼れいをした。


「申し訳ありません。部下が失礼なことをしました」


「いや、かまわんよ」


　紅尉は軽く手を振った。


「それより、どういうことか説明して欲しい」


　中年の男も警官であった。制服の襟えりには星がたくさんついた階かい級きゆう章しようが光っている。かなりの偉えらいさんのはずだが、紅尉の前でがちがちに緊張していた。


「はっ。本日朝、郵便局に二人組の強盗が押し入りました。賊ぞくは局員を縛しばり上げて切きつ手て類るいを強ごう奪だつしようとしたのですが、機き転てんを利きかせた女子局員が警察に通報、二人は五十円切手を二枚だけ奪って逃走したのであります」


「捕まえられなかったのかね」


「残念ながらその通りです。二人組は駆かけつけた警官に向けて猟銃の発砲を繰り返し、走って逃とう走そう。ハーフマラソン並のチェイスを繰り広げたあげく、葵学園内に逃げ込んだのであります」


「銃声が聞こえたが、どこのクラスに逃げ込んだのだ」


「二年Ｂ組です。生徒を人ひと質じちに取り、立たて籠こもる模も様ようです」


「Ｂ──か、和樹さん！」


　夕菜の顔が真っ青になり、足元をふらつかせた。


　その身体を紅尉が支ささえる。


「一大事だな。総そう監かんはなんと言ってるかね」


「全力を挙あげての解かい決けつを指示されました。すでに関係各かく省しよう庁ちようとの協きよう議ぎに入り、内ない閣かく府ふに緊きん急きゆう対たい策さく本ほん部ぶが設置される模様です」


「ふむ。ありがとう」


　中年の警察官は、直ちよく立りつ不ふ動どうで敬けい礼れいすると、早足で戻っていった。


　紅尉は夕菜の身体を手近なベンチへと座すわらせた。


「大丈夫かね」


「は……はい。あの、強盗が、わたしたちのクラスに」


「ああ。普ふ通つうなら警察に任せておけばいいことだが、ひょっとすると厄やつ介かいなことになるかもしれんぞ」


　口く調ちようとは裏うら腹はらに、深しん刻こくなことを言った。


「やっぱり、和樹さんの身になにか……」


「というよりも、式森君の体質だ。彼は現在、魔力のせいで具ぐ合あいが悪い。それでも災害は起こらないだろうと思っていたが、やばいぞ」


「えっ……」


「忘れたのかね。栗丘君がここにいる。今の彼は、発射寸前の核かくミサイルと同じだ」


　夕菜は絶ぜつ句くした。そう、和樹は舞穂と離ればなれになってしまったのである。


「せ、先生……」


「距離が微び妙みようなので、ぎりぎりという感じだが……いずれにせよ放ってはおけん」


　校舎で再び銃声。Ｂ組の窓ガラスが割れ、破は片へんが地面に落ちた。さらに甲かん高だかい悲ひ鳴めい。


　警官たちが慌ただしく走る。「発砲したぞ」「怪け我が人にんは!?」と怒ど鳴なっている。


　夕菜は気が遠くなった。





　仲丸は硝しよう煙えんたなびく猟銃を肩に担いだ。


「よし。これだけやりゃあ、警察も近づいてこねえだろ」


　悲鳴を上げていた和美も、喉のどを押おさえて窓から離れた。


「ちょっと派手だったかしらね」


「なに、極きよく端たんなくらいがいい。まず出だしで本気ってことを見せないとな」


「そうね」


　彼女はうなずく。泣きはらしていたと思ったのだが、どうしたことか涙の痕あとすらうかがえない。


「あのー」


　和樹は言った。


「一体これはどうなってんの」


「うるせえ」


　仲丸が面倒くさそうに返事をした。


「お前のせいでこっちは損そんした分を取り返さなきゃならねえんだ。そこで大人しくしてろ」


「はあ……」


　和樹は縛られた身体を揺ゆすった。隣には、強盗のはずの二人組が、同じように縛られて転ころがされていた。


　仲丸は銃口で、二人組をつついた。


「どうせこいつらは、俺たちを交こう渉しよう材ざい料りようにして、金か逃とう走そう手しゆ段だんでもせしめるつもりだったんだろう。だったらその役を、俺たちがやろうってことだ」


「それって犯はん罪ざいだと思うなあ……」


「犯罪者はそこに縛られている。俺たちは哀あわれな被ひ害がい者しやだ」


　猿さるぐつわを嚙かまされている二人は、もごもごと口を動かした。


（に、兄ちゃん、なに言ってんだろ。こいつら本当に高校生かな）


（分からねえ、きっと悪あく夢むだ）


　和樹は事じ態たいを把は握あくし切れていない二人組に、憐れん憫びんに満みちた視し線せんを送ると、あらためて教室を眺めた。


　すでに窓には、警察から中が見えないようカーテンが閉しめられていた。念のためか、何人か見張りが立っている。机が半分ほど持ち出されているが、これはバリケードを作るためだ。廊ろう下かの階段と教室の入り口に設せつ置ちされている。籠ろう城じよう用ようの食料を調ちよう達たつするため、食堂と購こう買ばいにも人が派は遣けんされていた。


　あまりの手て際ぎわの良さに、和樹は暗い気分になった。


「ねえ、これからどうするのさ」


「まずは交渉だ」


　仲丸が言った。


「最終目標は金だが、相手もプロだ。そうやすやすと渡してはくれまい。必要なのは忍にん耐たいと体力、あと妥だ協きよう点だな」


「妥協するなら、こんなことしなきゃいいのに」


「馬鹿言え。インパクトってのは大事なんだよ」


　彼は椅い子すに座り、猟銃を膝ひざにおいた。もう一丁は和美が持っている。


「でも僕まで縛る理由が分からない」


「お前はウチのクラスにいるくせに、非ひ常じよう識しきな行動をとる。サツにチクられたらたまらん」


「それが普通なんじゃないかなあ……」


　嘆なげいたが、仲丸は聞いていないようであった。


　すでにバリケードの設置も完了し、食料と水も運び込まれた。かすかにサイレンの音も聞こえるから、警察も集合しているようだ。


「はい仲丸君。電話」


　和美が仲丸に携けい帯たい電話を渡した。送そう話わ口ぐちにボイスチェンジャーが取りつけられている。


「よしよし。じゃあ最初の要求といくか」


　彼はさも楽しそうに、ボタンを押した。





　夕菜たちは校こう舎しやから遠く離された。「犯人の持っている猟銃の射しや程ていから逃のがれるため」というのが理由であった。


　周囲には続々と警官隊が集しゆう結けつしていた。ジュラルミンの盾たてを持った機き動どう隊たいもいる。マスコミも集まっていて、テレビカメラを向けていた。


　夕菜たちは設置された現地本部の近くに立っていた。Ｂ組以外の生徒たちの避難は完了し、帰宅させられたのだが、あえて残っていた。教職員ですら遠ざけられているので文句を言われそうだったが、紅尉のおかげか問題はなかった。


「犯人の二人組って、凶暴なんでしょうか」


　夕菜が漏もらす。


「郵便局を襲撃したときは、銃もろくに使えない、間の抜けた連中だったらしいが、今はやけに手際がいいみたいだ。しきりと発はつ砲ぽうもしている」


「なんて恐ろしい……和樹さんに万一のことがあったら……」


　目を伏ふせる。不安で仕し方かたなかった。


　その手を、舞穂がそっと握にぎった。


「元気出して、夕菜さん」


「ありがとう……。舞穂ちゃんは優しいのね」


　泣き笑いのような顔になる。


「犯人たちも、すぐに人質をどうこうしようとは思わないだろう。なんらかの要求を突きつけてくるはずだ」


　現地本部の天てん幕まくで、なにやら物音がした。


　なにか倒れる音と、騒ぎ声。「ふざけるな」「非ひ常じよう識しきだ」という罵りも聞こえる。


　紅尉は外に出てきた警官を捕まえた。


「なにがあったのかね」


「はっ。犯人たちから最初の要求がありました。金が目当てです。そのために混こん乱らんしているのであります」


「要求くらいで驚くのか」


「それが……要求額が十じつ兆ちよう円えんでして」


　紅尉も夕菜も舞穂も、まとめて目を丸くした。


「あまりの桁けたに、交渉人ネゴシエーターが卒そつ倒とうしました。自分は救きゆう急きゆう車しやを呼びに行ってくるのであります」


　警官は立ち去った。さすがの紅尉も、ごま油を一ひと瓶びん飲まされたような表情であった。


「信じられんな」


「十兆って……想像つきません」


「普通はもう少し現実的な要求にするものだが」


「どこかの国でも買う気でしょうか」


「まさか……と言いたいが、非常識でも要求は要求だ。それなりの考えはあるのだろう」


　紅尉は天幕をめくった。夕菜たちと中に入る。


　中では要求に対する混乱が、まだ続いていた。何人かが不ふ審しんな顔をしたが、紅尉を見て急いで敬けい礼れいする。


「状況は？」


　さっきの中年の警察官が答えた。


「はい。犯人一味は法ほう外がいな要求をしたあと、沈黙を続けています。プリペイドの携帯電話を複数使い回しているようで、こちらからは連れん絡らくできません。また、内部を透とう視ししようにも建けん材ざいに透視防ぼう止しの素そ材ざいが使用されており、不明です」


「学校だからな。当然だ」


「これから監かん視し班はんが穴をうがち、ファイバースコープで中の映えい像ぞうを送ってくる予定です」


「分かった……。犯人がなにを考えているのか、まだ不明か」


「はっ。こちらも頭を悩なやませているところです」


　紅尉は、なにか考えるような仕し草ぐさをした。瞳ひとみを動かしたあと、ひとりごちる。


「非常識には非常識か……。決けつ着ちやくを早くつけねば世界が危ない。電話を借かりられるか」


「どうぞ」


　紅尉は受話器を取ると、どこかの番号を押した。


「……もしもし、長官かね。私だが……」





「はっはっは。びっくりしたぞ、きっと」


　仲丸は携帯電話の電でん源げんを切って、高笑いした。


「そりゃまあ驚くよねえ……十兆円じゃ」


　和樹がぼやく。


「衝しよう撃げきをかまして判はん断だん力りよくを奪い、こっちがイニシアチブを摑つかむ。交渉はこうでないとな」


　方法としては正しいが、発想が飛ひ躍やくしすぎていた。加か減げんというものを知らないのだろうか。




[image: ]


　すでに籠城の準備は整ととのっていた。クラスメートの何人かは配はい置ちにつき、残りは寝たりトランプで遊んだりしている。犯人のはずの二人は、現実から目を背そむけるかのように、壁を向いてぶつぶつ独ひとり言ごとを言っていた。


　ふと、視界がぶれた。


「……あれ？」


　和樹は首を傾かしげた。変な感かん覚かくがあった。


「じっとしてろというに」


「んー、ちょっと……」


　和樹はしきりと身体を動かす。


　さっきから全身が熱あつかった。内部から外へ、熱が伝つたわっていくのだ。身体全体が高こう揚ようしていくような気分。


　以前にも、こういうことはあった。


「……もしかして」


「どうした」


　和樹は自分の想像を口にしようとしたが──できなかった。


　遠くから、キャタピラの騒そう音おんがしてきた。




　第六話　ビッグマネー作戦　後編










　履り帯たいをシャリシャリ言わせ、オリーブドラブに塗ぬられた鉄てつの塊かたまりが目の前を通つう過かしていく。低く突き出た砲ほう身しんは、その先せん端たんを葵あおい学園に向けていた。


　後方からは車しや高こうの高いトラックが、次から次へと現れる。路ろ肩かたに寄せて停てい止しすると幌ほろが開き、完全武ぶ装そうの兵士が続々と降り立つ。彼らは校舎を包ほう囲いするように展開していった。


　上空には空気を切り裂く羽はねの音と、ターボプロップエンジンの高い音が乱らん舞ぶしていた。ヘリコプターが周囲を飛び回っているのである。


　さきほどまでとは比べものにならない物音に、驚いて飛び出してきた住民は、自じ衛えい隊たい員いんの手で、さらに遠くへと避ひ難なんさせられる。交こう通つう規き制せいはいっそう厳しくなり、民間の車しや輌りようはマスコミも含ふくめ、全く近寄れないようになった。


　涙ぐんでいた宮みや間ま夕ゆう菜なは、自衛隊の大部隊が目の前に集まってくるのを、ただ茫ぼう然ぜんと眺ながめていた。


　迷めい彩さい服ふく姿の男性がやってきた。紅あか尉い晴はる明あきの前に立つと敬けい礼れいをする。


「陸りく上じよう自衛隊第一師し団だん、中なか山やま一いつ佐さであります。第一陣の展開、完了しました。実じつ弾だんの配はい布ふも終了し、部隊はいつでも戦闘をおこなえます」


　紅尉はそのとんでもない報告を、当然のように受け止めた。


「ご苦労」


「関東地方の普通科部隊は、全て当地に向けて出発しております。富ふ士じ教きよう導どう団だんの戦車部隊は一時間前にこちらへ向かいました。習なら志し野のの空くう挺てい団だんも投とう入にゆう体たい制せいにあります。長官直ちよつ轄かつの魔法旅団マジツクブリゲードも集しゆう結けつを完了しました」


「まだ足らんな。百ひやく里りのＦ４改に出しゆつ撃げき準じゆん備びをさせろ。爆ばく装そうして飛べるようにしろと伝えておけ」


「了解しました」


　中山は敬礼をして、足早に去っていった。


　また部隊が動き出す。校舎を完全に包囲するのである。緊張した面持ちの自衛隊員たちは戦車を先頭に、軍ぐん靴かの音も高く進んでいく。蟻ありの子こ一いつ匹ぴき逃がさないどころか、粉ふん砕さいして原げん子しに変えかねない勢いきおいであった。


　夕菜は、戦争映画のような光こう景けいに涙がどこかに飛んでしまったが、我われに返ると猛もう然ぜんと紅尉に嚙かみついた。


「紅尉先生、これはなんなんです!?　戦車とか兵隊さんとか」


「見ての通り、我が国の誇ほこる自衛隊だ。これだけいれば犯人は逃げられん。税ぜい金きんを払い続けたかいがあった」


「どうしてここまでする必要があるんですか！」


「防ぼう衛えい庁ちよう長官に要よう請せいした。これほど素す早ばやくおこなうとは、なかなか使える男だな」


「いくらなんでも、軍隊まで出さなくていいじゃないですか！」


「自衛隊は軍隊ではないらしいぞ」


　紅尉は夕菜の文句に取り合わなかった。聞く耳はあるのだが、こうした方が効果的だと考えているようである。


　警官隊は後方に下げられ、車輌と野次馬整せい理りに回された。対たい策さく本ほん部ぶにも軍用地図とモバイルコンピューターが持ち込まれ、にわかに野や戦せん指し揮き所しよと化していた。


　舞まい穂ほが夕菜の服の袖そでを、くいくいと引っ張った。


「ねー、玖く里り子こさんたちはどうしたの？　いないの？」


「玖里子さんは風か邪ぜだと聞きました。凜りんさんは剣けん道どうの大会があって、伊い庭ば先生は……」


「伊庭は二日酔よいだ。朝、薬くすりを取りに来ていた。今は封ふう鎖さ線せんの外側で寝ねている。杜もり崎さきという生徒が一緒だった。栗くり丘おか君も、怖こわかったら外に出ていて構かまわんよ」


　紅尉が付け加えた。


「んー、舞穂、和樹君の近くにいなきゃ駄だ目めなんだよね？」


「まあな」


「でも、これからなにが起こるの？　戦争？」


「いや、戦争ではないよ。あれは国こつ家かを相手にするとき起こるものだ。これはあくまで限げん定ていされた行動だ」


「じゃあなんですか」


「学校に立て籠もった敵を攻撃する演えん習しゆう、ということになっている」


「……なっている!?」


　不ふ穏おんな台詞せりふに、夕菜は思わず聞き返した。


「演習だから治ち安あん出動ではないし、あくまで訓くん練れんの一いつ環かんだ。まあ、実弾が使われたり、派手な物音もするが、厳きびしい演習ということだ」


「人が死んじゃったらどうするんですか！」


「演習場にいるのが悪い」


　紅尉は恐ろしいことをきっぱり言い切った。


　夕菜は信じられない思いであった。脳のう裏りには、自衛隊の攻こう撃げきを受けてあえなく崩くずれ落おちる校舎の映えい像ぞうが、総そう天てん然ねん色しよくで浮かんでいた。


「なんでそこまで……」


「関係各省庁にはそういうことで話がついている。マスコミも文句は言えんはずだ。なにしろ式森君が捕らわれているからな」


「そ、そうです。和樹さんがいるんですよ。へたに犯人を刺し激げきしたら……」


　夕菜の目に、また涙が浮かぶ。教室にはＢ組生徒が捕らわれているのである。特に和樹のことを考えると、彼女の心しん臓ぞうは今にも破は裂れつしそうであった。


「だからこれだけの部隊を集めたのだ。式森君は『歩く人類最後の日』だぞ。なんとしても生きていてもらわなければならん。これを見れば、抵てい抗こうの愚ぐを悟さとるだろう」


「犯人がヤケになって、人質を皆みな殺ごろしにしたらどうするんですか！」


　不意に紅尉が黙だまった。夕菜から視線を外し、ぼんやりと飛び交うヘリコプターを見ていたりする。


「……紅尉先生？」


「……そういうこともある、かもしれんな」


「紅尉先生！　考えてなかったんですか!?」


　夕菜は叫んだ。


「なにを言う。ちゃんと考こう慮りよしていた。十兆円などという非常識には、こちらも非常識にならねばいかんのだ」


「非常識すぎです！」


「許きよ容ようしたまえ」


　また中山一佐がやってきた。全ての準備が完了したらしい。


「戦車、配はい置ちにつきました。いつでも射撃できます」


「よし。何発か撃ち込め」


「待ってくださーい！」


　夕菜は白衣の裾すそにすがって、泣き喚わめいた。





　鉄てつ片ぺんの擦こすれる高い音は、二年Ｂ組の教室からも聞こえた。重々しいエンジンの騒音もして、教室内はにわかにざわめいた。


　仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこは包囲している連中に顔をさらさぬよう慎しん重ちようにカーテンを開け、窓からのぞいた。


　すぐに頭を引っ込める。悔くやしそうに舌打ちをした。


「くそっ、やりやがった。あいつら力ずくで解決する気だぞ」


「どうしたの」


　松まつ田だ和かず美みも窓から外を見ようとした。


「頭を出すな。ありゃ戦車だ」


「なんで戦車なのよ」


「俺に聞くな」


　仲丸はクラスメートに手を振って合あい図ずをした。遊んでいたり寝ころんでいた連中が、彼の方を向く。


「みんな聞いてくれ。事じ態たいが変わったぞ。警察だけじゃなくて自衛隊も出動したらしい」


　おおっとざわめきがあがった。


「自衛隊か……カメラ持ってくるんだったな」


「もしかして俺たち有名人？」


　はしゃぎまくる級友を、仲丸は静かにしろと手で制す。


「葵学園の権力者どもは国家と手を組み、貧ひん困こん学生の些さ細さいな願いを無視し、卑ひ劣れつにも弾だん圧あつをおこなうことを選んだらしい」


　Ｂ組生徒の間から、「なんて連中だ」「卑ひ怯きようにもほどがある」とのささやきが漏もれる。式森和樹は一人で「十兆円のどこが些細だよ」とつぶやいていた。


「この火か急きゆうの事態に対し、俺たちには二つの道がある」


　と仲丸が言った。


「一つはここで全てを止やめて、幕まくを下ろすこと。もう一つは籠ろう城じようを続け、あくまで要よう求きゆうを貫かん徹てつすることだ。どちらも苦しいものとなるだろう。だが──」


　彼は教室内をぐるりと見渡した。


「選せん択たく肢しは、選ぶまでもない」


「そうよ、徹てつ底てい抗こう戦せんよ！」


　和美が叫んだ。


「要求貫徹、闘とう争そう勝しよう利り！　これだけやってお金が手に入らないんじゃ、話にならないわ！」


「松田の言うとおりだ。銭ぜにのため自分のため、そしてやっぱり銭のため、俺たちは戦い続けるんだ！」


　おおおっとクラスメートたちが沸いた。


　さすがは、欲のためには他の全てを無む視しできる連中である。学校に立て籠もって包囲されているという異い常じよう状じよう況きようでも、好このんで金に目がくらむのだ。十兆だろうと十円だろうと、欲しいものは欲しいのであった。


　Ｂ組生徒はすっかり士し気きをあげ、配置につこうとする。


「ちょっと待ってよ！」


　おそらくこの中で、唯ゆい一いつ事じ態たいを客きやつ観かん視しでき、かつ信しん用ようのない男が言った。


「なんだよ徹底抗戦って！　追いつめられているんだったら、さっさと両手をあげりゃいいじゃないか！」


　和樹は必ひつ死しになった。なにしろ外は戦車である。


　仲丸が呆あきれたもんだと首を振った。


「つまらん奴だなお前は。ここで降こう伏ふくしたら一銭にもならねえぞ」


「そんなことしてる場合じゃないんだよ！」


「金に人生を託たくすことのどこが間違っている」


「そうじゃなくて、さっきから身体が熱いんだ。もしかしたらまた魔ま力りよくが──むぐ」


　和樹の口が塞ふさがれた。和美によって、強ごう引いんにタオルを突っ込まれたのである。


「ごめんね式森君。ちょっと静かにしてて」


　仲丸は、ムグムグムゴムゴうなり続ける和樹を無視して、強盗二人組に近づいた。


「さて、こいつらの番だ」


　猟銃の銃じゆう口こうで、縛られた身体をつつく。


「名前はなんだ。言え」


　二人は身体を縮ちぢこまらせていたが、脇わき腹ばらをぐりぐりえぐられて、たまらず喋しやべった。


「ひ、寛ひろし……」


「省しよう三ぞうっす……」


「ようし、寛に省三。手て伝つだってもらうぜ」


　仲丸は、強引に立たせた。


「な、なにを……」


「ちょっと前まで強盗だったろ。続きをやってもらうだけだ」


「お、俺はもう強盗じゃねえ！」


　寛が騒いだ。


「ぐるぐるに縛られて、銃で脅おどされる強盗がどこにいるんだ！」


「馬鹿。俺たちが顔を出したら問題になるだろうが。『葵高校生、乱らん心しんか!?』とか新聞に載のったらどうする。学校の評判が下がる。こう見えても愛あい校こう心しんはあるんだ」


「というか、愛校心の塊かたまりよ」


　和美が付け加える。


「戦車に校舎が傷きずつけられるのも、避さけたいのよ」


「なっ、なに言ってやがる。俺たちはどうなるんだ！」


「どうせ人ひと質じちに取るつもりだったんだろ。罪が変わるわけじゃねえ」


「嫌だ。俺はもう家に帰る。自じ首しゆして罪を償つぐなう。お前らのことを全部バラして少しでも罪を軽く──」


　喋り続ける寛の顎あごに、仲丸が銃口をめり込ませた。


「やったら、どうなるか分かってるんだろうな」


「う……」


「俺たちはいざとなったら善ぜん良りような高校生を偽いつわる。お前らはそうはいかねえぞ」


「き、きたねえ……」


「いっそ口止めに、こいつら殺バラそうか？」


　和美が猟銃で、省三の背中をどやしつけた。


「ぎゃ……やめろ！」


「省三……。くそっ。卑怯者め。それでも高校生か！」


「脅きよう迫はくの一つもできないと、Ｂこ組こじゃ生きていけないんだよ」


「兄ちゃん……」


　半泣きになった省三は、縛られたまま寛にすがりついた。


「分かったよ、くそったれ。それで、どうしたらいいんだ」


　仲丸はにやりと笑い、寛の耳元にささやいた。





　学校外に待たい機きしていた自衛隊は、命令によって一いつ斉せいに動き出した。


　七四式戦車の砲ほう塔とうが回りだした。砲口が上を向き、校舎の窓ガラスに照しよう準じゆんを合わせる。


「脅おどしだが、実じつ弾だんを使って構かまわんぞ」


　紅尉が中山一佐に伝えた。


「了解であります」


「待ってくださいってばー！」


　夕菜の哀あい願がんもむなしく、砲ほう弾だんが葵学園に叩たたき込まれようとした。が、その時。


「動くんじゃねえぞ！」


　窓に男が現れた。


　強盗の一人である。古ぼけたメジャーリーグの帽子を逆さに被かぶり、縛られた人質を引っ立てて包丁を突きつけていた。


　人質は、なんと和樹であった。


　和樹はなにかを訴えるかのように、目を紅尉たちに向けていた。叫んでもいるみたいだが、猿ぐつわをされているので分からない。


「そ、そ、そ、その物ぶつ騒そうな戦車を遠くにやれ！　さもねえと、こいつの命はねえぞ！」


　男が怒ど鳴なる。遠くからその光景を見て、また夕菜の顔から血ちの気けが引いた。引き倒さんばかりの勢いで、紅尉に言う。


「紅尉先生、早く、早く自衛隊を下げてください！」


「ふむ……。犯人は猟銃を持っていたはずなのだが」


「先生早く！」


「気のせいか、泣いているようにも見えるな」


「先生！」


　紅尉が中山一佐に手で合図をする。中山は無む線せんになにやら命じた。


　ややあって、校舎をにらんでいた戦車が、一斉に後こう退たいをはじめた。


　戦車が遠ざかるところを見たためか、男は心底ほっとした顔をした。続けて叫ぶ。


「ようし、じゃあ要求の続きだ。十兆円の用意はできたか!?」


「できるわけなかろう」


　紅尉がつぶやく。


「もう少し時間をやろうと思ったがやめた。さっさと金もってこい！　それと要求額を上げる。二十兆だ！　要求を聞かないと一時間おきに五兆ずつ上がるからな。あとは食い物。築つき地じの寿す司し屋やから特とく上じようを持ってこさせろ。宅たく配はいのピザとか注文するんじゃねえぞ。他にも暇ひまつぶし用のプレステ、今日売りの週しゆう刊かん漫まん画が、トレカ、プラモデル……」


　男はなおも要求を並べ立てた。だが紅尉は途中で聞くのを止め、中山一佐と警察のお偉えらいさんの二人と、なにやら別の話をはじめた。


「せ、先生、犯人を無視しちゃ……」


「放っておいていい。ああやって喋り続けているあいだは、式森君に危き害がいを加くわえない」


「でも、どうするんですか」


　紅尉は返事をしなかった。やがて、中山一佐と警察官が、敬けい礼れいして走り去っていく。


　夕菜はまた不安になった。


「また攻撃する気ですか!?　なんで犯人をこんなに追いつめるんです！」


「落ち着きたまえ。今度はちゃんとした救きゆう出しゆつ計画だ。警察のスペシャル・アサルト・チームが校舎内に突とつ入にゆうし、犯人を制せい圧あつ、人質を救出する。自衛隊だけで片をつけた方がなにかと都つ合ごうがいいんだが、彼らにも面めん子つがあるし、助けるのは得意分野だからな」


「だったら最初から、そうやってくれれば──」


「本当は、戦車で十分威い嚇かくし、同時に突入させる予定だった」


　夕菜の顔が明るくなった。


「じゃあ、あの戦車は目くらましだったんですか」


「いや、本気で撃つつもりだった」


　紅尉はそう言った。


　天幕の中がひときわ騒がしくなり、ふいに静かになった。準備が整ととのったようだ。


　と、犯人が顔を引っ込めた。


「む、いかんな。もう少し喋っててくれれば、注意がそれて楽だったのだが」


「先生……それ、わたしがやります！」


　夕菜が勢いよく言った。


「わたしにも協力させてください。和樹さんやみんなを救うためならなんでもします！」


　半泣きだった。隣の舞穂もこくこくうなずいた。


「しかしだな、私が言っても説得力ないが、教職の端はしくれとしては危険なことを認めるわけにもいかんのだが」


「お願いします！」


「……では、頼むか」


　紅尉は夕菜に、突入のタイミングを告げた。





「強盗の皆さん、聞いてください！」


　夕菜は叫んだ。包ほう囲い網もうから進み出て校こう庭ていに立ち、校舎に向かって大声を上げた。右手は舞穂と握りあっていた。


「返事はしなくていいです。でも、どうしても聞いて欲しいんです。その中に、式森和樹さんという方がいます！」


　校舎からの反応はやはりない。だが彼女は、構かまわず喋る。


「和樹さんは、日本にとって……いえ、世界にとって重要な方なんです。和樹さんの魔力を放っておくと、地球規き模ぼで災害が起こって、世界が滅びてしまうかもしれないんです。信じられないとは思います。でも、本当のことなんです！」


　相変わらず返答はない。しかし、かすかだが中で動きがある。


「和樹さんやクラスのみなさんを、今すぐ解かい放ほうしてくださいとは言いません。せめて、この栗丘舞穂ちゃんを、中に入れてあげてもらえないでしょうか。そうすれば……災害だけは防ふせげます！」


　涙が流れ、最後は絞しぼり出すような声だった。


　不ぶ気き味みなくらい静まりかえっている校舎。さきほどの動きもなくなり、今は沈ちん黙もくしている。


　夕菜は、ふっと目をつむった。


　めまいがしたのだ。校舎が揺ゆれているように見える。


　次の瞬間、足がもつれた。転ころびそうになり、舞穂に引っ張ってもらう。身体がふらふらしていた。


　目を開けると。視界全部がふらついていた。地じ震しんが起こっていた。





　校舎の窓ガラスは音を立て、床が前後左右に揺れる。立っていた生徒は尻しり餅もちをつき、座っていたものは天井を見上げた。


　体たい感かん震しん度どで五ほどはある地震であった。


　振動は建物全体を激しく揺らし、ようやく収まった。


「やべえぞおい、これ式森って奴やつのせいじゃねえか!?」


　寛が叫ぶ。


　生徒はなにも言わなかったが、顔に「それ正解」と書いてあった。


「世界が滅びるって言ってるじゃねえか！　地球規模の極ごく悪あく人にんになりたくねえぞ！」


「兄ちゃんの言うとおりだ！　式森って奴を解放するか、あいつらを中に入れ──」


　和美が無言で、二人の口にガムテープを貼はる。また縄なわで縛り、芋いも虫むしのようにしてから教室の隅すみに転がした。


　それを見てから、仲丸が和樹に近づいてくる。


「夕菜ちゃんを利用するとは、連中もなかなかやる。要求の受じゆ諾だくを引き延ばすんだろうな。それはそれとして、式森、また夕菜ちゃんとの仲良し度が上がったようだな」


　いかにも、憎にくくてたまりませんという声こわ音ねだった。


　和樹は舌したを使い、口の中のタオルをなんとか押し出した。


「なに言ってんだよ。そんなことより、舞穂ちゃんがいないと大変なんだ。また僕の魔力が放ほう出しゆつされるんだって！」


　さっきから、身体が熱くてしょうがないのである。自分の意い志しとは関わりなく、魔力が集中してきているのだ。


　この感覚は何度か味わったことがある。そのたびになんらかの災害が起きて、新聞をにぎわせていたのだ。


　防ぐにはただ一つ、舞穂の側にいるしかない。


「そんなことよりだと。俺たちにとっては重要な問題に決まってるだろうが！」


　仲丸が黒板を拳こぶしで叩く。


「お前だけは解放するわけにいかねえ！　そもそもどうしてこんなことになったのか、覚えてないのか！」


「だって、強盗二人がやってきたからだろ」


「違う、そんなのはきっかけにすぎない。真の原げん因いんは式森だ！」


「なんで僕なんだよ！」


　慌あわてて反はん駁ばくする和樹。


「そうともお前だ！　舞穂ちゃんにキスなんかしてもらいやがって、そこから株かぶ価かが下落して、ここまで事件が大きくなったんじゃないか！」


　そうだそうだと声が飛ぶ。みんな仲丸の言葉を全然疑うたがっていなかった。


「友情を株なんかにするからじゃないか」


「違う。俺たちが正しい以上、間違っているのはお前だ」


　とりつくしまもない。


「とにかく、お前を解放することはありえないからな。もし逃げ出してみろ。お前は二度と俺の友達じゃなくなるぞ」


「友達だったことがあるのかよ！」


　わめいたが、誰も耳を貸かそうとしなかった。


　その時、教室内にブザー音が響ひびいた。仲丸以下クラスメートたちの注意が、一斉に備そなえつけのスピーカーへと向く。


「まずい、警けい報ほうだ！」





　爆発は校舎の一階付近で何度も起こった。窓ガラスごしに、赤い炎もうかがえた。


　突とつ入にゆうはすでに始まっていた。だが、警官の姿は一階でちらちら見えるだけで、そこから上っていかない。


　やがて防ぼう弾だんチョッキと特とく殊しゆヘルメットを被かぶった警官が、何人も転がり出てきた。服の一部が焦こげているものもいる。


　うち一人が、息を切らしながら現地本部まで走ってきた。敬けい礼れいしながら言う。


「残念ながら突入は失敗しました。確認しただけでも内部六か所にバリケードが築きずいてあり、二年Ｂ組の教室までは完全に塞ふさがれております。そこで待ち伏せがあり、魔法攻撃を受けたのであります」


「ファイバースコープで、中を監視していたのではなかったのか？」


「どうも幻げん覚かくを見せられていたようであります。魔ま法ほう班はんが全く気づきませんでしたから、犯人は相そう当とう高度な魔術を使用できると推すい定ていされます」


「そこまでできる犯人にも見えなかったがな」


「はい。今までの犯人像を、修しゆう正せいする必要がありそうです」


　警官はまた敬礼をして、天幕に入っていった。


　聞いていた夕菜の顔は、真っ白になって血の気が全くなくなっていた。


「しっ……失敗なんですか!?」


「そうだ。こうなっては犯人の要求も、考こう慮りよする必要が出てきそうだ」


「そ、そうです。要求を呑めば解放されて……」


　そこに、天幕から警官が現れた。申し訳なさそうに紅尉に耳打ちをする。


　聞いた紅尉の眉まゆが、わずかに動いた。


「……先生、あのー」


「……あー、犯人が要求した金だが、官かん房ぼう長ちよう官かんが財ざい務む省しようと話をはじめたらしい。ところがその最中に、官房費ひと機き密みつ費ひに大量の使し途と不ふ明めい金きんが発見されたそうだ。ついでに財務相しようと文もん部ぶ科か学がく相しようのスキャンダルまで出てきたと言っている。このことが野党側に漏もれ、いま紛ふん糾きゆうしているそうだ」


「え、えーと、それで、要求金額は払えるんですか!?」


「払うどころか内ない閣かくが倒れそうだ」


　夕菜は卒倒しそうになった。


「どうしてそうなるんですか！」


「式森君のせいっぽい」


　つまり和樹の魔力の放出が始まり、影えい響きようとなって表れたのである。だがこれは序じよの口くちであろう。時間が過ぎればもっと荒あれ狂くるうはずだ。


「せめて……せめて舞穂ちゃんが和樹さんのところに行ければ……」


　一ひと息いきつけるし、解放の交こう渉しようもじっくりできるのである。


　夕菜は舞穂と手を握ろうとした。が、右手が空を切る。


「……舞穂ちゃん？」


　どこにも姿がなかった。





「ふー、危ねえ。手て間まがかかったぜ」


　仲丸は汗あせを拭ふいた。突とつ入にゆうしてきた警官隊を、魔法を駆く使しして撃げき退たいしたのである。相手はこっちを二人組の強盗のみだと思い込んでいたので、混こん乱らんさせ追い出すことができた。


「もう奇襲は利かねえ。バリケードから人じん員いんは引きあげる。松田、そっちはどうだ」


「すぐに終わるわよ」


　和美と数人の女子は、寛と省三に深しん々しん度ど催さい眠みんをほどこしていた。意い識しきの奥深くまで暗あん示じをかけるのである。むろん、自分たち二人だけで籠ろう城じようしたと思い込ませるためだ。


「終わったらもう一度交渉いくぞ」


「分かった」


「まだやるの！」


　和樹は驚きよう愕がくした。


「警察が実じつ力りよく行こう使しに出たじゃないか！　潮しお時どきだよ！」


「馬ば鹿か野や郎ろう。俺たちにはまだ切きり札ふだがある」


「……えっ？」


「お前だ」


　仲丸は不ふ敵てきに笑った。


「式森の魔力は世界を滅ぼす。逆に考えればいくらでも世間を脅迫し放ほう題だいってことだ。地球を人質に取ってるんだからな」


「そんな犯罪聞いたこともない」


「教科書に載のるかもしれないな」


　楽しそうであった。きっと本当に楽しいのだろう。


　仲丸だけではなく、松田も他の級友たちも、実に生き生きとしている。この十分の一でも学園生活に振り向ければ、学内の上位を独どく占せんすることができるはずだ。


　やりっこないだろうが。


「ああ……せめて舞穂ちゃんがいてくれたらなあ……」


　そうすれば、こんなろくでなしどもの陰いん謀ぼうも、潰つぶすことができる。


「いるよ」


（……舞穂ちゃん!?）


　幼おさない声に、驚いて振り向く。背はい後ごには、舞穂がにこにこしながら立っていた。
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「にゃー、来たよ」


（よ、よくここまで来れたね）


「狭せまかったけど隙すき間まがあったから、平気だった」


　廊ろう下かと階かい段だんには机が積まれバリケードになっているが、小こ柄がらな舞穂は間をすり抜けてきたらしい。


「舞穂、和樹君の側にいたほうがいいんだよね。夕菜さんが言ってたよ」


（うん……だけどもっと小さい声で）


　ちらちら仲丸を見る。まだ気づかれてはいなかった。


（ちっちゃい声で喋るから、褒ほめて）


（偉えらい偉い。あとでもっとたくさん褒めてあげるから、今はこれほどいて）


（……むー）


（早く！）


　舞穂は頰を膨ふくらませたが、和樹を縛っている縄なわをほどきはじめた。


　少し時間がかかったが、縄は床に落ちた。


（さあ、逃げ出すよ）


（みんなはいいの？）


（いいんだよ。あいつらが一番の悪人なんだから）


　また交渉の材料にするとか言い出すに違いない。


　腰こしをかがめたまま、そろそろ動き出した。舞穂の手を引きながら、ゆっくりと教室を抜けようとする。


　だがその和樹を、銃じゆう弾だんが襲った。





　猟銃の発射音は、外にも聞こえた。そして男子生徒の悲鳴も。


　それはまぎれもない、和樹の声だった。


　対策本部が騒がしくなる。警官も自衛官も右う往おう左さ往おうし、「誰か撃たれたぞ！」「犠ぎ牲せい者か!?」と騒いでいた。


「紅尉先生！」


「聞こえた。式森君の声だ」


　また銃声。今度の悲鳴は、もっと大きかった。


「まずい。もう一度自衛隊を前進させる。砲ほう撃げきで黙だまらせるぞ」


　とんでもない方法だが、夕菜は聞いていなかった。


「和樹さん！」


　彼女は絶ぜつ叫きようし、走り出していた。





　和樹は床に尻しり餅もちをついていた。背にした壁の、頭上すれすれのところに、親指ほどの穴が二つ空いていた。


「式森、てめえ！　いつのまに舞穂ちゃんを連れ込んだ！」


　仲丸が硝しよう煙えんをたなびかせている銃口を向けて、怒ど鳴なる。


「いちゃいちゃしやがって、この色しき情じよう狂きよう！」


　彼だけではない。和美もそしてクラスの面々も、揃そろって非ひ難なんの声を上げる。


「変へん態たい！　式森君のロリコン！」


「そうだ、舞穂ちゃんも毒どく牙がにかける気か！」


「式森君にそんな権けん利りはないのよ！」


　世界滅亡よりも「知らないうちに舞穂を連れ込んだ」ことに反発しているらしい。どんなに緊きん迫ぱくした状況でも他者へのねたみを忘れないとは、さすがであった。


　だが和樹には、そんなことを気にしている余裕はなかった。身体の中で、魔力が暴れ回っているのだ。


　舞穂をしっかり抱きしめる。身体を内側からあぶるような熱ねつ気きが、徐々に引いていく。


　ほっとしたがそれもつかの間。仲丸が舞穂の腕を取り、強ごう引いんに引き剝はがした。


「場所も考えねえのか！　お前は理科室の人じん体たい模も型けいでも抱だいてろ！」


「馬鹿っ、なんてことをするんだ！」


　また熱がぶり返す。和樹は舞穂をもう一度抱き寄せようとした。仲丸が跳とびすさって逃げる。


「そんなこと許されるか！」


「世界が滅びちゃってもいいのかよ！」


「いいに決まってんだろ！」


　恐ろしいまでの割り切り方である。だが、和樹が諦あきらめるわけにはいかない。駆け出し、仲丸に飛びかかる。


「舞穂ちゃんを渡せ！」


「式森、そこまで女に飢うえてやがるのか！」


「うるさい！」


　格かく闘とう状じよう態たいになるが、運うん動どう神しん経けいなしで体力不足とスポーツ万ばん能のうでは勝しよう負ぶにならない。仲丸はあっさり和樹を振りほどいた。


「ついに式森が正体を現したぞ！」


「舞穂ちゃんに襲いかかるとはふてえ野や郎ろうだ！」


「このケダモノ！」


　クラス中がいきり立った。四方八方から理り不ふ尽じんな罵ば声せいを浴あびせられる。


　和樹は無視したが、何人かが呪じゆ文もんを唱となえだした。攻こう撃げき系けいだ。


　火の玉が飛び、和樹に襲いかかった。


「うわーっ！」


　頭上で炸さく裂れつする。髪かみの毛けが焦こげ、たまらず床に這はいつくばった。


　なおも数発炎ほのおが飛び、あちこちで爆発する。危なくて立ち上がれない。


　と、前方で仲丸が転ぶのが見えた。魔法攻撃のあおりを受けたのである。


　チャンスとばかり、和樹は四つん這いのまま近寄った。舞穂の腕を摑つかむ。


「和樹君、痛い」


「我が慢まんするんだ！」


　仲丸から奪うばい返し、再び駆かけ出す。もう教室にはいられない。扉を抜け、廊下に出る。


　が、そこまでだった。誰の魔法か水流が鞭むちのように伸のび、和樹の足に絡からみついたのである。


　引っ張られ、つんのめった。思いっきり転てん倒とうする。なんとか舞穂だけはかばい、床にぶつけずにすんだ。


　転んだままの二人に、仲丸を先頭にしたクラスメートが詰め寄った。


　突然轟ごう音おんが鳴なり響ひびく。戦車の砲撃が始まったのだ。振動が校舎を震わせている。だが級友たちはまったくお構かまいなし。その瞳ひとみは、和樹に対する妬ねたみカラーでいっぱいだった。


「年ねん貢ぐの納おさめ時だな、式森」


　仲丸が言った。


「お前に逃げ道はない。舞穂ちゃんをこっちに渡すんだ」


　和樹は舞穂の身体を自分の下に入れた。


「……世界が滅びちゃうんだぞ」


「お前のもてっぷりを見てると、世界より先にこっちが滅びる。人の命は地球より重いという言葉を知らないのか」


「使い方、間違ってる……」


「とにかくお前に舞穂ちゃんはもったいない。はっきり言って、仲がいいところを見てるとムカつく。渡してもらおう」


　仲丸と共に、Ｂ組生徒が和樹を取り囲む。一人残らず殺気立っていた。


　和樹は唾つばを飲み込んだ。こいつら怖こわいよとの考えが頭をよぎったが──


「駄だ目めだ！」


　大声で怒鳴った。廊下の向こうで爆発が起こり、熱風と共にバリケードの破は片へんが飛んできたが、それでも叫んだ。


「意い地じを張るんじゃねえ！　なんのために籠ろう城じようをでっち上げて金まで要求したと思ってんだ！　元も子もなくなる！」


　クラスメートも「式森君は狂きよう言げんを壊す気？」「俺らのせいだとバレる前に渡せ」と怒鳴っている。それでも和樹は、必死になって舞穂を抱えた。


「そんなの関係ない！」


「お前は金が欲しくないのか！」


　和樹は仲丸を睨み返した。そして、叫んだ。


「舞穂ちゃんは絶対に……絶対に渡さないぞ！」


　その決意に、周囲がしんとする。


　すると。


「ほう、そうですか」


　やけに静かな声がした。


　煙けむりの向こうから足音がする。一歩ずつ床ゆか板いたを踏ふみしめ、和樹をしっかりと見み据すえて接せつ近きんしてきた。


「金は欲しくないのか……。舞穂ちゃんは絶対渡さない……ふーん」


「ゆ、夕菜……」


　和樹の声が引きつった。


　夕菜が目の前に来た。肩かたを震ふるわせたまま仁に王おう立だちし、両目をかっと開いていた。


「わたしがあんなに心配したのに……Ｂ組の皆さんや、和樹さんにもしものことがあったらどうしようって、ずっと思ってたのに……あなたたちは、舞穂ちゃんを取りあっているんですか!!」


　各所のバリケードを全て破は壊かいしたためか、肩で息いきをしている。だがその瞳は疲ひ労ろうなどお構いなしに燃えさかり、全身からは炎が上がる。比ひ喩ゆではなく、魔力の急きゆう激げきな集中でオーラが立ちのぼっているのだ。
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「世界が滅びるとか言ってるのに、まあ呑のん気きですこと！」


　凄い剣幕であった。彼女の両手が、攻撃魔法で真まっ赤かに染そまる。


「許せない！」


「ちっ、違うんだよ。これは仲丸たちが僕と舞穂ちゃんを離はなそうとするから、仕方なく……！」


　そこに仲丸が割わり込こんだ。


「いや違う！　式森が犯人とつるんで、舞穂ちゃんを人ひと質じちに逃げようとしたんだ！」


「噓うそつくなよ仲丸！」


「式森こそ正しよう直じきになれ！」


　罪のなすりあいが始まった。和樹と仲丸だけではない、夕菜の怒りに全員怯おびえ、「自分以外の誰かを悪者にしないと死ぬ」と思ったのである。


「式森が舞穂ちゃんに手を出したんだ！」


「仲丸君が諸しよ悪あくの根こん元げんよ！」


「ここは松田のせいにしよう！」


「式森が犠牲になれば丸く収まって……」


「……黙りなさい！」


　夕菜が拳こぶしで壁を叩たたいた。


「──それで、誰の責任ですか。こんな馬ば鹿か騒さわぎに加えて、舞穂ちゃんとごちゃごちゃ揉もめさせたのは、誰のせいなんです」


　一瞬、廊下に静寂が下りた。お互たがいの顔をちらちら見る。そして一人残らず同じ言葉を発した。


「よく分からないけど、とりあえず自分のせいじゃ──」


「……全員有ゆう罪ざい！」


　夕菜は両手を振り上げた。





　大だい爆ばく発はつは校舎の三分の一ほど吹き飛ばして、事件を解決へと導みちびいた。犯人からの要求もなにもなくなったからである。


　二年Ｂ組の教室も潰つぶれた。爆発が砲撃によるものか、それとも魔法によるものかは意見が分かれたが、紅尉が「どちらにせよ、この件は早そう急きゆうに忘れるよう」関係者に通つう達たつした。


　逮たい捕ほされた強盗二人組は、全ての犯はん行こうを認めた。記き憶おくが操そう作さされているとの指し摘てきもあったが、他に犯人がいることは考えられなかった。


　ただし二人には、人質になっていたＢ組生徒から「それほどの悪人ではなく、いい人でした」との証言も寄せられた。Ｂ組内には「さすがに利用しすぎた。気きの毒どくだ」との声もあり、紅尉からもそれなりの口添えが警察になされた。


　なおこの事件後、Ｂ組での夕菜の地位が、清せい純じゆん派はアイドルから清純風ふう武ぶ闘とう派はアイドルにチェンジした。


　現在クラス内には「彼女だけは怒らせないように」と書かれた注意文が回っているとのことである。




　第七話　思い出にはつらすぎて










　葵あおい学がく園えん二年Ｂ組の教室は、現在使用不ふ能のうである。Ｂ組だけではなく、Ａ組もＣ組もＤ組もＥ組も使えなかった。先日の籠ろう城じよう事じ件けんによって、校こう舎しやが半はん壊かいしたためだ。仕方ないので二年生には、特別教室か古くなって使われなくなった教室があてがわれた。


　そのせいで生せい徒とにとっても教きよう師しにとっても、二年生の授業はやりづらくなった。分ぶん散さんしているので行き来しづらいのである。それでも視し聴ちよう覚かく室しつを使うＡ組、理り科か実じつ験けん室しつを使うＣ組はいい方で、Ｂ組などは内ない装そうがボロな上、西にし日びが差し込んで蒸むし焼やきになりそうな教室に押し込められていた。


　おかげで式しき森もり和かず樹きと宮みや間ま夕ゆう菜なは、暑あつさのため一日中ぼんやりしているようになってしまった。


「ちょっと、和樹も夕菜ちゃんも聞いてる？」


　風かぜ椿つばき玖く里り子この呆あきれたような声で、二人はようやく我われに返った。


　今は休み時間。三人で話をしている最中だったのである。


「もう秋だってのに、なにやってんのよ」


「だって嫌いやになるくらい暑いんですよ」


　と和樹は言った。日ひ陰かげで会話をしていたが、それでも頭の中には霞かすみがかかっていた。


「校舎が壊れたのあんたたちのせいなんでしょ。自じ業ごう自じ得とくじゃない」


「それはそうですけど、あの暑さはひどすぎます。伊い庭ば先生なんか、入ってくるなり犬みたいに舌した出して、『自じ習しゆう』って叫さけんでどっか行きました」


「いつものことじゃない。あんたのクラスも少しは大人しくなるでしょ」


「だといいんですけどね」


　実際は「こう暑いと勉強なんかする気も起こらん。陰いん謀ぼうか金かね儲もうけでも考えよう」と言いだし、いつも以上に騒そう々ぞうしいのであった。


　話を聞いた玖里子は、そりゃ大変ね、という感じでうなずいていた。


「暑くて身が入んないなら、延えん期きしようか」


「え……なにをでしょう」


　ぼんやりと聞き返す。


「凜りんのことよ。こないだの剣けん道どうの大会でいい成せい績せきだったから、お祝いしなきゃ」


「そうでした……凜さん、何位でしたっけ」


「三位」


　和樹は驚おどろき、一時的に暑さが消えた。


「すごいじゃないですか」


「元々力はあるもん。準じゆん決けつ勝しようで負まけたのは悔くやしかったみたいだけど」


「三位でもすごいですよ。ちゃんとお祝いわいした方がいいですね」


　夕菜が声を弾はずませた。


「うん。なんかおいしい物食べて、カラオケ行くのがいいかなって考えてるけど」


「どの辺へんの店に行きますか？」


「土曜日か日曜日、電車に乗って新しん宿じゆくかしら」


「いいですね。でも、凜さん騒そう々ぞうしいの嫌いだったと思います」


「そう言えばそうね」


　玖里子は腕うでを組んだ。神かみ城しろ凜は馬鹿騒ぎが好きではない。和樹たちのせいでかなり慣なれたようだが、今でも静かな環かん境きように身を置くことを好このんでいた。


「考えてみれば繁はん華か街がいは人だらけだし、カラオケなんて騒がしさの極きわみよね。どうしようか」


「映画を観みるとか」


　和樹が言った。


「会話はないけど、静かとは言いません」


　夕菜が答える。


「じゃあ人気のない遊ゆう園えん地ち」


「遊園地って、人がいるところよ」


「潰つぶれたテーマパーク」


「お化けが出そうね」


「深夜の地ち下か街がい」


「なにをすんのよ」


「廃はい墟きよになった病びよう院いん」


「和樹、もうちょっと真ま面じ目めに……」


「でも思いつかないよ」


　和樹は正直に言った。


「そうですねえ……いっそどなたかの家にお邪じや魔まするのが楽なんでしょうけど」


　夕菜も考え込んだ。確かにホームパーティにした方が、気き兼がねなくお祝いできるだろう。


　彼女のつぶやきを聞きながら、和樹はふと顔を上げた。


　東京の出身で、葵学園から比ひ較かく的てき近いところの家と言ったら玖里子である。


　その玖里子は、あまり乗り気でない顔をしていた。


「んー……なら、ウチ……来る？」


「あ、別にいいですよ」


　和樹は急いで否定した。彼女の実じつ家かは都と内ないの一等住宅街にある邸てい宅たくである。ただ姉の麻ま衣い香かと仲があまりよくない。喧けん嘩かにでもなって気まずい思いをしては、祝いの意味がなかった。


「来ても、いいけど」


　やや意外なことを玖里子は言った。


「いいんですか？」


「まあ……ね。なんか食べ物と飲み物でも買ってくればいいんだし。土曜日に来れば時間を気にすることもないし」


「でもお姉さんとか、迷めい惑わくじゃないんですか」


「実家じゃないわ」


　聞いた和樹はきょとんとした。


「あの大きい家じゃないんですか？」


「そ……他にもあんの。姉さんいないから、とりあえず気を遣つかう必要はないわよ」


　と言ってるものの、あまり行きたそうな顔ではない。


「玖里子さんが嫌いやでしたら、無理して行かなくても……」


　夕菜が口をはさむ。


「嫌ってわけじゃないわよ。ちょっとセンチメンタルになるの」


「センチメンタル……ムードがいいんですか」


「そんな感じ。男がいたら口く説どきたくなるわね。あたし、結けつ構こう雰ふん囲い気きに弱いし」


　などと言いながら、玖里子が和樹を見た。


「え……」


「玖里子さん！」


　夕菜がまなじりをつり上げた。


「結局それですか！」


「まあまあ。冗じよう談だんよ」


　けらけら笑いながら否ひ定ていする。いつもの彼女に戻っていた。


「じゃああたしの家でパーティやるってことにしましょう。今度の土曜日に、駅前のイチゴの像ぞうに集合ってことで。電車で行くから」


　夕菜はまだなにか怒おこっていた。代わりに和樹が言う。


「分かりました。なにか買っていった方がいいですか？」


「いらない。途中で仕し入いれればいいから。お金だけ持ってきて」


「分かりました。凜ちゃんにも伝つたえておきましょうか」


「そうね。あと舞まい穂ほちゃんにも」


「いいですよ」


　和樹は夕菜を押さえながら返事をした。


「じゃ、土曜日に」


　そう言うと、玖里子は去っていった。





　凜を見つけるのは簡かん単たんだった。放ほう課か後ごには生物部の部室にいることが多い。今日も一人でカエルの生せい態たいをノートに取っていた。


　和樹が土曜日のことを話すと、彼女はあっさり承しよう諾だくした。


「かまわんぞ。でもいいのか、お前だけではなく、夕菜さんや玖里子さんまで」


「いいって。お祝いなんだから遠えん慮りよしないでよ。自宅なんだから、お金もそんなにかからないだろうし」


「自宅？」


　凜が変な顔をした。


「……自宅、なのか？」


「あ、そういえば教えてなかったね。パーティみたいな感じで、家でやるから」


「ちょ、ちょっと待て！」


　何故か、彼女は慌あわてた。


「そういうことは早く言え！　家なら……ご両親とも顔を合わせるのだろう!?」


「……え？」


　和樹は目の前の少女がなにを言っているのか理解できず、首をかしげた。一方の凜はひたすらあたふたしている。


「な、なにか土産みやげが必要か？　実家の豆とう腐ふはかなり美お味いしいが……ああ、取り寄せる時間がない。むしろ日ひ持もちのするものを……そ、それより、女らしい格好の方がいいだろうな。いくらなんでも刀を持っていくわけにはいかんし……」


「あの……凜ちゃん？」


「挨あい拶さつとか、礼れい儀ぎとか……作さ法ほうは心こころ得えているつもりだが、なにしろこんな口調だ。失しつ礼れいと受け取られるかもしれん」


「凜ちゃんてば」


「待ってくれ。先走りすぎだというのは分かってるんだが……夕菜さんたちもいるとはいえ、お前の家に行くのだから、印いん象しようというものを」


「そうじゃなくて……僕の実家じゃないよ？」


「……なに？」


　凜は憑つき物ものが落ちたような顔をした。


「玖里子さんの自宅。使ってくれって」


「玖里子さん……？」


「あの人、都内だから」


「……お前の実家ではないのか」


「うん……？」


「そうか……」


　凜が胸をなで下ろす。ただ顔には、どことなくがっかりしたような表情が浮かんでいた。


「どうかした？」


「うるさい。慌てた私が馬鹿みたいではないか」


「……？　なんで慌てる必要が……」


「聞くんじゃない。それで、いつやるんだ」


　和樹は簡かん潔けつに伝つたえた。しかし凜は、半分うつむいたまま、ずっと胸に手を当て、動どう悸きを抑おさえる格かつ好こうをしていた。


「食べ物や飲み物は行きがけに買うんで、なにもいらないから。凜ちゃんはゲストだからお金もいらないけど……聞いてる？」


「聞いてる聞いてる。土曜日だろう。時間通りに行くから安心しろ」


　彼女は目をそらしたまま、早く行けとばかりに手を振った。


　和樹は肩をすくめて、生物部室を出た。





　　　　○





　幸さいわいにも土曜日は快晴だった。適てき当とうに気き温おんも上がって風もなく、待ち合わせが苦にならない陽よう気きだった。


　和樹と栗くり丘おか舞穂が待ち合わせの場所に行くと、玖里子だけがいた。


「あれ？　夕菜はいないんですか？」


「こっちの台詞せりふよ。一いつ緒しよじゃなかったの？」


「買い物するからって、先に出てったよ」


　和樹の代わりに舞穂が答えた。玖里子は渋しぶい顔をして、


「まだいいって言ったのに」


「怒って、あまり聞いてなかったみたいですから」


「ま、いずれ来るでしょ」


　彼女は頭ず上じようの像を見上げた。


　巨大なイチゴが鈍にぶく光っていた。待ち合わせの目め印じるしとして、この駅ではよく使われるシンボルである。


　へたや種たねが細こまかく刻きざみ込こまれ、むやみにリアルであった。ユーモラスと言えないこともないが、なにしろ大きいので異い様ようさが先に立つ。


「なんでこんなの作ったんでしょうね」


「区く長ちようが好きらしいわよ。果くだ物ものは身体からだにいいからって。区民に健けん康こう問もん題だいをアピールして当とう選せんしたから、そのこともあるんじゃないの」


「へえ……」


　はじめて知ったが、知ったところでどうということのない逸いつ話わであった。


　三人は夕菜と凜を待った。しかし、さっぱり姿が見えない。


　約束の時間も過ぎたが、やはり現れなかった。


「どうしたのかしら。ちゃんと伝つたえたわよね」


「言いましたよ。それに夕菜の時は玖里子さんもいたじゃないですか」


「そうだったわね」


　さらに待つ。


「……来ないわね」


「ですね」


「まったく、来ないなんて、あたしが本当に和樹に手を出したらどうするつもりなのかしら」


「……や、やめてくださいよ」


　つい彼女から離れる和樹。駅前で騒ぎを起こしたら注ちゆう目もくの的まとだ。


「やらないわよ。舞穂ちゃんもいるんだから」


「いなかったらやるんですか」


「さあて……それより、先に行こうか」


　しびれを切らしたか、玖里子が言う。


「もう行きます？」


「仕方ないわよ」


「でも夕菜は玖里子さんの家、わからないかもしれないし」


「教えておいたわよ。凜も一緒なら来れるわ」


「ならいいんですけど」


「立ってるのも疲つかれてきたわよ。先に着いて用意をしてれば、二人も文句言わないでしょ。行こ」


「そうですね、そうしますか」


　舞穂も承しよう知ちし、三人は切きつ符ぷ売り場へと向かった。





　夕菜と凜も待っていた。ただ立っているのは退たい屈くつなので、柵さくに腰こし掛かけたり無む駄だば話なしをしたりしていた。


　しばらくそうして時間を潰していたが、待てど暮くらせど和樹も玖里子も舞穂もやって来なかった。


「どうしたんでしょうね。誰も来ないなんて」


「まったくです。式森がいい加か減げんなのは分かってますが、玖里子さんまで現れないとは」


　二人とも長時間待っているので、いらいらしたような口調であった。


「こんなに分かりやすい目印なのに」


「そうですね。……しかし、本当にここで良かったのですか？」


　少しだけ不安になったか、疑ぎ問もんを呈ていする凜。


「そのはずです。凜さんも和樹さんから聞きましたよね」


「ええ。しかし……私はその時、注意力が散さん漫まんになってまして」


「……実は私も、怒ってました」


　夕菜も告こく白はくした。二人とも、待ち合わせの場所を、はっきりと聞いていなかったのである。


　振り返って像を眺ながめる。彼女たちの前には、巨大ないいちこの銅どう像ぞうがそびえていた。


　下町のナポレオンこといいちこを、中年の男がラッパ飲みしている姿である。酒飲みの像なんて、どこの美び術じゆつ館かんでもまずお目にかかれない。目立つと言えばこれほど目立つものもないが、異い様ようなオーラが出ているので、近寄る人間はまれであった。


「これ、どなたがモデルなんでしょう」


「区長の私生活を切り取ったものらしいです。反対派が区長の実じつ体たいを知らしめると称して勝かつ手てに立てたので、議ぎ会かいが揉もめに揉めているとか。去年から延えん々えん罵ののしりあいが続いているそうです」


「でしょうねえ……」


　いくら使ったのか知らないが、紛ふん糾きゆうしない方がおかしい。


　二人はその後も立っていたが、和樹たちは現れなかった。


「そういえば、反対側の出口にイチゴの像がありましたよね」


　なんとなく、といった感じの夕菜。


「もしかしたらあっちでしょうか」


「行ってみますか。ここにいても退たい屈くつです」


　二人は歩き出した。


　だがいくらも行かないうちに立ち止まることになった。見み慣なれた姿が、改かい札さつを通り抜けていたのである。


「あれは式森と玖里子さんではないのですか」


「そうですね。舞穂ちゃんもいます」


「先に行く気ですよ」


　追いかけようとしたが、こちらは切符を持っていない。券けん売ばい機きに並ならんでいるうちに、上り電車が到とう着ちやくした。


　夕菜と凜は急いで買って走ったが、和樹たちを乗せた電車はそのまま去っていった。


「行ってしまいましたね」


「待ってくれればいいものを」


「わたしたちに気づいてないみたいでしたから……」


「それにしても、式森と玖里子さんだけで遊ぶつもりでしょうか」


　凜はむっとしたような言葉遣いをしていた。


「なんとふしだら、いや、図ずう々ずうしい」


　和樹と玖里子が並んでいる姿を見てからというもの、なにやら剣けん呑のんな雰囲気であった。


「とにかく、追いかけましょう。玖里子さんの家は分かってますから」


　夕菜は言った。ホームにアナウンスが響き、電車の到着を告げた。





　電車を降りてから、和樹たちは駅前のスーパーに寄った。食べ物を買うためである。


　和樹がカートを押し、玖里子が商品を選えらぶ。舞穂はついてくる役だった。


　玖里子は野や菜さい、肉にくなどを選んでカートに載せられたかごに放り込む。冷れい凍とう食しよく品ひんではなく、食しよく材ざいばかりだった。


「これでいいんですか？　できあいのもので十分だと思うんですけど」


　結けつ構こうな量の材料を見て、和樹は訊きいた。


「いいのよ。凜のお祝いなんだから、作った方がらしいわよ」


「誰が料りよう理りするんです？」


「舞穂ちゃんいるし、あたしだってできるわよ」


「へえ。玖里子さん料理するんですか」


「そうよ。家か庭てい的てきでしょ」


　意外な気がした。


　なおも玖里子は食材を選んだ。肉や魚はじっくり原げん産さん地ちと消しよう費ひ期き限げんを確かく認にんし、缶かん詰づめでも手を抜ぬかない。大した気の遣つかいようであった。


「慎しん重ちようですね」


「主しゆ婦ふになった気分よ。夫おつとは和樹かしら」


　ちらっとこっちを見る。


「……案あん外がいいけるかも」


「また。なんか朝から変ですよ」


「……そうね。家に着いてないけど、センチメンタルってやつかしらね」


　彼女は軽く笑った。


　レジで会かい計けいをする。料金は玖里子が払った。ビニール袋二つ分の材料を持って、三人は外に出た。


　玖里子がビニール袋を和樹に渡す。


「持って。重い方」


「余計なこと言わなくても持ちますよ」


「舞穂も持つ」


「重いし引きずるかもしれないから、いいよ」


　和樹がたしなめたが、舞穂は頰を膨ふくらませた。


「持たせて」


「いいって」


「じゃあ、手を繫つなぐ」


　舞穂が手を差し出した。和樹は少しだけ逡しゆん巡じゆんしてから、荷物を持っていない側がわで手を握にぎった。


　彼女は嬉うれしそうな顔をした。こういうスキンシップが好きなのである。


「玖里子さんも」


「あたしも？」


　思わず自分を指差す玖里子。


「うん」


「いいけど」


　玖里子も手を繫ぎ、三人は歩き出した。


「……なんか妙みような気分ね」


　舞穂を中心にして両りよう脇わきに和樹と玖里子、その外側の手にスーパーのビニール袋が握られているのである。買い物帰りという表現がぴったりであった。


「舞穂は楽しいよ。家族みたいで」


「変なこと言わないでよ。主婦って言ったのが、本当になるじゃない。あたしまだ独どく身しんで学生。知り合いに見られて勘かん違ちがいされたらどうすんの」


「舞穂、気にしないもん」


「気にしなさい」


　無駄話を繰り返しつつ、三人は玖里子の自宅へと向かっていった。





　あたり前だが、到とう着ちやくした家は和樹に見み覚おぼえのないものであった。一いつ軒けん家やであったがそれほど大きくはなく、通常の建たて売うり住宅より少し立りつ派ぱな程度だった。


「玖里子さん、この家……」


「あんたはじめてだったわね。ここ、あたしの家」


「……え？　玖里子さんの家なんですか」


「そう、あたしのもの」


　彼女はバッグから鍵かぎを取り出し、玄げん関かんの扉とびらを開けた。


「入って。誰もいないから遠えん慮りよはいらないわ」


　さっさと廊ろう下かを歩いていく。和樹はお邪じや魔ましますとつぶやいて、靴くつを脱ぬいだ。


　いつぞやの大だい邸てい宅たくとは違っているが、それでも内ない装そうは洒しや落れていた。門もん外がい漢かんだが、専門の職しよく人にんが呼ばれたことくらいは分かった。手が込んでいる。


　ここに揃そろえられた家か具ぐだけではなく、家も土地も込みで計けい算さんすると、かなりの金きん額がくになるはずである。立りつ派ぱな財産であった。


「これ……玖里子さんの持ち物なんですよね」


「そうよ」


「どうしてまた」


「母親がくれたのよ、寮りよう住まいだから必要ないんだけどね。自じ立りつとかなんとか言ってたけど、体ていよく追い出したんじゃないのかしら」


「追い出すなんてそんな」


「ウチはそんなもんなの」


　台所にビニール袋を置く。ドイツ製のシステムキッチンが据すえられていた。


「さて……と。夕菜ちゃんと凜が来る前に支し度たくしちゃおっか」


「手伝います」


「頼むわね」


　袋の中身を出す。玖里子は食しよつ器き棚だなの下からエプロンを取り出し、舞穂は調理器具の用意をはじめた。


「舞穂ちゃんこれつけて。お肉の方頼むわね。できるでしょ」


「できるよ」


「じゃあお願い。和樹はテーブルとか拭ふいててくれる？　ほこりが溜たまってると思うから。布ふ巾きんはそこ」


「はいはい……あ」


　和樹は口を開け、玖里子を眺めた。


「どしたの」


「いやその……玖里子さん、エプロン姿、似に合あいますね」


「なに言ってるのよ」


　彼女は呆あきれていた。しかし和樹は、本当に見とれてしまっていたのだ。


　エプロンは、ひもを肩に掛かけて身体の前面を覆おおうタイプだったが、外国人向けなのか大きかった。それが背の高い玖里子にぴったりだったのである。


　玖里子はおよそ家庭の匂においがしないタイプだと思っていたので、この格かつ好こうは新しん鮮せんであった。
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「舞穂は舞穂は」


「いや舞穂ちゃんは……普通」


　しかも大きすぎて下か端たんを引きずっていたりする。


「むー」


　舞穂は文句を言いながらも、料理に戻った。


　和樹も布巾を手にとって、掃除をはじめた。


　リビングのテーブルやら食器やらを拭く。ついでに椅い子すまで掃そう除じした。


　どこもうっすらと白くなっていて、ほこりが積つもっていた。布巾はすぐに汚よごれてしまい、何度も洗あらわなければならなかった。


「玖里子さん」


「どうしたの」


「ずいぶん使ってないみたいですね、この家」


「……分かる？」


「ええ。家具も電でん気き製せい品ひんもどれも新しいんですけど、なんていうか、買ってそのままになっているみたいで……」


　使用した様子が見られないのである。ただほこりを被かぶっているだけではなく、取っ手やスイッチのような人が触ふれるところまで、同じようになっていた。


「ほとんどここにはいないから」


「どうしてですか？」


「寮の方がいいのよ、あたしは」


　素そっ気けない言葉が返ってくる。


「そういえば、休みの日でも寮にいること多いですよね」


「あそこが寝ね床どこだし」


「家の方で仕事があっても、寮まで帰ってくるんですか？」


「……そうよ」


「どうしてです」


　訊いてから、和樹はまずかったかなと思った。


　案の定じよう、玖里子は渋しぶい顔をしていた。目の中にも、不ふ快かいそうな色がはっきりと浮かんでいる。


「……聞きたい？」


「いえ……」


　和樹は唾つばを飲み込んだ。玖里子はじっとこっちを見つめている。と、


「できたよー」


　ささやかな緊きん張ちよう感を幼おさない声が破やぶった。


　舞穂が盛りつけの終わった皿さらを持っていた。アスパラガスにハムを巻まきつけて焼いた料理だ。


　和樹はほっとした。


「ありがとう。美お味いしそうだね」


「うーん、早く作り過ぎちゃったから、冷さめちゃうかも」


　舞穂は和樹と玖里子の間にあるテーブルの上に、皿を置いた。彼女は流し台に向かいながら、


「玖里子さん、ここ料理しやすいね」


「そう。高いセットだから良かったわ」


「使わないともったいないよ」


　玖里子は一いつ瞬しゆん、声を詰つまらせた。


「……舞穂ちゃん、聞いてたの？」


「うん」


　舞穂は蛇じや口ぐちを開けて、まな板いたを洗あらった。


「もっとたくさん帰ってくればいいのに」


「あんた……はっきり言うのね」


「お家はなにも悪いことしてないよ」


「家に罪つみはなくても、あたしはやなこと思い出すのよ」


　舞穂が振り向いた。


「じゃあ舞穂も一緒に来ようか」


「え？」


「一緒なら寂さびしくないし、やなことも思い出さないと思うよ」


「なんでそこまでするのよ」


「だって舞穂、玖里子さんのこと好きだもん」


　にか、と笑う。


「玖里子さんが楽しければ舞穂も楽しいし、和樹君だって夕菜さんだって凜さんだって、きっと楽しいよ」


「楽しいって……」


「玖里子さんが落ち込んでいたら、やっぱり舞穂もやだ。だから楽しくしてるほうが、みんな喜よろこぶよ」


「……もう、なんでそこまでするのよ」


「だって」


　舞穂は不ふ思し議ぎそうに小首をかしげた。


「友達でしょ？」


　玖里子のこわばった顔がゆるんだ。柔やわらかな目つきになる。


　立ち上がって舞穂の頭をなでた。


「あんたには負けるわ」


「そう？」


「そ。舞穂ちゃんはいい子よ。和樹よりも、ずっとね」


「なんでですか」


　和樹は苦笑した。





　料理は続々完かん成せいし、飲み物の栓せんが抜かれた。菓か子しも準備されていたが、肝かん心じんの夕菜と凜が来なかった。


「遅おそいわね」


　玖里子がテーブルに頰ほお杖づえをつきながらつぶやく。


「そうですね」


　かなり時間が過ぎていた。待ち合わせにも現れなかったとはいえ、ちょっと遅すぎる。


「舞穂、捜さがしに行ってくるね」


　いいよ、と止める間もなかった。舞穂はエプロンを脱ぬぐと、玄関から出ていった。


「しょうがないわね……。あんた、魔ま力りよくは大丈夫なの？」


「ええまあ。少しくらいなら、離れていてもなんとか」


「じゃ、待とうか」


　玖里子が和樹に、座すわるよううながす。


「でも、こうしているのも暇ひまで」


「そうねえ。もう一つくらい、なにか料理しようか」


　ジャガイモ料理を作ることにした。玖里子は冷れい蔵ぞう庫この野菜室を開けて、いくつか取り出し和樹に渡した。


「剝むける？」


「一応」


「お願い」


　玖里子は電気コンロのスイッチを入れた。ソースを作るようだ。和樹は包ほう丁ちようを持って、皮を剝き始めた。


　料理に慣なれている方ではないので、ジャガイモと包丁に集中しなければならなかった。自然と無む口くちになる。


　時間がゆっくり流れていった。


「……ねえ」


　と玖里子。


「なんですか」


「なんか喋しやべれば。あんたが黙だまってると暗くらいわよ」


「ほっといてください。包丁持ってるから、こっちを気にしちゃうんですよ」


「いいから言いなさいよ」


「玖里子さんが喋ってください」


　そう言うと、また作さ業ぎようを続ける。


　黙々と包丁を動かした。


「……あのさ」


　結局、玖里子が話しかけた。


「この家なんだけどね」


「言いたくないなら、いいですよ」


「今は言いたい心しん境きようなの。あたしね、小さいころここに住んだことあるのよ」


「へえ……」


　なんとなく相づちを打った。あえて彼女の顔は見ていない。


「本当に小さいころ。お手伝いさんと二人でね。たったそれだけで寝ね起おきするには、大きい家だったわ」


「なんで家族と一緒じゃなかったんです？」


「あたし、後ご妻さいの子なの」


　和樹は手を止めた。顔を上げる。


　玖里子の表情は、いつもとそれほど変わっていなかった。


「……すみません」


「いいの。でまあ、成なり上あがりとはいえ風椿の家は大きいでしょ。母親はずいぶん苦く労ろうしたらしいのね。それは、あたしが生まれてからでもあまり変わらなかったみたい」


「…………」


「今思うと父親は優しかったけど、母親は後妻の引け目を感じていたと思う。むしろ前妻の子供に優しくて、生まれたあたしにつらく当たっていたわ。なんだかんだあったみたいで……気がついたらあたしはここで暮くらしていた」


　淡たん々たんとした語かたり口くちだった。あまり感情がこもっていない。


「見ての通り、一軒家でしょ。夜とか寂さびしいのよね。友達はテレビだったし、ずいぶん泣いたわ」


「……仲良しの姉妹とか、いなかったんですか？」


「いない。数だけはいたけどね。一番上の麻衣香姉ねえに二番目の柚ゆ美み恵え姉、葉は流る華か姉に江え美み那な姉……だれとも仲悪かったわ。姉さんたちと話するの、得意じゃないのよ」


「玖里子さん、社しや交こう的てきに見えますけど」


「肉にく親しん相手でもそうだとは限かぎらないわ……あ、まずい。ソース焦こげちゃう」


　玖里子は急いで鍋なべの中身をかき回した。火か力りよくを弱める。


　バターの溶とける臭においが台所に広がっていった。


「近所に仲いい友達がいなかったわけじゃないのよ。向こうからやってきてくれたわ」


「誰です？」


「犬。どこかの野の良ら犬」


　彼女は鍋に牛ぎゆう乳にゆうを入れた。


「犬……なんですか」


「そうよ。よく言うでしょ、犬は人じん類るい最さい古この友人だって。夕方になると庭にわにやってくるから、ずっと話し込んでた」


「話、分かるもんなんですか」


「さあ。当時のあたしはそう思ってたけど、犬はただ餌えさ目め当あてだったかもしれないわ。どっちでもよかったんだけどね。寂さびしかったから」


　塩とコショウを入れてかき混まぜる。それからトマトを切って潰つぶす。


「犬となに話したか覚えてないのよ。きっとどうでもいいようなことね。でもあたしにはそれが必要だったみたい。気がまぎれるなんてもんじゃなかったわね、本当に……友達だった」


　トマトを入れる手が止まった。しばらくそのままでいる。


　後ろ姿なので、和樹からは玖里子がどうしているのか、分からなかった。


「それで……その犬は？」


「……死んじゃった。犬の寿じゆ命みようって人間よりずっと短いのよ。それで落ち込んで……また独ひとりぼっち」


「…………」


「それからずっと、この家は掃そう除じしてなかったのよ。お手伝いさんはいたんだけど、あたしがすごく嫌いやがったからね。でも父親に連れられて海外に行って……帰ってきたら見み事ごとにリニューアル。母親が全部新しくして、自立のためのプレゼントだってさ。気がきかないったら」


　彼女は電気コンロのスイッチを切った。


「で、いい年になっても引きこもりがちだったんだけどさ、麻衣香姉に葵学園に入れられちゃったのよ。いいタイミングだったし寮だったから助かったわ。あたしすぐ馴な染じんだから、姉さんたち驚いてたわよ。それで現在に至いたると……はい、あたしできたわよ」


　コンロから鍋を下ろした。


「まだ？」


「す、すいません」


　急いで皮剝きを再開した。まだ半分しか終わっていなかった。


「もう、なにやってんのよ」


　和樹の隣となりに立つ。


「もっとてきぱきしなさいね」


「話しかけるから……」


　もう一度包丁に集中しようとする。


　なかなかうまくいかない。玖里子がじっと自分のことを見ていた。


「玖里子さん、そんなとこにいないでくださいよ。緊張します」


「あたしも緊張してるわ。どきどきしてる」


「だったら……」


「そうじゃないの。和樹と二人きりでいることにどきどきしてるのよ」


「……え？」


　彼女がついと腰をかがめた。葵学園一の美び形けい、と呼ばれた顔を近づけてくる。


「この家のことを話す気なんてなかったのよ。でも全部言っちゃった」


「なんで……ですか」


「さあ」


　彼女は横から和樹の顔を覗のぞき込む。


「なんでだろう」


　和樹はゆっくり顔を離す。しかし玖里子は、その分も近寄ってきた。


「なんでだと思う」


「ぼ、僕が訊いているんですよ」


「センチメンタル」


「セ、セン……」


「この家にいると感かん傷しよう的てきになる。あたし結構雰ふん囲い気きに弱いのよ」


　彼女の手が、静かに和樹の手に重かさねられた。ゆっくりと包丁が抜ぬかれ、ジャガイモも袋ふくろに戻された。


「いいこと教えてあげる。あんたを婿むこにしろってのは麻衣香姉に言われたのよ。あたしはもちろん嫌いやだと断ことわった。だけど、今はそう思ってはいない。さて、どうしてでしょう」


「ど……どうしてって」


　和樹の心臓が高鳴った。玖里子は危険なほど近づいていて、瞳ひとみはしっとり濡ぬれている。なにかを訴うつたえていた。


「わか……分かりません」


「そのままでいてね」


　玖里子が手のひらを和樹の目に、軽く被かぶせた。視し界かいが暗くなり、ぬくもりだけが与えられる。


　身体が押しつけられた。柔らかく、引き締しまった肉体だった。全身が密みつ着ちやくし、顔に彼女の唇くちびるが近づいてくるのが感じられた。


「く……玖里子さん」


「見ちゃ駄だ目め」


「なん……」


「センチメンタルの魔法が解とける。慣れてないんだから……あたしだって」


　かすかな震え。吐と息いきがかかる。甘あまい、溶とけるような息だ。呪じゆ縛ばくをかけられたように、和樹は動けない。玖里子の唇がそのまま自分の方へと──
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　ピンポンピンポンとチャイムが鳴った。同時に玄げん関かん扉とびらの開く音。


「ただいまー、連れてきたよ」


「あとつけたはずなのに、道に迷まようなんて……。凜さんが変なところ行こうとするから」


「夕菜さんの、住所を書いたメモだって間違っていたではないですか」


　どたどたと三人分の足音がする。キッチンにいつもの少女たちが入ってきた。


　先頭の夕菜が、和樹と玖里子を見た。


「……あーっ！」


　まなじりがくいっと吊つり上がる。


「なに近づいているんです。今、なにかしようとしてましたね!?」


　彼女の言うとおりであった。和樹と玖里子は、互たがいの身体をくっつけているのである。


「またそんな──」


　しかし皆まで言わせず、和樹は助かったとばかり夕菜に駆かけ寄った。


「あ、ありがとう夕菜」


「……は？」


　怒ろうとした彼女は、そのままきょとんとした。


「ほっとした。いやほっとしたってのは変な言い方なんだけど、とにかくほっとした」


「……どうしたんです？」


「いやまあ……あのままだったら色々……もちろん玖里子さんが嫌きらいってことじゃなくて、ええと」


　おろおろしながら夕菜の両手を握にぎる和樹。彼女は摑つかまれたまま疑ぎ問もん符ふをたくさん頭に浮かべていた。


　取り残された玖里子は、にこやかであったが、がっかりしたような表情をしていた。


「……そういうの、傷きずつくわよ、和樹」


「ご、ごめんなさい。でも、いきなりだったから」


「……まあ、あんたの性格じゃそうかもね」


　玖里子は苦にが笑わらいをして、タンブラーを人数分テーブルに出した。


「さ、夕菜ちゃんも舞穂ちゃんも座すわって。料りよう理り冷さめちゃったけど、パーティをはじめるわよ。凜、あんたも座んなさい。主しゆ賓ひんなんだから」


「はあ……でも玖里子さん、私には話がよく見えないのですが」


「見えなくて結構。そうね、言うなれば……」


　玖里子は少しだけ、いたずらっぽい笑顔を見せた。


「教えない」


「……なんですか」


「教えないったら教えない」


　彼女はそう言うと、ジュースをタンブラーに注そそいだ。




　第八話　第二の男










「和かず樹きさんっ！」


　背はい後ごからの声が耳に入ると同時に、式しき森もり和樹は廊ろう下かに伏ふせた。


　頭の上を真っ赤な火か球きゆうが飛んでいき、突つきあたりにぶつかって爆ばく発はつする。熱ねつ風ぷうが床ゆかを伝つたわり、顔がん面めんに吹ふきつけた。


　恐る恐る背後をうかがう。宮みや間ま夕ゆう菜なが目に涙なみだを浮うかべて、口を尖とがらせていた。


「また避よける！」


「避けたっていいだろ！」


　和樹は裏うら返がえった声で言い返した。


「火だるまになるところだったじゃないか、もう死にたくないよ！」


「死にそうなのはわたしです！」


　彼女は再び呪じゆ文もんを唱となえた。炎ほのおが集まり、球きゆう形けいを形作る。


「なんでわたしの目の前でいちゃいちゃしたんですか！」


「してないだろ！」


　火球が完成する前に立ち上がる。少しでも遠くに逃げなければ、命に関かかわった。


　全力で逃げ出す和樹。その背後から、これまた全力で夕菜が追いかけた。


「二人でくっついていたじゃないですか。舞まい穂ほちゃんと楽しそうにいちゃいちゃしちゃって！」


「あれは舞穂ちゃんに、宿題の範はん囲いを聞いていたんだってば！」


「わたしに聞けばいいじゃないですか！」


「いやたまたま……」


「怪あやしい！」


　夕菜が腕うでを力ちから一いつ杯ぱい振り上げた。


「そんなことばかりして。たまにはわたしの身になってください！」


「夕菜の身って……僕、男だよ」


「そうじゃなくて、気持ちを考えてください！」


　彼女は泣きながら訴うつたえた。


「例たとえばですね……ありえませんけど、わたしが浮気をしたらどんな気持ちになります？」


　和樹は考えた。が、思いつかない。


「……さあ」


「……馬ば鹿かーっ！」


　火球が和樹の背中に当たり、そのまま下げ駄た箱ばこに叩たたきつけられる。爆発が起こって、木もく片へんと靴くつがバラバラと飛とび散ちった。


　白い煙けむりの中、和樹は全身に焦こげ跡あとを作って目を回した。


「もう最低、信じられません！　どうしてこんなにわたしを苦しめるんですか。いろんな女の人に手を出すなんて、ひどすぎます。和樹さん、なんとか言ったらどうなんですか。……そうやって死んだふりをして、ごまかす気なんですね！　なんでこんな浮うわ気き性しような人を好きになっちゃったのか……あら？」


　泣きながら訴える彼女のところに、物もの陰かげから様よう子すをうがっていた男子生徒が、そっと近寄ってきた。


「すみません……」


「なんですか!?」


　殺さつ意いに溢あふれた夕菜の視し線せんを浴あび、男子生徒は身をすくませる。それでも小さい声で話しはじめた。


「あの……」


　三さん途ずの川の向こうから老ろう若にやく男なん女によが一いつ斉せいに手て招まねきするのを感じながら、和樹は夕菜が一年らしき生徒と会話をするのを、ぼんやりと見つめていた。





「ちょっと和樹、大丈夫？」


「なんとか……でも、もうすぐ死ぬかもしれません」


　風かぜ椿つばき玖く里り子この言葉に、和樹はやっとのことで応こたえた。


　下駄箱の残ざん骸がいに埋うもれているところを、和樹は玖里子と神かみ城しろ凜りん、栗くり丘おか舞穂によって発見された。そのまま手を借かりて、教室まで運ばれたのであった。


　発ほつ端たんは例によって夕菜のやきもちであった。授じゆ業ぎようも全て終わり、舞穂と話しているところを狙ねらわれたのである。どうも必要以上に顔がくっついていたのがいけなかったらしい。


　校内では夕菜を刺し激げきしないよう気をつけていたのだが、ホームルームだけになって油ゆ断だんしたのがいけなかった。


「あんた、いつかほんとに死んじゃうかもね」


「そんな予よ感かんはあります……そういえば、夕菜は？」


　和樹は口から煙けむりを吐はきながら訊いた。


「さっき中なか庭にわにいたよ」


　舞穂が答えた。


「一年生の男の子と話してた」


「一年？」


　珍めずらしい組み合わせだった。彼女は転てん校こう生せいで部活動もしていないから、一年に知り合いはいないはずなのである。


「そのまま職員室に寄って、どこかへ行ったな。もう帰ったのかもしれん」


　凜も言う。隣で舞穂が「一緒に帰るはずだったのに」と頰ほおを膨ふくらませた。


「早そう退たいかな……？」


　まだ最後のホームルームが終わっていないのである。疑ぎ問もんに思ったが分からない。玖里子と凜は深く考えず、「校門で待ってるから」と言い残して教室を出た。


　彼女たちと入れ替わりに、眼鏡めがねをかけた女の子が飛び込んできた。


「ちょっとニュースよ、ニュース」


　同じＢ組生徒の鳴なる尾お来らい花かであった。教室にいた生徒たちは、興こう奮ふんしているクラスメートをちらりと見ただけで、雑ざつ談だんに戻った。


　来花は葵あおい学園の新しん聞ぶん部ぶ部長である。当然校内の噂うわさに強いが、Ｂ組生徒らしく「新聞とは宣伝プロパガンダと煽動デマゴーグの二つしかない」と広こう言げんしており、信しん頼らい度どがとても低い。「ニュース」とは「（自分が）ニュース（をでっちあげました）」の意味なのだ。全員それを知っているので、関かん心しんを払はらおうとしなかった。


　彼女は誰も自分の方を向いてくれないので、余よ計けい声を張り上げた。


「本当にニュースだって、大ニュース！」


　仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこが、うるさいなあという顔をした。


「なにがニュースだよ。どうせまた一から十まで噓うその話だろ」


「本当だって、穫とれたて新しん鮮せん」


「この前みたいに、『次のテストは全部アラビア語で出題される』とかそんなのだろ。新あら井い場ばが本気で信じて、三日前から寮に籠こもりっぱなしだぞ。迎むかえにいってやれよ」


「そうじゃなくて、一年の男子から聞いたの。確実な大ネタなんだって」


　クラス内の生徒は、渋しぶ々しぶ彼女の言葉に耳を傾かたむけた。


「あのね、さっき夕菜が一年の男子と会ってたのよ。なんだと思う？」


　知らねーよと野や次じが飛ぶ。


「凄すごいことよ……なんと、デートするんだって！」


　ええーっと、クラス中から声が上がった。


　最近は殺さつ戮りく乙女おとめだの一人用大たい量りよう破は壊かい兵へい器きだの言われているが、夕菜は葵学園のトップアイドルである。デートを申し込む男は、昔からとても多かった。


　もちろんそれらは、ことごとく失敗に終わった。夕菜は和樹以外の男に興きよう味みはないのだ。全すべての誘さそいは丁てい重ちようなお断ことわりの手紙となって返され、男は顔を見ることもできなかった。


　その彼女が一いつ足そく飛とびに男と会い、しかもデートとは、かつてなかったことである。


「マジかそれ!?」


「すっごーい！」


　久しぶりの大ニュースに教室がざわめいた。


「なっ、鳴尾さん、それ、どういう……」


　和樹は、裏返りそうになる声を必ひつ死しに抑おさえながら、訊きいた。


「一年生が夕菜ちゃんと直接話したんだって。そこで申し込んだらオーケー。さっそく今日デートするらしいわよ！」


　興奮して目を輝かがやかす来花。対たい照しよう的てきに和樹は目の前が暗くらくなってきた。


「これは大変だぞ！」


　仲丸が和樹の背中をばんと叩たたいた。


「ついに夕菜ちゃんに男が現れた。今まで一番仲が良かったのはお前だったが、それも終わりだな！」


「いや男っても……」


「なんて勇気のある男だ。お前から夕菜ちゃんを取り上げるために、天が遣つかわした使し者しやに違ちがいない」


　喜き色しよく満まん面めんである。クラスメートも「こんなに楽しい話は、生まれて初めて聞きました」みたいな表情をしていた。


　元々Ｂ組には「夕菜ちゃんに手を出す奴は死し刑けい」という取り決めがあった。しかしすでに死し文ぶんと化しており、和樹と夕菜の仲の良さは、既き成せい事じ実じつとなりつつあった。これが「自分より幸しあわせな人間はこの世から消きえ失うせろ」と願っているＢ組生徒に面おも白しろいはずはない。ずっと復ふく讐しゆうのチャンスを狙ねらっていたのである。


　そこに降ふってわいたこの話。彼らは口々に「ざまあみろ式森」「その男を表ひよう彰しようしよう」「いっそ国民の休日に」と叫さけんでいた。


　和樹は胸を抑おさえ、動どう悸きを静めようとした。


「い、いや分からないよ。まだデートだって決まったわけじゃ……」


「デートよ。みんなそう言ってるわ」


　来花がここぞとばかりに突っ込む。


「いや、夕菜がそんなこと……」


「するわね。夕菜はああ見えて多た情じようよ」


　さも分かったようにうなずく来花。後ろでは嬉うれしさで跳はね回っている連中が「多情万ばん歳ざい」と騒さわいでいた。


　また扉が開いた。


「ものども静まれ、ホームルームやるぞ」


　担たん任にんの伊い庭ばかおりであった。昨日きのうの酒さけがまだ残っているらしく、どす黒い顔をしていた。


　生徒たちが自分の席に着く。当然夕菜の姿はない。


「せ、先生！　夕菜を知りませんか」


「んー？　宮間はさっき先に帰らせてくれって言ってきたぞ。なんか男と用事があるとかなんとか……」


　かおりがこめかみを押さえながら言う。


　噂うわさが真しん実じつ味みを増した。和樹の心にもやもやしたものが現れる。落ち着け、夕菜が男と会っているからって慌あわてることはないんだ。あれだけ可愛いんだから、寄ってくる男だってそりゃ多いよ。たまにはデー……ええと、二人で遊びに行くこともあるかもしれない。普通のことだよ、普通。うん。多分。


「え、ええっと……。先生、用事がなんだか……知ってますか」


「デートじゃないのか」


　和樹は青くなった。冷静になろうとしていた感情は吹っ飛び、不安だけが心中を支配する。


　うわあ、やっぱりデー……いや待った。だから慌てる必要はないんだって。そんなのは夕菜の自由なんだ。束そく縛ばくは良くない、良くないことだよ、だって僕は夕菜とは何とも……。


　え？　なんとも？


「先生！」


　和樹は立ち上がった。


「僕も帰ります」


「ホームルームくらい聞いてけ」


「いや、ですが……」


　なおも反はん論ろんしようとする和樹に、クラスメートからも文もん句くが投げつけられる。


「先生はこのように仰おおせになっている！」


「お前には葵学園生としての自じ覚かくが足たりないぞ！」


「座すわってれば危き害がいは加くわえないわ！」


　日頃「授業を効こう率りつよくさぼる方法はなにか」で激げき論ろんを交かわしている連れん中ちゆうが、ここぞとばかりに罵ののしる。


「だいたい式森にそんな権けん利りはあるのか。夕菜ちゃんはお前のものじゃないだろう」


　仲丸が言い放はなつ。和樹はぐっとなった。


　この男が正論を言うのも珍めずらしいが、当たっているだけに始し末まつが悪かった。確かに表おもてだって、和樹と夕菜は付き合っていることにはなっていない。和樹自身の気持ちは薄うすいし、なにより逃げ回っていたのだ。


　思わぬ反論に、また椅い子すに座ってしまう。


「分かったか。これで夕菜ちゃんは、完全なフリーだ」


「う……」


「そいつとデートするのも自由だろう。ま、キスの一つもするかもしれんが」


「……キ、キスだって!?」


　和樹の頭の中がジェットコースターのごとくアップダウンを繰り返した。彼女が男とデートだけではなく、キスまでなんて、そんなことが──


「まあ勇ゆう気きを示しめした男の権利だな。それくらいは奴にくれてやっても──」


「仲丸……」


「なんだ」


「僕やっぱり、早退する！」


　和樹は立ち上がった。


「すみません先生、これで失しつ礼れいします！」


「野郎、妨ぼう害がいする気だぞ！」


「取り押さえろ！」


　飛びかかってくる生徒たちよりも一瞬早く、和樹は教室を脱だつ出しゆつした。





　ウサギをちらつかされたドッグレースの犬よろしく、和樹は走った。後ろからは恐ろしくたくさんの足音がしている。Ｂ組の連中が追ってきているのだ。


　靴を履はき替かえて外に飛び出す。何な故ぜか校門に玖里子と凜の姿はなかった。もっともいたところで、声をかける余よ裕ゆうもない。Ｂ組生徒が暴ぼう徒とのように迫せまっているのだ。


　和樹は足を速めた。


　角かどをいくつか曲がり、いつもの帰り道を駆かける。学校でもこうなら、体育の成せい績せきはかなり良いものになっているだろうというスピードであった。


　突然、正面の人物とぶつかりそうになった。


「きゃっ」


「ごめんなさい！……玖里子さん？」


「もう、危ないわね」


　玖里子は、尻しり餅もちをつきそうになるのを、かろうじてこらえていた。


「すいませんでした。夕菜を捜さがしていて……」


「知ってるわよ。こっち来て」


　彼女は和樹の腕を引ひっ張ぱって、裏うら道みちへ連れ込んだ。


　民家と民家の間にある、猫ねこしか通りそうにない道である。さっきいたところを、Ｂ組生徒が走っていくのが見えた。


　和樹は連中がいなくなるのを待った。


「夕菜ちゃんが一年生とデートするんだって？」


「もう知ってるんですか」


「学校中で噂になっているわよ」


　来花の言っていたことは本当のようだ。もしかしたら来花があちこちに触ふれ回ったのかもしれないが、とにかく周しゆう知ちの事実らしい。


「夕菜ちゃんも思いきったことするわよねえ」


「なんとかしないと……」


「なんで」


「なんでって……夕菜が他の男とデートするなんて」


「あら、あんたにしては珍めずらしい言葉」


「珍しい……あ」


　指し摘てきの意味に気づき、和樹は顔が熱あつくなった。


　玖里子はにやにやしていた。


「『他の男とデート』ね。和樹って、夕菜ちゃんの彼氏だったんだ」


「い、いやそうじゃなく……ていうか……とにかくですね！」


「はいはい。和樹が追いかけるなんて、ちょっと妬やけちゃうわね。それで、夕菜ちゃん捕つかまえるの？」


「そ、そうです」


「駅へ行ったみたいよ」


　おそらく、そこから二人でどこかへ行くつもりなのだろう。


　和樹は時計を見た。まだ間に合うはずだ。


「助かりました！」


「待った」


　腕を摑つかまれた。ぐっと引き寄せられる。


「このまま行くのはなしよ」


「でも！」


「教えてあげたんだから、お礼れい、欲ほしいな」


　彼女の顔が近寄ってきた。妖よう艶えんな瞳ひとみがじっと見つめている。


「いいでしょ」


「なっ、なんですか礼って」


「決まってるでしょ、身体からだよ！」


　足を引っかけられ、仰あお向むけのまま転てん倒とうしそうになる。が、転ころばなかった。


　代かわりに和樹は、民家の壁かべに押しつけられた。


　柔やわらかな手が、肩かたに触ふれる。


「乱らん暴ぼうにしないから、いいでしょ」


「お、押し倒さないんですか」


「あらゆる状じよう況きようを利用しないと、あたしじゃないっつー気がするんだけど……」


　玖里子の目がとろんとしていた。さきほどまでの怪あやしさは、影かげを潜ひそめていた。


「強ごう引いんっていうのもねえ……」


「い、いつも強引じゃないですか」


「あん。言っちゃ駄だ目め。ねえ」


　彼女は和樹の顔をなでながら、


「ここにお礼ちょうだい」


　自分の唇くちびるを指さす。


「え……？」


「この前、できなかったでしょ。だから」


「で……でも」


「和樹のキス、欲しいな」


　いつもの玖里子とは違っていた。ごり押しではなく、おねだりする感じだ。しかもそれが、やけに可愛かわいらしかった。


「いや……えっと……」


「ね？」


　玖里子の顔が近づく。真っ赤な唇が迫せまる。柔らかな吐と息いきがかかった。


　と、視し界かいに影が差さした。


　玖里子の身体が離はなれた。


「あっ……なにすんの！」


「こちらの言葉です！」


　凜であった。彼女が玖里子を引き剝はがしたのである。


「どこに行ったのかと思ったら……このような公共の場所で、なにをするつもりなのです！」


「邪じや魔ましないでよ！」


　なおも和樹に飛びかかろうとする玖里子だが、その前に凜が立ちふさがった。


「下げ劣れつな真ま似ねはなさらないでください」


「なによ。ほんとは凜もしたいんじゃないの」


「そ、そのようなことではありません！」


　彼女は反はん射しや的てきに日に本ほん刀とうの柄つかに手をかけた。


「夕菜さんが見知らぬ男と逢あい引きをするのです。関心を持たずにいられますか」


「とかなんとか言って。和樹がフリーになるからラッキー、とか思ってるんでしょ」


「……言ってはならぬことを！」


　凜が刀を抜ぬいた。後ろ手で、和樹に行くよううながす。


「お前は夕菜さんを追いかけろ。急がないと見み失うしなうぞ」


「あ、ありがとう凜ちゃん」


「早く！」


　和樹は駆かけ出した。去さり際ぎわに、玖里子の呪じゆ文もんと凜が振るう日本刀の音が、背後から聞こえてきた。





　しばらく走り、息を整えようと立ち止まった。荒あらく吐き、それから深しん呼こ吸きゆうをする。


　後ろから、凜が追いついてきた。


「平気か」


「うん……。凜ちゃん、早かったね」


「板いた塀べいを斬きって道をふさぎ、出られないようにした。さすがに玖里子さんを傷つけるわけにはいかん……おっと、こっちだ」


　道路の先に、Ｂ組生徒らしき人影が見えた。彼女は和樹に、手前の角を曲がるよう指さした。


　あまり人通りの多くない道だった。そのため、むしろ走りやすい。二人はマラソンより少し遅おそい速そく度どで駅に向かった。


「ねえ凜ちゃん。夕菜の話……聞いた？」


「無む論ろんだ。だからお前を追いかけたんだ。玖里子さんもいたんだが、あの人はああいうタイプだからな」


「舞穂ちゃんは？」


「お前のクラスの連中といたぞ」


　なにか嫌いやな予感がしたが、とりあえず忘れることにした。


「お前は夕菜さんのことは聞いたのか」


「うん……」


　突とつ然ぜんの出で来き事ごとなので、まだ驚おどろいているところもあった。学校を飛び出したのはいいが、気持ちの整せい理りがついていない。


「ひどいな、夕菜さんは」


　凜がややむっとした顔で言った。


「想おもい人がいるのに、別の男と逢あい引きとは」


「いやまあ……」


「私なら、絶対そんなことはしない。好きな人にはずっとついていく。他に目をやるようなことはしない」


　感想というよりは誰かに告つげているような風であったが、和樹は気にしなかった。


「ふーん、凜ちゃん真ま面じ目めだね」


「私はいつも真面目だ」


「そこまで真面目でしっかりしているなら、いつかいい彼氏が見つかるよ」


「…………」


「どうしたの？」


「な、なんでもない。それより、お前はいいのか」


　彼女は顔を赤らめながら訊いてきた。
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「夕菜さんと一緒にいて……あー、傷きずついたりしてるんじゃないのか」


「うーん、小さい傷は絶たえないね」


「肉にく体たい的なものじゃない。心の問題だ」


「心？」


　つい心しん臓ぞうのあたりを押さえた。


「夕菜さんのやきもちで嫌な目にあってるんじゃないのか。あの人は激はげしいぞ。そこへきて、今度は他の男と逢い引きだ。私なら容よう赦しやしないぞ」


「なんか、凜ちゃん女の子にも厳きびしいんだね」


「それが当とう然ぜんだろう。浮うわついた気持ちでいたら、男性に失礼だ。苦くるしめることになるではないか」


「うーん……、僕も悪かったりするからなあ」


「いや、お前は悪くない」


　慌てたように凜が言う。


「夕菜さんが一方的に、他の男に手を出しているのではないか。むしろお前が怒おこっていい立場だぞ」


「そ、そうかな」


「そうだ。だいたい最近の夕菜さんは極きよく端たんすぎる。泣ないたり叫んだり、禁きん止しされているような魔ま法ほうでも平気で使って攻こう撃げきしているじゃないか。お前がまた死んだりしたら、どうするつもりなのだ」


「どうするんだろ」


「呑のん気きなことを言ってる場合か。あのな式森、お前、ここまでひどい目にあわされるようなら……」


　凜は顔を伏ふせ気ぎ味みにした。


「なに？」


「いっそのこと……」


　和樹は足を止めた。凜はとっくに立ち止まっており、どういうわけか耳まで赤かった。声もどんどん小さくなっていく。


「どうしたの？」


「あの……」


「凜！」


　大だい音おん声じようがした。


　見ると、眼がん前ぜんに玖里子が立っていた。服は汚よごれて髪かみも乱みだれ、ところどころに切きり傷きずもあって、炭たん坑こうから現れたようになっていた。


「よくもやったわね。出てくるのに、滅め茶ちや苦く茶ちや苦く労ろうしたわよ。あたしを放ほうっておいて、自分は抜ぬけ駆がけする気!?」


「ぬ、抜け駆けなどではありません。私は式森のためを思って……」


「はん。なに言ってんだか。今、口く説どくつもりでいたでしょう！」


　玖里子はポケットから紙し片へんを何枚もとりだした。久しぶりの剪紙成兵ジエンジチエンビンだ。凜も刀を構える。


「やる気ですか！」


「たまにはね！」


　玖里子の合あい図ずで紙が兵士の形を取る。凜の日本刀も輝かがやきを増した。


「行け、成兵チエンビン！」


　紙人形が凜を囲かこみ、これも紙製の剣を振り下ろす。


「たあーっ！」


　凜は力を込めて、日本刀を薙なぎ払はらった。腹から真ま一いち文もん字じに切り裂さかれた兵士が、あっという間に紙片へと戻る。


「まだまだ！」


　玖里子の指先が奇き妙みような形に折おれ曲まがる。地面に落ちた紙が、再び起きあがり、剣を手にする。


　凜も負けてはいない。日本刀はますます輝きを増し、小柄な身体に似に合あわぬ力で、群むらがる紙片を寸すん断だんしていく。


「さすがね！」


「そちらこそ！」


　二人の少女は力を振り絞しぼり、まるでタイトルのかかったボクサーのように戦い続けた。舞台はただの裏うら道みちであるが、周囲の様子はすでに目に入っていなかった。


　和樹はそんな彼女たちの邪じや魔まにならないよう、こっそりとその場を離れた。





　和樹はいつの間にか商しよう店てん街がいまで来ていた。


　ここからは駅前である。少し歩けばバスターミナルに出る。遠とお回まわりをしたが、もうすぐだ。


　足を速めようとした。


「わっ」


「わーっ！」


　悲ひ鳴めいを上げて、和樹は振り返った。


　そこには、にこにこ顔の舞穂が立っていた。


「見つけた」


「舞穂ちゃん……脅おどかさないでよ」


　彼女は和樹に近寄ると、右腕にしがみついた。


「いなくなっちゃったから、捜さがしたよ。みんなで一緒に帰るって言ってたのに」


「ごめんごめん。もうそれどころじゃないんだ。今度遊んであげるから」


　そう言って走ろうとした。が、舞穂が腕をしっかり摑つかまえ、離はなさない。


「ちょっと舞穂ちゃん、離して」


「駄だ目め」


「なんでさ」


「舞穂が引き止めた方が、和樹君は喜よろこぶって言ってた」


「誰が！」


「仲丸君」


　あん畜ちく生しようと和樹は罵ののしった。


　なおも舞穂は右腕にぶら下がり、和樹を見上げていた。


「仲丸君はね、和樹君を引き止めた方が絶対にいいんだって。クラスのみんなも喜ぶからって」


「そりゃあいつらは喜ぶよ！」


　とにかく和樹の不ふ利り益えきになるようなことなら、なんでも嬉うれしがるのである。


「それに、あとでたくさんお菓か子し買ってくれるって言ってたから」


「買ばい収しゆうされないでよ！」


　和樹は力を込め、舞穂を腕から引き剝はがした。駆け出そうとする。


　突とつ然ぜん、舞穂は金かな切きり声をあげた。


　商店街一帯に響ひびき渡るような声で、通行人や店の人が、こっちを振り向く。


　慌あわてて和樹は舞穂の口を塞ふさいだ。


「な、なにするんだよ！」


「もごもご……和樹君が逃げ出すようだったら、泣けって仲丸君が」


「またあいつか」


　和樹は舞穂を横道に引っ張り込んだ。


「あのね、舞穂ちゃん。僕は忙いそがしいんだから、大人しくしてて」


「やだ」


「言うこと聞いて」


「やだ。また大声出す。レイプ魔まって言う」


「どこでそんなこと覚えたんだ！」


「そうやって警察が捕つかまえれば、和樹君じゃなくて舞穂の言うことを信じるはずだから、絶対に逃げられないって仲丸君が」


「あいつ殺ころしてやる！」


　叫ぶが、とりあえず逃にげることが先だった。ひとしきりおろおろした後、舞穂に、


「分かったよ舞穂ちゃん。じゃあ、僕と一緒に行こう。僕がいくらでもおごってあげるから」


「うーん」


「ね。いいだろ」


「でも無理だと思う」


「どうして！」


「それは俺がここにいるからだ」


　はっとして振り返る。


　仲丸が腕組みをして、高笑いをしていた。


「わはははっ。ついに年ねん貢ぐの納おさめ時だな、式森」


「くっ……」


　舞穂と揉もめているうちに、発見されてしまったのだ。和樹は唇くちびるを嚙かんだ。


「俺一人じゃないぞ」


　彼は手を振った。


　途と端たんに、あちこちから葵学園の制服を着た生徒たちが現れた。殺さつ気きに満みちた表情の男女が、二人を取り囲もうとしている。


　和樹は全員に見覚えがあった。Ｂ組のクラスメートたちなのであった。


「お、お前ら……」


　ほぼクラス全員いた。Ｂ組が総そう出でで和樹を捕とらえようとしている。


　一歩も動けなかった。舞穂がぶら下がっていることもあるが、文字通り水も漏もらさぬほどの包ほう囲いなのだ。商店街アーケードに登のぼっている奴やつもいて、どこにもいけない。


「これでお前もおしまいだ。夕菜ちゃんは解放され、自由の身となる。デートした一年は、あとでゆっくり始し末まつすりゃいい」


　まるで悪の首しゆ領りようのような言いぐさである。似にたようなものだが。


　和樹は頭がくらくらしてきた。


「……どうして……どうしてここまで僕を狙ねらうんだ」


「決まってる」


　仲丸がにやりと笑った。


「その方が楽しいからだ」


「……悪あく魔ま！」


「やれ！」


　クラスメートたちは少しの遠えん慮りよもなく、和樹に躍おどりかかった。





　和樹は捕らえられ、猿さるぐつわを嚙まされた。江戸時代の罪ざい人にんのように、引っ立てられる。


　仲丸たちは、そのままぞろぞろと駅へ向かった。「新たな夕菜ちゃんの門かど出でを祝しゆく福ふくする」ためであった。実じつ際さいは和樹に辛つらい現実を突つきつけ、さんざん煮にえ湯ゆを飲のまされたおかえしをしようというのである。


　夕菜は改かい札さつ口ぐちにいた。時々腕うで時ど計けいを見ている。


　Ｂ組の生徒は柱はしらの陰かげに隠かくれた。大人数なので、制せい服ふくの塊かたまりがびっしりとへばりついているようであった。葵学園生の不ふ審しんな行動を、道行く人は薄うす気き味み悪わるそうに眺ながめていた。


（夕菜ちゃん、うきうきしてるな）


（なんで男がいないのかしら）


（遅おくれてるんだろ）


　ぼそぼそと会話をするクラスメート。和樹は猿ぐつわの奥でうめいた。


（早く男が現れろ。式森には泣いてもらう）


（楽しみだなあ）


　夕菜がなにかに気づき、改札とは反対方向に、大きく手を振った。


　誰かが駆け寄ってくる。Ｂ組生徒たちは身を乗り出した。


　やってきたのは背の高い三年生と、小こ柄がらな一年生であった。


「玖里子さん、凜さん」


　夕菜が大声で呼んだ。


　二人は夕菜の許もとに駆かけ寄よると、さも疲つかれたように大きく息をした。どちらも制服がボロボロになり、顔も薄うす汚よごれている。


　彼女は怪け訝げんな顔をした。


「どうしたんですか？」


「どうもこうも、あんたのせいよ……」


　玖里子が荒く息いき継つぎをしながら言う。凜は咳せきをしていた。


「デートなんかするから……和樹はどうしたの」


「和樹さんですか？　知りませんけど」


「知らないってことないでしょ。夕菜ちゃんを追いかけているのに」


　なおも玖里子がなにかを言う。Ｂ組生徒どころか、和樹までがもっと聞こうと、耳をそばだてた。


　その時、凜がこっちを向いた。


　びっくりしたようになり、玖里子の袖そでをにぎってなにか言う。


（うわっ、バレた！）


（バレちゃまずかったっけか？）


（とりあえず式森が悪いことにしよう！）


　一瞬パニックになり、お得とく意いの責せき任にんのなすりあいが始まる。そこに隙すきが生まれた。


　和樹は捕まえられている手を振りほどいた。アスファルトを蹴けり、転ころがるように駆け出す。


「逃げたぞ！」「悪党め！」という声を背に受け、夕菜のところへ走る。足元へ滑すべり込んだ。


　夕菜は目を丸まるくしていた。


「和樹さん？　それに……クラスの皆さんも？」


「夕菜！」


　和樹はクラスメートを威い嚇かくし、立ち上がって猿ぐつわを剝はぎ取ると、彼女の両肩を摑んだ。


「のぞき見していたことは謝あやまる。だけど、男に会うなら、せめてひとことくらい言ってくれてもいいじゃないか」


「はい？」


　しきりと目をしばたたかせる夕菜。和樹は構わず喋しやべり続けた。


「その……確かに、僕には君を拘こう束そくする権利はないんだけど……なんていうか、きちんと言って欲しいんだ。もし本当に、君が大事に思っている男だったら、もうなにも言わない。ちゃんと祝福するから……」


「……あのー」


　彼女は不ふ思し議ぎそうな表情のまま、言った。


「大事な男の人って、なんで知ってるんですか？」


「やっぱり……」


　急速に力が抜ぬける。諦あきらめが身体の周りを漂ただよった。


「いや、いいんだ……いいんだよ夕菜」


　がっくりして、肩を落とす和樹。夕菜はそれに気づかずに、改札に向かって手をあげた。


「あ、来た来た。こっちです！」


　彼女に呼ばれて、誰かがやってきた。うつむいている和樹の前に立つ。


　見たくなかったが、のろのろと顔を上げた。


　そのままぽかんと口を開けた。


　そこにいる人は、口ひげを生はやした、初しよ老ろうの紳しん士しであった。


「紹しよう介かいしますね。わたしの父、宮間健けん太た郎ろうです」


「……お父さん？」


「はい。一年生の人が電話がかかって来てるって報しらせてくれて、それがお父様だったんです。今日日本に着くってことだったので、学校を早そう退たいして迎むかえに来たんです」


「あ──」


　和樹はへなへなと崩くずれ落ちた。玖里子や凜、Ｂ組の連中も、疲れ切ったように座すわり込んでいた。


　男は男だが、父親だった。本当にニュースはでっち上げだったのである。来花の言葉を信じたのが間違っていたのだ。


　玖里子と凜も、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんといった感じで眺めていた。


　健太郎は和樹の手を取り、立たせた。


「君が式森君か。夕菜が世せ話わになっている」


「はあ……」


「これからもよろしく頼たのむよ」


「こちらこそ」


　和樹はなんとなく言葉を返した。すると健太郎は大きくうなずいた。


「一いつ緒しよに暮くらしてもらうからね」


「はい……って、ええっ！」


　和樹は聞き間違いかと思い、耳を疑った。だが夕菜の父親は、もう決まったことだと言わんばかりの顔をしていた。


　夕菜が恥はずかしそうに頰ほおを押さえた。
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「なっ、なんで僕が……夕菜と……暮らす？」


「お父様はしばらく日本に滞たい在ざいするので、一いつ軒けん家やを借かりたんです。その間わたしが料りよう理りを作ったりするので、寮を出なきゃならないんです。わたし、和樹さんの近くにいたいから嫌いやだって言ったら、連れてこいって」


「……わあ……」


　和樹の意い識しきが遠くなった。


「あのさ、もしかしたらそれって、同どう棲せいするってこと？」


　玖里子が口元を引きつらせながら訊く。


「そんなはっきり言わないでください」


　やけに照てれる夕菜。反はん比ぴ例れいするかのように、玖里子の表情は硬こう直ちよくしていく。凜にいたっては、ショックで口がきけなくなっていた。


　二人を無む視しして、夕菜は和樹に頭を下げた。


　和樹の意識がさらに遠くなった。


「寮と違って二人っきりになれます。本当に二人っきりになれるなんて。和樹さん、よろしくお願いしますね」


　和樹は彼女の台詞せりふを最後まで聞いていなかった。満まん足ぞくげな健太郎の顔も、殺意を膨ふくれあがらせるＢ組の連中の気け配はいも分からなかった。


　その時はもう、気を失って倒れていたのであった。




　第九話　ひとつ屋根の下










　式しき森もり和かず樹きは頭を低くした。


　校門のすぐわきにある植え込みに飛び込み、小さくなって隠かくれる。すぐそばを、鞄かばんを抱かかえた三年生らしき生徒が通り過ぎていった。


　授業が終わったばかりなので、校門は帰宅する生徒たちで溢あふれていた。それぞれ友人たちと会話をしつつ歩いている。その間和樹は誰にも見つからないよう息いきを殺ころし、じっと身を潜ひそめていた。


　やがて人の流れが途と切ぎれ、生徒の姿がなくなった。和樹は頭を上げ、左右を見み渡わたす。


　警けい戒かいしているのである。昼過ぎから、尾び行こうされている気がするのだ。人ひと影かげがうかがえ、視し線せんを感じる。しかも好こう意い的なものではなく、殺さつ意いに満みちていた。


　相手はどうも女の子らしい。危き害がいこそ加えてこないが、なにをしてくるか分かったものではない。一体誰なのだろう。


　そこまで考え、和樹はため息をついた。ここしばらく、怒りをぶつけてくる女の子といったら一人しかいないのだ。


　うんざりしながら、誰もいないのを確認する。四つん這ばいになって繁しげみから抜け出た。


　立ち上がって駆かけ出そうとする。と、


　人影が見えた。


「わっ」


　和樹は悲ひ鳴めいを漏もらし、足を滑すべらせた。


　大量に汗あせを流しながら、そのままトカゲみたいになって逃げようとする。だが彼の目の前には、女物の靴くつが待ちかまえていた。


　観かん念ねんした和樹は、そのまま土ど下げ座ざの格かつ好こうをした。


「ご、ごめんなさい夕ゆう菜な。逃げようとかそんなことじゃなくて、ちょっと用があるっていうか紅あか尉い先生に呼ばれて、もちろん君に黙だまって出たけど帰ろうとしたわけじゃないから……」


　返事がない。


　恐る恐る顔を上げると、小こ柄がらな少女が硬こう直ちよくした表情で見下ろしていた。


「り……凜りん……ちゃん？」


「奇き遇ぐうだな、式森」


　神かみ城しろ凜は、息を荒あらくしながら言った。


「これから帰るところか」


「いや、保ほ健けん室しつに行く……んだけど」


　和樹は恐ろしげに右手の日に本ほん刀とうを眺ながめた。


「なんで凜ちゃんが僕のあとを追いかけてくるの」


「追いかける？　失礼なことを言うな」


　彼女は息を整ととのえながら答えた。


「たまたま方向が一いつ緒しよだっただけだ」


「そ、そう……でも、なんで刀を持ってるの？」


「素す振ぶりをしようと思っていた」


「す……素振りって、なんで真しん剣けんでやるんだよ。それに僕を、走って追いかけて来たじゃないか」


「偶ぐう然ぜんだ！」


　凜が柄つかを握にぎる。鯉こい口くちが切きられようとしていた。


　和樹は息を呑のみ、


「ぐ、偶然……。分かったよ、僕も偶然だと思う」


「分かってくれて嬉うれしい」


「じゃあさ、偶然なら、僕、保健室に行っていいかな」


　凜はそれには答えず、漆うるしで塗ぬられた鞘さやを見つめ、右手でこねくり回した。


「式森」


「な……なに」


「訊ききたいことがあるのだが、いいか」


　和樹は、かくかくとうなずいた。


「ある噂うわさを耳にしたのだが……無む理りをして答えなくていいし、ただの根ねも葉はもない噂にすぎないと確かく信しんしている。お前がそのようなことをする男ではないと。ただその、まあ、知識のひとつとして知りたいことではあるので」


「うん？」


「あー、なんというか……夕菜さんが寮りようを出られるよな。お父上がいらしているから、やむを得えない事じ情じようであろう。それは分かる。だがその……えー……なぜかお前までが一緒に住むとかなんとか」


「……それは」


「いや、いいんだ」


　凜は返事をしようとした和樹に向かって、慌あわてたように手を振った。


「確かに駅では夕菜さんのお父上がそのようなことを言っていた。だけどあれは私の聞き違いだと思っている。仮にそうじゃなくても、お前がそのような……一歩間違えれば不ふ純じゆんな行動につながることは、するはずない」


「あの……凜ちゃん」


「だからその、噂が噓うそなら噓と、はっきり言って欲しい。あ……これは脅おどしてるわけじゃないぞ。刀はただ持ってるだけだ。気にしないでくれ」


　彼女は日本刀を背中に回した。そしてすがるような目つきで、和樹を見つめる。


「なあ……どうなのだ？」


　不安そうな顔が、目の前に迫せまる。


　和樹はしきりと首を動かした。上を向いて右を向いて左を向いて下を向く。なにか事じ態たいをごまかすものはと思ったが、見事なくらいなにもない。


　この場から逃のがれようときょろきょろしたあげく──前に向き直った。


「えーと……ごにょごにょ」


「なに？」


「……一緒に住む、ことに……」


　凜の顔が、一瞬にして真まっ青さおになった。


「だけどその、凜ちゃん誤ご解かいしないで欲しいんだ。これはただの都つ合ごう……っていうか、夕菜のお父さんに言われたんだ。ほら、僕の魔ま力りよくって世界がどうかなっちゃうでしょ。だから研けん究きゆうのためというかそんな感じで」


　凜が聞いているようには見えない。よろめき、視し線せんをさまよわせ、唇くちびるを震ふるわせていた。


「夕菜のお父さんは紅尉先生が呼んだらしいんだ。僕の魔力を無む力りよく化かするのに力を借かりるって。で、あの、凜ちゃん？」


　黒くろ髪かみの少女は日本刀を握にぎりしめていた。右手がゆっくりと柄にかかり、刀とう身しんが抜ぬかれようとする。


「ちょ、ちょっと、あのね、僕が一緒に住んでいた方が好こう都つ合ごうなんだって！　魔力をモニターする必要があって、近くにいないとデータがとれないから。だから、その、聞いてる？　ねえ、凜ちゃん、凜ちゃんてば！　凜──」


　鋼はがねが、鈍にぶい光を放はなった。


　和樹の悲ひ鳴めいは、かなり遠くまで響ひびくことになった。





　和樹の寮りようからの引っ越こしは、例によって波は紋もんを投なげかけていた。


　なにしろ夕菜との同どう居きよである。Ｂ組の連中が聞いていた真ん前で発はつ表ぴようされたため、その話は野の火びのように広がった。今の寮でも向かい合わせに住んでいるのだが、今度は一つ屋根の下、二人一緒に住むのだ。クラスだけでなく、学校全体からの嫉しつ妬とが凄すごい。


　クラスにいるとこれみよがしに、「ケッ」とか「チッ」とか「いいよなモテる男は」とかいう声が飛んでくる。しかも陰かげ口ぐちではなく、目の前で堂どう々どうとやるのだ。


　こんな嫌がらせはいい方で、「悔くやしくて夜も眠れない」と不ふ眠みん症しようになる者、発ほつ作さを起こして卒そつ倒とうする者が続ぞく出しゆつ。なんと「式森のモテっぷりを見てたら、自分に自信がなくなりました」との言葉を残して姿を消す者まで出てきて、当然のように和樹のせいにされた。


　まったく悪あく夢むのような毎日であった。かろうじてクラス追つい放ほうまではいかないのだが、それは同居が父親込みだからである。本当に二人きりだったらただではすまないだろう。四し面めん楚そ歌かどころか、上も下も敵てきだらけであった。


　こうなると、学校で安あん住じゆうの地となると保健室くらいになる。かつては実じつ験けんの材ざい料りようになるため前を通るのも警けい戒かいしていたが、今は安あん全ぜん地ち帯たいであった。


　なので彼は養よう護ご教きよう諭ゆがおこなう数々の検けん査さも、黙って受けていた。


　検査をする紅尉晴はる明あきは、ボロ布のようになった和樹を、興きよう味み深ぶかげに眺めていた。


「式森君は嫌なことでもあったのかね」


「ええ、まあ」


　和樹はあいまいな返事をした。数え切れないくらいあるのだが、隣となりに立っている少女が上じよう機き嫌げんなので、正しよう直じきに告つげるのがはばかられた。


「嬉うれしそうだな、宮みや間ま君は」


「えへへ、分かりますか？」


　紅尉に言われ、夕菜は恥はずかしげに頰ほおを押おさえた。


　彼女はずっとにこにこ顔である。一緒に住むのが楽しみで仕し方かたないのだ。ボロボロになって現れた和樹を気づかってはいたが、機嫌の良さは隠かくせない。


「それはなによりだな。式森君も少しははしゃいだらどうかね」


「まあ、平和になりましたら」


　これまたあいまいなことを言う。


　紅尉は特に追つい及きゆうもせず、和樹の腕うでからテープを剝はがした。いつもの魔ま力りよく検けん査さだが、今回は趣おもむきが違ちがう。


　和樹はベッドに寝かされ、頭には電でん極きよくのようなものがつけられて、コードが機き械かいに直ちよつ結けつしていた。そこからは薄うすいロール紙が吐はき出だされ、赤いインクで曲きよく線せんが描かれていく。


　紅尉はそれをじろじろ眺めると、隣となりの男に渡した。


「どう思うかね」


「そうですな」


　夕菜の父親、宮間健けん太た郎ろうはちらりと見て言った。


「さっぱり分かりません」


「だろうな」


　紅尉も首しゆ肯こうした。


「多くの魔法使いの検査をしてきたが、こんな奇き天て烈れつな波は形けいは初めてだ。見ろ、ここは撃うち落おとされたカラスに見える」


「これは川で溺おぼれたアライグマのようですな」


「こっちが川下で、ここの黒いのは流されたイモかなにかか」


「水しぶきも表現されています」


「ある意味、たいしたものだ」


「まったくです」


　二人は妙みようなところで納なつ得とくしあった。和樹は愛あい想そ笑いも出来ず、引きつりながら話を聞いていた。


　今回の定てい期き検けん診しんには、健太郎も来ていた。紅尉の教え子に当たるらしい。外見は紅尉の方がずっと若いのだが、健太郎は敬けい語ごを使っていた。


　ただの挨あい拶さつかと思ったがそうでもなく、しきりと和樹の検査結果を見てはうなずいたり驚きよう愕がくしている。二人でなにやら密みつ談だんもしていた。


「あのー、もういいですか」


　和樹は、グラフから動物の絵を探さがす作さ業ぎように熱ねつ中ちゆうしている二人に声をかけた。


「構かまわんよ。終わった」


　紅尉に言われ、和樹は半身を起こした。


「検査の結果はどうなんでしょう」


「分かれば苦く労ろうはしない。今まで大丈夫だったのだから、これからも大丈夫だろうくらいしか言えん」


「いい加か減げんな」


「君は特別なのだよ。わざわざ宮間教授に頼たのまなければならなかったからな」


　健太郎が帰国したのは、紅尉が呼び寄せたためなのである。考こう古こ学がく者しやだが魔力にも造ぞう詣けいが深く、紅尉が所しよ有ゆうする文ぶん献けんの解かい読どくを手伝うのだ。そこで、どうせなら和樹の二十四時間モニタリングをということになったらしい。全寮制という葵あおい学園の原げん則そくを曲まげることになるが、学園長への説せつ得とくは紅尉がおこなった。


「それなら寮でも十分ですよ」


「他の生徒の迷めい惑わくになる」


「でもなあ……」


「なんなら私のところに来るかね。そうすれば私が宮間教授のところに顔を出す手て間まも省はぶけるし、紫し乃のも喜よろこぶ」


「いえ、結構です」


　即そく座ざに和樹は返事をした。紅尉兄きよう妹だいは和樹の身体をいじくり回すのを至し上じようの喜びとしている。同どう居きよしたらなにをされるか分からない。


「ところで、舞まい穂ほちゃんはどうするんですか」


　和樹は訊いた。彼の魔力が暴走せずにすんでいるのは、舞穂が近くにいるおかげなのである。籠ろう城じよう騒さわぎを頂ちよう点てんにして、落ち着いてきてはいるが、やはり一緒にいた方がいい。


「すぐに連れていく……しかし遅いな」


　紅尉が時計を見上げた。和樹と同じ日に、舞穂も検査をすることになっているのである。


「そういえば、舞穂ちゃんもいなきゃいけないんですよね」


　夕菜が不ふ満まんそうな顔をする。二人きりになれないのが嫌なのだ。が、彼女の表情はすぐに元に戻もどった。


「まあいいです。和樹さん、さっそく家に行きましょう」


「え、もう行くの？　一度寮に戻った方が……」


「大丈夫です。このまますぐに行けますよ」


　何な故ぜか断だん言げんした。


「そ、そう。でもせめて、舞穂ちゃんには言っておいた方が」


「いいんです。今日移るってことは黙っておかないと……」


「なに？」


「いえ、なんでもないです。とにかく行きましょう」


　夕菜はそう言い、せかすように和樹の腕うでを引っ張った。


　和樹は「いたた」と悲ひ鳴めいを上げ、電極に繫つながれたままの機械ががちゃがちゃ音を立てた。


　そのためか、保健室の外で少女が聞き耳を立てていることに、誰も気づかなかった。





　舞穂の報告を受け、風かぜ椿つばき玖く里り子こと凜は驚愕した。特に凜は動どう揺ようが激しい。


「なんというふしだらな。式森と夕菜さんが、そんな」


「落ち着きなさいよ」


　慌あわてふためく凜に、玖里子がやんわりと言う。


「それで舞穂ちゃん、和樹たちはすぐに同居するのかしら」


「よく分かんない」


　舞穂が首をかしげた。


「でも、もう行くって言ってたよ」


「ふーん、こりゃ本気ね」


　玖里子はつぶやきながら、横目で凜を見た。


　彼女は極きよく力りよく平へい静せいを装よそおおうとしているものの、誰が見ても落ち着きを失っており、おろおろしていた。


「も、もし式森と夕菜さんが……夜中にああいう、破は廉れん恥ちというかふしだらなことを……そんな高校生にあるまじき……でも、本当だったら……私は……」


　妄もう想そうを思いつく端はしから口走っている。玖里子は頭を振った。


「だから落ち着きなさいっての。そりゃ二人の仲が進しん展てんしそうだけど、いまさら慌てたって」


「しかしですね、男女が同居するなど、どんなことが起こるか分かったものでは……」


「じゃあ夕菜ちゃん家ちの様よう子す、見てくる？　和樹のことが気になるんならさ」


「な、なにを言うのです！」


　凜ははっとしたように、声を荒らげた。


「誤ご解かいなさらないでください。私はですね、式森のことが気になるのではないのです。葵学園の生徒が同居などという校則違い反はんもはなはだしい出来事に対して、極きわめて正当に憤ふん慨がいしているのであって、今後このようなことは起こしてはならないと強く」


「ならこのまま放ほうっとく？」


「う……」


　言葉を詰つまらせる凜。


　玖里子は彼女をそのままにしておき、舞穂に訊いた。


「和樹と夕菜ちゃんはもう帰ったのかしら」


「うん。さっき出ていった。引っ越し屋さんが来たみたい」


「素す早ばやいこと」


「どうするの」


「そうね、同じ寮にいたんだし、友人なんだから顔を出さないのも変よね。敵てき情じよう視し察さつと行きましょうか」


「舞穂も行っていい？」


「もちろんよ。ほら、凜も支し度たくして」


「はい……て、なにを！」


　凜は驚き、顔を赤くして玖里子に食ってかかった。


「どうして私がそんなことを！」


「だから夕菜ちゃんとこに忍しのび込こんで、ちょいとのぞいてくんのよ。凜も気になるでしょ」


「ですから私は気にしたりは……！」


「はいはい。嫌がるあんたをあたしが無む理り矢や理り誘さそったの。そういうことにしとくから、行くわよ」


　玖里子と舞穂は手早く帰り支度をすると、小走りに校門へ向かった。凜はしばらくうろうろしていたものの、結局二人のあとをついていった。





　和樹は夕菜に、制せい服ふくのまま住居に連れてこられた。


　夕菜の父親が住む家は借しやく家やであった。マンションではなく一いつ戸こ建だてで、庭にわまでついている。これを都内で借りたのだから、大したものだ。


「君たちは二階だ」


　うながされ、和樹は階段を上る。


　部屋の扉とびらを開けると、そこには寮にあった荷物が全て運び込まれていた。


「い、いつの間に……」


　驚きよう倒とうする和樹に、夕菜が言う。


「学校に行ってるうちに、引っ越し屋さんに来てもらいました。さっきついたばかりなんです」


「手回しがいいね……」


「だって、早く和樹さんと住みたかったんですもん」


　夕菜が頰ほおを赤らめた。


　仕し組くまれた環かん境きように、やや背せ筋すじが冷つめたくなるが、まごまごしてもいられなかった。とりあえず室内に入る。


　寮の自室よりも広かった。フローリングで、部屋の一部はウォークイン・クローゼットになっている。本ほん棚だなや机つくえといったものもきちんとあるが、どれも複ふく数すうだった。


「ねえ夕菜、なんだか机や椅い子すの数が多すぎる気がするんだけど」


　夕菜は不思議そうな顔をした。


「なんでですか。ちゃんと二人分あります」


「それが問題なんだって。これじゃ本当に同居するみたいだよ」


「そうですよ。わたしと和樹さんが同じ部屋に住むんですから」


　さも当然のように言われる。


「……まあそれは一万歩くらい譲ゆずっていいとするけど、これ、なに？」


「ベッドですけど」


　片かた隅すみには輸ゆ入にゆう物ものらしき、大きなベッドが据すえられていた。羽はね布ぶ団とんがかかっている。


「ひとつしかないじゃないか」


「お父様がプレゼントしてくれたんです。ノルウェー製ですって」


「そうじゃなくて、これじゃあ僕が、夕菜と……」


「そんなはっきり言わないでください。恥はずかしいです」


　彼女は赤せき面めんしたままうつむいた。


「今まではお部屋が向かい同士だっただけで、一緒に暮くらしていた気がしませんでした。ですから、これからはちゃんと……きゃっ」


　夕菜は自分の言葉に恥ずかしがり、頰を押さえて身体をくねらせた。和樹も頭がぐにゃぐにゃになるような気がした。


　これでは本当に夫婦である。確かに夕菜が「夫婦」だの「奥さん」だの口にすることがあったが、ついにそれが現実化しようとしているのだ。彼女は可愛かわいらしく、やきもち焼きなところを除のぞけば理り想そうの女性だが、この状じよう況きようは心しん臓ぞうによくない。


　とりあえず落ち着こうと、心臓のあたりを押さえる。


　制せい服ふくを着たままだったことに気づいた。


「あの、夕菜」


「なんでしょう」


　にこにこしたまま返事をする夕菜。


「服、脱ぬぐからさ」


「え、もう脱ぐんですか」


　驚いた顔になった。


「まだついたばかりなのに、早すぎるんじゃ……」


「そうじゃなくて！　着き替がえるだけ」


「あ、でも和樹さんが積せつ極きよく的てきになってくれるのは嬉しいかも」


「だから私し服ふくになるの！　ほら、外に出てて」


　和樹は「見ていたっていいじゃないですか」と言い続ける夕菜を追い出すと、扉を閉めた。


「まったくもう……」


　ぶつぶつつぶやきながら、制服のボタンを外す。タンスの引き出しを開けた。


　その時窓まどの外で、かすかな物音がした。





（気づかれちゃったかしら）


（大丈夫だと思いますが）


　玖里子と凜は、きしみをあげる床ゆか板いたをこれ以上鳴ならさないよう、ゆっくりと腰をかがめた。後ろからは舞穂が続いていた。


　和樹たちを追いかけた三人は、庭にわ木きを登って二階のベランダに侵入したのである。隣近所に発見されないよう慎しん重ちように行動し、足あし跡あとまで消していた。やっていることは泥どろ棒ぼうと変わらない。


　ベランダに面した窓から、こっそりと室内をうかがった。


（……着替え中ね）


　玖里子が凜に伝える。小さな肩かたがぴょんと跳はねた。


（き、着替えですか。式森が？）


（うん。和樹って、意外といい体たい格かくしてるのよね）


　もっとよく見ようと、首を伸のばす玖里子。


（そんなことをしてはいけません！）


　凜の手が掛かかる。玖里子はしょうがないわねとばかりに、身体をずらした。


（ほら。こうすればあんたものぞけるでしょ）


（すみません……いや、そうではなく！）


（なによ、一人で見ようっていう気？　ずうずうしいわね）


（そんなことではありません！）


　のぞき続けようとする玖里子に、止めようとする凜。さすがに派は手でに暴れたりはしないが、それなりにどたばたしてくる。


　そこに舞穂までもが加くわわる。


（舞穂も見るー）


（あんたはまだ早いの）


（子供は見なくていい！）


　揉もみ合あいとなった。





「……？」


　和樹は制服を畳たたみ終わってから、ふと顔を上げた。窓の外からなにか聞こえてきたような気がしたのだ。二階なのに、誰かが暴れているような感じだ。猫ねこでもいるのだろうか。


　近づこうとする。すると、部屋の扉が開いた。


「和樹さん」


「わっ。ノックしてよ」


「ごめんなさい。お父様が、下でお茶でも飲まないかって」


　和樹はいったん窓を眺ながめ、肩をすくめると、部屋から出た。


　居間に下りる。室内にはソファとテーブルがしつらえられ、琥こ珀はく色いろの液えき体たいがカップに注そそがれていた。健太郎は紅茶党らしい。


　勧すすめられ、ソファに座る。夕菜は「ちょっと席を外はずしますね」と言って出ていった。


「どこにいったんでしょう」


「風ふ呂ろだろう。きれい好きだから、シャワーを浴あびるんだろうな」


「はあ」


　確かに清せい潔けつには気を使っているしなと思いながら、紅茶をすすった。お茶ちや請うけのクッキーをつまむ。チョコレートの味あじがした。


　かすかに、廊ろう下かの向こうから水の流れる音がしていた。


「さて式森君」


　健太郎が切り出した。


「ずばり訊きくが、夕菜のことをどう思っているかね」


「え……それはその……」


　いきなり言われ、和樹は当とう惑わくした。父親を前にして、これほど答えにくい質しつ問もんもない。


「あの……ええと……」


「ふむ。いや、答えなくても構わないぞ」


　何な故ぜか納なつ得とくする健太郎。


「その気持ちは実によく分かるのだ」


「え……それはどういう……」


「やはり疑ぎ問もんに思うかね」


「はい。だって普通は女の子の父親って言ったら、やっぱり娘むすめに男ができるのは嫌なもので……」


　その言葉に、健太郎は大きく首を振る。


「世間はいざ知らず、私は違う。式森君、私は君に同どう情じようしているのだよ」


「は……？」


　和樹の頭上にクエスチョンマークが浮かんだ。同情ってなんだ。


　健太郎はそれには答えず、耳をすませてから立ち上がった。


「夕菜が風呂から上がったようだ。来たまえ」


　再び二階へと上がる。さっきの部屋に戻った。


　ただし扉の前までで、中には入らない。和樹は木もく製せいの扉と健太郎に挟はさまれるようにして立った。


　健太郎の手が肩かたに置かれた。


「式森君、君は夕菜に惚ほれられている。君の気持ちはどうであれ、これは事実だ。思いこみの激しい娘だから、しつこいくらいに迫せまってくるに違いない。そうではないかね」


「はい」


「他の女を見ればやきもちを焼やき、冷たいと言っては怒おこり出す。しかもクラスも寮りようも一緒ときていて、休む暇ひまもない。そうだろう」


「ええ。その通りです」


　和樹は正直に答えた。少しの違いもなかった。


「同情するよ。私にはその気持ちが、実によく分かるのだ」


「分かるんですか？」


「そう。あれの母親も同じだったのだ」


「へ……」


　間抜けな言葉を漏もらした。


「彼女と出会ったのは、小アジアでのことだ。アナトリア高原で発はつ掘くつされた金きん冠かんを巡めぐって盗とう掘くつグループと銃じゆう撃げき戦せんをおこなっている最さい中ちゆうだった。私は大学の発掘隊でトルコ傭よう兵へいを指し揮きしており、彼女は敵てき対たいしていたアルメニア人の武ぶ装そう集しゆう団だんを率ひきいていた」


「は……」


「そこでお互い一ひと目め惚ぼれ……まあ私は悪あく夢むに近かったと思っているが、とにかく彼女は私に一目惚れをしたと言っている。それからは追おい駆かけっこだ。あれは凄すさまじい。いったん意中の相手と決めたからには山を跳とび谷を越こえ、どこまでも追ってくる。どんなに遠く離れていようとだ。その行動力たるやストーカーというより特とく殊しゆ部ぶ隊たいの隊たい員いん。軍ぐん隊たいに入れば伝でん説せつの兵士となっただろう」


　健太郎は過か去こを思い出すように、遠い目をしていた。
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「見み目め麗うるわしい女性だったから憎にくからず思っていたが、迫力に圧あつ倒とうされ、必ひつ死しになって逃げ出した。発掘調査であちこち飛び回っていたから逃げ切れると思ったが、甘あまかった。どれだけ行き先を隠しても追ってくるのだ。ホテルに残した髪かみの毛けから手がかりを摑つかまれ、先回りされたこともある」


「それはその、凄いと申しますかなんというか」


「最後はキリマンジャロの山さん頂ちように追いつめられ、気がついたら婚こん姻いん届とどけにサインしていた。結けつ婚こん式しきは岩いわ棚だなでビバークしながら行ったぞ。神しん父ぷがザイル一本でぶら下がっていた」


　とんでもない経けい験けんである。想そう像ぞうを超えているので、和樹は考えるのをやめた。


「夕菜はその娘だ。君も似にたような目にあっているのだろう。妻つまはこう言っていた。愛あいは社会性とは相容いれない。もっと純じゆん粋すいで暴ぼう力りよく的てきなものであると」


「それ全ぜん然ぜん洒落になってないです」


「だろう。だから私は、娘から来る手紙に『意い中ちゆうの人がいる』と書いてあるのを読んで思った。きっと妻と同じことをしてるに違いない。この意中の人とやらの苦く労ろうは察さつするにあまりあると」


「察していただけたんですか」


「ああ。そして私は紅尉先生に呼ばれて帰国した。そこで久しぶりに夕菜と会った。前よりずっと女らしくなっていたが、一目で分かったよ、妻の血を引いていると」


　顔色がすぐれない。昔の困こん難なんでも反はん芻すうしているのだろう。


「しかもだ、娘は君をものにするのを手伝って欲しいと言ってきた。ここで関係を作ってしまえば、他の女の子に差をつけることができるのだと。なにがなんでも君を我わがものにするつもりなのだ」


「えっ、じゃあ一緒に住むっていうのは……」


「紅尉先生の言ってることも本当だよ。だが栗くり丘おか君より先んじて君を連れてきたのはこういうわけだ。一日だけでも二人っきりになりたいのだ。可愛い娘の願い、私が聞かないわけにはいかない。だがかつて同じ性格に悩なやまされた男として、君に真しん実じつを話さずにはいられなかったのだ」


「じゃあ、僕を救すくってくれるんですか」


「そういうことだ」


　深くうなずく健太郎。


　和樹はほっとした。同じような経験をしている人がいたのだ。しかも立たち場ばを理り解かいしてくれている。なんだか目の前が明るくなったような感じがした。


「だから、だ」


　健太郎がずいと迫る。


「式森君が娘に当惑しているのは、誰よりも理解しているつもりだ。君の夕菜への気持ちは揺ゆれ動いている。邪じや険けんにするわけにもいかず、能のう動どう的に接せつするわけにもいかない。それに対する解決方法はただひとつ」


　健太郎が手を伸ばす。和樹の背中で扉ががちゃりと音を立てた。


「入りたまえ」


「……って、ええ!?」


　和樹は跳とび上がった。


「なんでですか!?」


「この中では夕菜が待っている。一線を越こえてしまえばあきらめもつくというものだ。頑がん張ばってくるのだな」


「ちょっと待ってください。救ってくれるんじゃないんですか！」


「救うとも。関係を結むすべば悩みもなくなる。悟さとりを開くようなものだ」


「同情してくれたのに！」


「した。だが夕菜の魔ま力りよくは妻より上だ。逃にがすと私がなにをされるか分からん。生いけ贄にえになってくれ」


「Ｂ組みたいなことを言わないでください！」


　騒さわいだが、どんと押され、和樹は室内に転てん倒とうした。カーペットの上を滑すべり、仰あお向むけになる。


　中は薄うす暗かった。豆まめ電でん球きゆうだけがついていて、ぼんやりとしていた。


　片隅には夕菜がいた。


　パジャマ姿すがたであった。薄い赤で、ちょっと大きめであり、一番上のボタンを外はずしている。白く色の薄い肌はだがのぞいていた。


（しまった、可愛い）


　思わず視し線せんが釘くぎづけになる。彼女は深々と頭を下げた。


「よろしくお願いします」


　正せい座ざ三みつ指ゆびである。くらっとしたが、同時に全身から汗が噴ふき出した。


　とっさにベッドへと飛び込むと、布ふ団とんを頭から被かぶった。


「ぐーぐーぐー」


　寝たふりをする。


　夕菜が近寄ってきた。しっかりと毛もう布ふを耳につけていたが、足音が聞こえた。


　目を硬かたくつむり、丸まって全身を守る。彼女に背を向けた。


　布団がめくられた。


「和樹さん。失礼します」


　滑り込むように、夕菜が入ってくる。ややためらいがちなのは、彼女も恥はじらいを感じているのだろうか。和樹はそれどころではない。


「ぐー！」


　もはやいびきではなく単なる擬ぎ音おんを発し、ベッドの端に身体を動かす。落ちる寸すん前ぜんまでいった。


　シーツのすれる音がする。夕菜が迫ってきていた。かすかな息と、体たい温おんを感じる。


　足がからまった。


（うひゃー！）


　悲鳴は高こう音おんすぎてかすれてしまった。ますます身体を固くさせる。緊きん張ちようのためか、喉のどがからからになった。


　足から背中へと、夕菜の身体が密みつ着ちやくしてくる。布ぬの越ごしでもしっとりとしたぬくもりが分かる。双ふたつのふくらみが押しつけられ、和樹の心臓を刺し激げきした。彼女の唇くちびるが首くび筋すじに触ふれる。


　夕菜の腕うでは、ゆっくりと前に回され──


　がしゃん！


　なにかが派は手でに壊こわれた。何人かの叫さけび声と罵ののしり声。ごろごろ床を転ころがる音。


「なんだなんだ!?」


　和樹の上に、誰かがのしかかってきた。しかも一人ではなく、複数だ。


「やめるんだ、こんなことは！」


「ちょっと、なんであたしまで引っ張るのよ」


「わーん、暗くてなにも見えないよー」


　ぱっと明かりがついた。


　部屋の窓ガラスが割れていた。窓まど枠わくごと外はずれている。そしてベッドの上には、玖里子、凜、舞穂が折おり重かさなって倒れていた。


「なっ……」


「式森！」


　絶ぜつ句くする和樹に、凜が詰つめ寄よった。


「馬ば鹿かなことはやめろ。こっ、こんな恥はじ知しらずな真ま似ねはよせ！」


「は、恥知らずって……」


「お前にはこんなことをして欲しくない。どうせなら私と……じゃない、高校生の本分ではないぞ！」


　そんなことを言いながら、和樹をベッドから引っ張り出そうとする。


「さあ帰るぞ。寝ねるなら寮で寝るんだ！」


　そこに横からクッションが飛んできた。凜の顔にばふっと当たる。


「凜さん！」


　クッションを投げた夕菜が立ち上がった。


「どういうつもりなんです！　人の家をのぞき見してたんですか！」


「の、のぞきなぞしていません。ただ式森の様よう子すをうかがって……」


「それがのぞきなんです！」


　横で玖里子が「まあのぞきだわね」とつぶやく。しかし凜は言い返した。


「な、なら言わせてもらいます。夕菜さんは式森になにをしようとしていたんです。あれではまるでケダモノではないですか」


「ケダモノ!?」


「式森にあんなことをするなんて。夕菜さんを見み損そこないました。そんなことをさせるわけにはいきません！」


「和樹さんを盗とる気ですか！」


「夕菜さんだけのものではありません！」


　大だい胆たんな台詞せりふに、和樹のみならず玖里子や舞穂も驚いたが、凜の目は本気だった。


　夕菜は一瞬言葉を失ったものの、すぐに気を取り直した。


「この男ひとはわたしのものです！」


　右手をかざす。きらきらと輝かがやく金きん粉ぷんのようなものが、どこからともなく集まってくる。凜も対たい抗こうするかのように、腰を落として刀の柄つかに手を添そえる。


　夕菜の魔力は充じゆう塡てんされ、火か球きゆうとなった。凜も鞘さやから日本刀を抜ぬく。


　二人の少女の力と意い地じがぶつかろうとし──


「待ちたまえ」


　男の声がした。


　全員、扉の方を振り向いた。


　いつの間にか、部屋には健太郎と紅尉がいた。


「栗丘君がいないと思っていたらこれだ」


　紅尉は渋しぶい表情をしていた。


「男の取り合いかね」


「式森を守っているだけです」


「女の意地なんです！」


　静かに告つげる凜と、言い切る夕菜。紅尉は二人を落ち着かせるように手をあげた。


「それは結けつ構こう、おおいにやりたまえ……と言いたいところだが、検査の邪じや魔まになるようなことをしてもらっては困こまる」


「そうはいきません。今はなにもなくても、また凜さんたちが忍び込むに決まってます」


　夕菜が断だん言げんした。凜は反はん論ろんしないが、決けつ意いみたいなものが顔に浮うかんでいる。


「ふむ。しかし栗丘君だけは仕方ないと思うが」


「舞穂ちゃんも危き険けん人じん物ぶつです」


「それは困った」


　紅尉が和樹の方を見た。


「君はどうなのだ」


「ええっとですね、僕としては、ただもう困こん惑わくしているだけで……」


「相変わらずはっきりしないな。では私が解かい決けつ策さくを示しめしていいかね」


「ぜひお願いします」


「いっそ、全員でここに住むというのはどうだ」


　ええっと和樹は跳び上がった。


「紅尉先生！」


「このまま神城君たちを帰したらまたこの繰くり返しだ。栗丘君だけを残すのも問題がある。そもそも宮間君と君だけになるから、感情が高ぶって、こんなぎすぎすしたことになるのだ。いっそ全員泊とめてしまい、相そう互ご監かん視し下かにおいた方が身動きがとれなくなって好こう都つ合ごうだと思わんか」


「そ、そんな変な話……」


「質問」


　玖里子が手をあげた。


「全員にあたしも含ふくまれているの？」


「もちろん。風椿君は安あん全ぜん弁べんとして必要だ。緊きん張ちよう緩かん和わに努ど力りよくしてくれたまえ」


「僕は緊張しっぱなしになります！」


　これまで以上に気をつかうということだ。確かに牽けん制せいしあって沈ちん静せい化かするだろうが、いつまた破は裂れつするか分からないのである。


　だが紅尉は、そんな可能性を気にも留めていないようであった。


「宮間教きよう授じゆ？」


「そうですな。幸さいわい部屋はまだありますし、同居も可能です。私としては、式森君がそういう目にあうのは、なんと申しますか昔の自分より不幸であり、これはもうざまあみろとしか言いようが」


「やめてください！」


　和樹は叫んだ。だが全員、彼の嘆なげきなんか聞いていない。


「二人はどうかね」


「私は異い論ろんはありません」


「宮間君は？」


「和樹さんと二人っきりに価値があるんです」


「君の優ゆう位いはまだ変わらんよ。それに友人たちとの対決は、君の望のぞむところではあるまい」


「……分かりました」


　夕菜は魔法を静しずめる呪じゆ文もんを唱え、精せい霊れいたちを解かい散さんさせた。凜も刀を鞘に収める。


「勝負はお預あずけです。凜さん、これからはフェアにいきましょう」


「ええ」


　二人はがっちりと握あく手しゆをした。二人の瞳ひとみからは敵てき意いがなくなり、代わりにスポーツマンシップが満みちていた。軽く拍はく手しゆをする玖里子と舞穂。
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　まるでオリンピックの表ひよう彰しよう台だいのような光こう景けいに、和樹は頭を抱かかえてうずくまるのであった。




　第十話　変身の日










「夕ゆう菜な、ちょっと来てくれ」


　二階から父親の声がし、宮みや間ま夕菜ははーいと答えた。ちょうどエプロン姿すがたで洗あらい物をしていたところであった。


　手を洗って泡あわを落とし、エプロンで拭ふきながらスリッパをぱたぱたいわせて階段を上る。


　扉とびらを開けた。中では、宮間健けん太た郎ろうがちょうどダンボールを床ゆかに置いたところであった。


「お父様、呼びました？」


「ああ。資し料りようを移動させるついでに整せい理りをしてるんだ。手て伝つだってくれないか」


「はい。いい……です……けど」


　彼女は室内の惨さん状じようを見て、つい語ご尾びを小さくさせた。


　部屋というよりは、爆ばく発はつ事じ故こが起こった倉そう庫このようなありさまであった。畳たたみの床にはダンボールが無む造ぞう作さに置かれ、中身がはみ出し散ちらかっている。壁かべ際ぎわには本がうずたかく積つまれており、半分以上は崩くずれていた。テーブルやタンスの上には書類の山。その隙すき間まに出土品が詰め込まれている。ゴミ箱とおぼしきところには、吸すい殻がらと酒さか瓶びんがいくつも放ほう置ちされていた。


　人が住むどころか、ネズミでも遠えん慮りよしそうな状じよう態たいであった。


「これ……かたすんですか」


「そうだ。お前の友達も住むんだから、部屋は極きよく力りよく空あけんとな」


　友達とは、玖く里り子こ、凜りん、舞まい穂ほのことである。数日前、例によって和かず樹きを巡めぐってひと騒そう動どうあったあと、この家に住むことになった。


　せっかく和樹と二人きりになれると思ったのに、結局逆ぎやく戻もどりである。夕菜としてははなはだ面おも白しろくない。とはいえ今になって反対するのもなんだかみっともなく、消しよう極きよく的てきに反対しつつ現状を追つい認にんしているのであった。


「早くせんと越こしてきてしまう。だが適てき当とうに荷物を出すと、ごちゃごちゃになって研けん究きゆうに支し障しようが出る。整せい理りをしながら片かたづけるのだ」


「もう十分ごちゃごちゃです」


「なにを言う。かなり分かりやすくなってるぞ」


「はあ」


　あきれながら、夕菜は整せい頓とんを手伝おうとした。が、なにをどうしていいか見当もつかない。


「どうやってかたしましょう」


「時じ代だいと地ち域いき別に分けてくれ。十四世紀のアステカで一ひと山やま、一世紀のアーンドラ朝で一山という風に。ああ、アーンドラ朝とヴァーカタカ朝を一いつ緒しよにするなよ。同じ中央インドでも時代が全然違う」


「……区く別べつなんてつきません」


「そうか。じゃあ本を縛しばってまとめておいてくれ。背せ表びよう紙しが見られれば、なんとかなるから」


　健太郎はそれだけ言って、自分の作業を始めた。


　夕菜は言われたとおりに、本をまとめはじめた。積まれている本を十数冊持ってきて、背表紙を揃そろえてロープで縛る。ほとんどが外国語で書かれており、しかも英文は少ない。発音も出来ないようなものばかりで、めくる気も起きなかった。


　一時間ほど続けたら、結けつ構こう片づいてきた。考えずにおこなったせいだろう。その証しよう拠こに、健太郎の作業はほとんど進んでいない。


　壁際の本をあらかたすませ、雪崩なだれのあとみたいに崩れた場所に移る。下になにがあるのかまったく見えなかった。


　とりあえずハードカバーの本だけ出そうとする。と、なにかに引っかかった。


　無理に引っ張ると破やぶけるので、かき分けて掘ほり出す。本と一緒に小さな像ぞうが出てきた。


「なにかしら……」


　胸きよう像ぞうであった。といっても首から上がほとんどを占しめている。首くび飾かざりをした男性を象かたどっている。奇き妙みようなことに、頭は球きゆう形けいではなく、後ろが出っ張っていて長かった。


「お父様、こんなのが……」


「ん？　ああ、そんなとこにあったのか。貴き重ちようなものだから、別の場所に置いといてくれ」


「貴重なんですか？　汚きたない人形に見えますけど」


　あちこち欠かけていて保ほ存ぞん状じよう態たいが悪く、高こう価かな物とは思えない。


「ユカタン半島の地ち下か遺い跡せきから出てきたものだ。祭さい壇だんに埋うもれていた。生いけ贄にえにされた人間をモデルにしたんだろう。頭とう頂ちよう部ぶの変へん形けいは中南米でよく見られる特とく徴ちようだが、首飾りが独特で似にたような形がなく、他にはビジャ・オブレゴンの大学に一体だけ保ほ管かんされていて……」


「分かりました。置いておきますね」


　夕菜は、そんな貴重なものなら放っておかなければいいのに、と思いながらサイドボードの上に載のせた。


　健太郎はなおもぶつぶつ解説を続けていたが、娘が聞いてないので整理に戻った。


　ピンポンピンポン。玄関のインターホンが鳴った。


「あ、和樹さんたちだ。お父様、またあとで手伝いますから」


　夕菜はそう言い残して、玄関に向かった。





　式しき森もり和樹は入ってくるなり「うわ」と声をあげた。通された部屋にはダンボールが山積みになっていたのである。


「散ちらかってるわね」


　風かぜ椿つばき玖里子も眉を顰ひそめる。神かみ城しろ凜、栗くり丘おか舞穂も呆あきれていた。


「すみません、まだかたしてる最さい中ちゆうなんです。もう少しですから」


　と夕菜は言ったものの、終わりそうになかった。結局和樹たちも一緒になって、資料整理を手伝った。


　なんとか人が住める状態になったのは、夕方になってからであった。


　和樹は室内をざっと見渡した。


「あと、僕をモニターする機き械かいを運ぶんじゃなかったっけ」


「紅あか尉い先生が、もう二、三日かかるって言ってました。ドイツからの輸ゆ入にゆう機き器きなんですけど、間違って南アフリカに送られてしまったそうです」


　最近の和樹は、紅尉によって監かん視し状態に置かれつつあった。「世界のためだ」というが、どうも面おも白しろがっているような気がする。


「私たちの荷物を入れませんと」


　と凜。夕菜もうなずき、


「そうですね。でも三人分の荷物だと、ちょっとせまく感じちゃうかもしれません。もう持ってきてるんですか？」


「玄関にあります……夕菜さん？」


「はい」


　夕菜は明るく返事をした。


「三人とは？」


「ですから、玖里子さんと、凜さんと、舞穂ちゃんですけど」


「……あの、式森はどこにいくのですか」


「わたしと一緒の部屋です。それが？」


　凜が咳せき払ばらいをした。


「それは……問題がありませんか」


「どうしてですか。私と和樹さんが一緒に住むのは当然だと思います」


　変な人ですね、と言いたげな夕菜。凜の眉まゆが、わずかではあるが引きつった。


「しかしですね、そういうことは不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうにも繫つながり、高校生としてはなはだ節せつ度どを欠かくと言わざるをえません。慎つつしむべきかと」


「そんなことないです。もともとそういう予定だったんですから」


「少なくとも式森と夕菜さんが同室するのは好このましくないでしょう」


「じゃあどうしたらいいんです？」


「夕菜さんと式森は別の部屋になります」


「それから？」


「それから……例たとえば……」


　凜が口ごもる。顔が見る見る赤くなった。


「わ、私が一緒に住む……とか」


「……なに言ってるんです！」


　夕菜が目を吊つり上げて叫さけんだ。


「どうして和樹さんが凜さんと一緒の部屋になるんですか」


「いや、それは……あくまで例として言ったまでで……」


「そんな変な例がありますか。とにかく、わたしと和樹さんでひとつの部屋です」


「いけません」


「どうして！」


「……駄だ目めなものは駄目です！」


　ついに凜も叫び、両手を振り上げた。顔面を紅こう潮ちようさせたまま、夕菜に食ってかかろうとする。


「そもそも私は式森がこの家に住むことも反対で……」


「どうして反対するんです。凜さんは和樹さんを独ひとり占じめしたいんですか!?」


「そ、そんなことは言ってません！」


「言ってます！」


　夕菜も凜に顔をくっつけんばかりに近づき、続けざまに反はん論ろんする。どちらも一いつ歩ぽも引かず、二人の間に火花が飛んだ。


「最近の夕菜さんは変です。どうして淫みだらなことばかりしようとするのです！」


「まだなにもしてないじゃないですか。淫らなのは凜さんです！」


「なんで私が！」


　罵ののしりあいがヒートアップしていく二人。この攻こう防ぼうに和樹はなにもできず、ただおろおろするばかり。舞穂は何な故ぜか、興きよう味み深げに眺ながめている。


　玖里子はやれやれとばかりに首を振った。
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「ほらほら、やめなさい」


　何度か手を叩たたいて気をそらせる。


「こんなことで喧けん嘩かしてんじゃないの。なんで初日から衝しよう突とつしてんのよ」


「はあ……」


「しかし……」


　不満げな夕菜と凜。


「ここは寮でも学校でもないの。あまり騒さわいだら御ご近きん所じよに迷めい惑わくでしょ」


　なおも口の中で文もん句くを言いながらも、二人は一応矛ほこを収めた。玖里子は満足そうに、


「分かったわね。じゃあ和樹はあたしと住むっつーことで」


「……なにを考えてんですか！」


　夕菜と凜が合がつ唱しようした。


「それじゃ話が違います！」


「企たくらんだのですか！」


「だって他に解かい決けつ策さくはないわよ」


「少なくとも、玖里子さんと一緒は解決策じゃありません！」


　夕菜がわめく。凜も何度も首を振って同意した。そこに舞穂まで首を突っ込む。


「ねー、じゃあ舞穂と和樹君はどうなの」


「子供が口出しをすることじゃないんです」


　夕菜は断言した。当然舞穂は頰ほおを膨ふくらます。


「むー」


　なおも言い争あらそいは続いた。和樹はのろのろと耳を塞ふさぎ、その場にしゃがみ込んで何も聞こえないようにした。


　誰もが「自分＋和樹」を主張している。このままだと身体を切り刻きざまない限り、全員を満足させることは不可能だ。もちろんそんなことはお断ことわりである。


　自分だけの世界に閉じこもり、早く終わりますようにと念ねんじるしかなかった。


（……おい）


　どこかで誰だれかの声がした。


（こっちだこっち）


　顔を上げる。木製の胸きよう像ぞうが目に入った。


　健太郎の発はつ掘くつ品だ。サイドボードの上に置きっぱなしになっている。夕菜がそのままにして忘れているのだが、無む論ろん和樹はそんなことは知らない。


（ここだここ。ここに注ちゆう目もくしろ）


　ついに狂くるったか、と和樹は思った。なにしろ胸像が話しかけているような気がしているのだ。たちの悪い幻げん聴ちようである。


（私を取れ。手で摑つかむんだ）


　なんでもいいやと思い、言われたとおりにする。


「ひゃっ！」


　途と端たんに、身体中に電気が走った。一瞬気が遠くなり、視し界かいが反はん転てんする。


「わわわわっ！」


「……和樹さん？」


　夕菜が振り向いた。


「……なんでもないよ」


　和樹は立ち上がった。


「どうしたんです？　なんだか雰ふん囲い気きが……」


「なんでもないって。ねえみんな、いつまでも喧嘩してないで。僕から提てい案あんがあるんだけど」


　女の子たちは口論をやめ、一いつ斉せいにこっちを見る。いきなりのことに、やや驚おどろいてるようであった。


　和樹はいったん咳せき払ばらいをした。


「こんなことで争ってもむなしいよ。それにいつまでたっても決まらない」


「じゃあどうすんの」


　玖里子が訊いた。


「僕がこの部屋を使って、みんなが隣へ移るってのはどう？」


　隣は、元々和樹と夕菜が同居するために用意されていた。内部は広く、日当たりも良かった。


「あそこなら四人でも住めるよ。ここは倉そう庫こ代がわりだったんだから狭せまいし、むしろひとりでいた方がいい」


「そうね。不満は残るけど、それなら」


　玖里子が同意した。和樹を狙ねらっているので一緒にいられないのは問題だが、こうすれば全員同じスタートラインに立つことになる。


「ね。そのほうが公平だろ」


　不ふ承しよう不ぶ承しようであったが、他の三人も認めた。


「じゃあすまないけど外に出てくれないかな。まだここを整せい理りしなけりゃならないし、玖里子さんや凜ちゃんの荷物も外に出しっぱなしだろ。今日中に引っ越しをすませなきゃ」


　半なかば強ごう引いんに、四人を部屋から出した。念のため鍵かぎをかける。


　遠ざかるのを確認してから、にやりとした。


（みろ。簡単ではないか。悩なやんでばかりでは解決しない）


（あ、ありがとう）


　和樹は自分の頭の中でほっとした。


　さっきの胸像に呼びかけられ、手に取った途と端たん意識が流れ込んだ。そのまま身体を操あやつられ、なすがままにされたのである。


（女に囲まれておろおろするとはみっともない）


（返す言葉もない……）


（しょうのない奴やつだ）


（ごめん……そういえば、あんた誰）


（私はマヤの§＠＆‰♭※§¶‡Å）


（……え？）


　マヤ、ということだけは聞き取れた。だがあとは謎なぞの単語だ。


（無理に覚おぼえんでもいい。どうせ発はつ音おんできん）


（そうですか）


（私はかつて、クレス・ウラの競きよう技ぎ場じようで、神のための格かく闘とう試じ合あいをおこなっていた。それは何年かに一度の神しん聖せいな勝負。観かん客きやくは双そう方ほうに声せい援えんを送り、双方とも死し力りよくを尽つくして戦った。そこで私が勝ち、生いけ贄にえとしてこの身を神に捧ささげたのだ）


（……なんで勝ったのに生け贄になるんですか）


（試合に負けるような弱い奴に、生け贄の価か値ちがあるわけなかろう。当たり前のことだ）


　変わった風ふう習しゆうであったが、自じ慢まんしているようにも聞こえる。


（意い志しだけの存在となったのだが、なんの拍ひよう子しか私を模もした像に乗り移ってしまった。現世に未み練れんがあってな。それで長いこと地中に埋うまっていたのだが、おかしな髭ひげの男に掘り出されて、ここに連れてこられたわけだ）


（ふーん）


　和樹は納なつ得とくした。頭の中の別の意識は中米マヤ文明の魂たましいだったのである。


（なんだ。驚かんのか）


（前にも似にたようなことがあったんで）


　エリザベートや幽ゆう霊れいたちを思い出していた。よくよく精せい神しん世せ界かいに縁えんがあるらしい。


（まあいい。とりあえず窮きゆう地ちに陥おちいっていたお前を助けたのは事じ実じつだ）


（まあね）


（報ほう酬しゆうとして、この身体は自由にさせてもらうからな）


（どうぞ……って、はあ!?）


　和樹は驚きよう愕がくした。慌あわてようにも身体は言うことを聞かないので、頭の中だけでじたばたする。


（どういうこと、それ？）


（報酬だ。助けてやったのだから、その代わり身体を使わせろ）


（なにする気なんだ！）


（現世に未練があると言っただろう。ずっと昔に神に身体は捧げたので、もう復活しても良い頃ころ合あいだ。お前の周囲にいた女たち、どうもお前を取り合っていると見たがどうだ）


　なんで分かった、と和樹は口走った。


（誰だって分かる。あれを利用させてもらうぞ。必要なのは女たちの感かん情じようと魔ま力りよくだ。クテュエルウバの神と同じく、女の生なまの感情が私の肉にくや骨ほねとなり、身体を形作っていくのだ）


（……具体的には？）


（女を押し倒す。すると抵てい抗こうする。力ずくでものにしようとする。もっと暴れ回って魔法を使う。これが源みなもとになる。そういうことだな）


　つまり女の子たちに乱らん暴ぼうして、そこからエネルギーだか魔力だかを引き出そうというのである。どう考えても犯はん罪ざいである。


（変へん態たい！）


（嗜し好こうと言え。私も辛つらい）


（そうか？）


　どう聞いても楽しそうであった。


（そうとも。ああ、辛いなあ。どれ、さっそく手始めとして、あの黒くろ髪かみの女から……）


（やめろって！）


　しかし身体はどうにもならない。和樹は自分の意志に反して部屋から出ていった。





「凜ちゃん」


　和樹が声をかけたとき、凜は洗面所で手を洗っていた。


「ん。どうした、式森」


「いや……夕菜のお父さん、見なかった？」


「出かけたみたいだぞ。夜にならないと帰ってこないらしい」


　凜はタオルで手を拭ふく。和樹はにこりと笑った。


「そう──ならよかった」


「なに？」


「一階にいても、気づかれることないよね」


　和樹はゆっくりと近寄った。彼女は目をしばたたかせている。


「どうした」


「凜ちゃん──」


　ふっと薄うすく笑わらう。後ろ手で、洗面所の扉とびらを閉めた。


「？……ま、待て」


　明らかに凜は戸と惑まどっていた。いつもとは違う和樹の雰ふん囲い気きを感じ取ったのが分かる。


　和樹は髪をかき上げ、凜の目の前に立った。もとより彼女は背が低い。見下ろすようになった。


　驚いたのか、凜が後あとずさる。だが狭せまい洗面所、すぐ壁にぶつかった。


（こら、ちょっとストップ！）


　和樹（の意志）は頭の中で騒さわいだ。


（なにをする気なんだ!?）


（うるさいな、黙だまって見てろ）


　和樹は笑みを崩くずさない。左手を壁につけた。


　すうっと目が細まる。殺さつ意いにも似にた欲よく望ぼうの色が、瞳ひとみの奥からわき上がり、凜の顔を突つき刺さした。


「し、式森……どうしたのだ……なにを、する……」


「凜ちゃん。二人きりになりたかったんだ」


「そ、そうか……」


「どうして二人きりになりたかったか、分かるかい」


「は、話をするならここでなくても……」


「話じゃあないよ。君が──欲しい」


「え……」


　凜が顔がん面めんをさあっと紅こう潮ちようさせた。


「僕はね、前から凜ちゃんのことが気に入ってたんだ。今まで隠かくしてきたんだけど、もう、耐たえられそうにない。だから──いいだろう？」


　和樹の右手が、彼女の肩に触ふれる。


「……貴き様さま！」


　剣けん豪ごう少しよう女じよとしての本ほん能のうか、凜は拳こぶしを握にぎりしめ、和樹目がけて突き上げた。


「おっと」


　軽くかわした。拳を摑つかみ、そのまま壁に押さえつける。


「あ──」


「やめようよ凜ちゃん。僕たちはこうなる運うん命めいだったんだよ。それにここには二人しかいない。いまさら嫌いやがっても、仕し方かたないだろう？」


「な、なんだと……」


　凜が歯はを食いしばった。ぎりぎりと、音が聞こえるようだった。


（くくく）


　頭の奥底で、低い声がする。


（そうだ怒れ、騒げ、死ぬ気で抵抗しろ。その力こそが私の源、血けつ肉にくとなるのだ。さあ！）


　だが凜は、ふっと顔をそらした。


「わ、分かった……お前がそこまで、いうなら……」


「え？」


「確かに、嫌がることはないかもしれん。強ごう引いんなお前も……その……いいと思う」


「あの……凜ちゃん？」


　意外な展てん開かいに、和樹は力を緩ゆるめた。しどろもどろになる。


「いやあのね、こういう時って、もっと抵抗するもんだろ」


「わ、私は確かに、乱暴だし口く調ちようも古くさい。男性に免めん疫えきはないし、付き合った経験だって……ない。だからこそ、自分に素す直なおになろうと思っている。式森が相手だったら、私は……」


「え、え、えーと」


　凜がこっちを向いた。


　軽く目が閉じられた。唇くちびるが上を向き、かすかに震ふるえている。身体はまだ緊張しているが、それでも全てを任まかせようとしているのが感じられた。


「あ、あのね……」


「式森……」


「あ……い……う……うわわーっ！」


　和樹は叫さけぶと凜に背を向け、洗面所を飛び出した。


　勢いきおいよく扉を閉しめ、肩で大きく息をする。


（ど……どういうことだ！）


（知らないよ！）


　自分の意い志しでは動けないので、とりあえず怒ど鳴なった。


（知らないことあるか！　お前の記き憶おくによると、あの女は乱暴ですぐに刀を振り回すことになってるぞ!?）


（そうだよ。凜ちゃんはいつも僕の命を狙ねらって……）


（じゃあなんで素直になるんだ!?）


（それはその……なんでだろ）


（もういい。あいつは頼たよりにならん。年上のあいつにしよう）


　和樹は凜が出てこないうちに、二階へ登のぼった。





　和樹は大きく深しん呼こ吸きゆうをすると、室内へ入った。


「あら和樹」


「玖里子さん」


　玖里子は自分の鞄かばんを押入にしまっているところであった。四人で住むのだから相そう当とう荷物が多くなるはずだが、手て際ぎわがいいのかそれほど圧あつ迫ぱく感かんはなかった。


「終わりましたか」


「うん。だいたいね」


「そうですか……」


　じっと玖里子を見つめる。頭の中の和樹は慌あわてた。


（こら、またやるのか！）


（そうとも。彼女なら好こう都つ合ごうだ。向こうから迫ってくるほど積せつ極きよく的てきで、しばしば力をともなっている。これなら私の生命力の源となるだろう）


（やめろっての！）


　もちろんやめなかった。玖里子とじっくり見つめ合う。しかし凜の時とは違い、今度は上目づかいをして、あまり意い志しを見せない。


　しばらくしてから、和樹が先に視線を外はずした。


「……どうしたの？」


「その……あまり見ないでくださいよ。恥はずかしい」


「やだ。和樹が先に見てきたんじゃない」


　玖里子は笑った。


「変な子」


「変……ですか」


「変よ」


　彼女は押入を閉めた。立ち上がり、窓まど枠わくに寄よりかかる。


「それで、和樹君はお姉さんになんの用かな」


「あの……玖里子さんに会いたくて……」


「ふーん」


　じろじろと、玖里子の視線が和樹の全身を走った。


「なにか悩なやみでもあるの？」


「……えっ？」


「言ってごらんなさい。聞いてあげるから」


　彼女はまるで本当の姉のように、ゆっくりと優やさしい声こわ音ねで訊きいてきた。


「夕菜ちゃんがまたやきもち焼いた？　凜が女っぽくなった？　舞穂ちゃんが恋に目め覚ざめた？」


「あ……あの……玖里子さん？」


　和樹はどぎまぎした。いつもとは別の意味で、心臓の鼓こ動どうが速くなる。


「なあに？」


「なんかおかしい……ですよ」


「なんで」


「だっていつもは、僕と二人っきりになったら……」


「隙すきあり！……って、飛びかかってくると思った？」


「ええ……」


　くすくす笑う玖里子。


「そうそういつまでも、乱らん暴ぼうしてられないわよ。あたしもねえ、少しは女らしいとこ、あるの」


「それは……困こまるなあ」


「なんて言うんだろ。あまりふざける気もなくなったのよね。落ち着いたっていうか。ああ、もちろんあんたのことは狙っているわよ。だけど犬みたいに飛びついたりはしない」


「うーん……」


「正せい々せい堂どう々どう。うん、やっぱりそれがいいかもって思っちゃったのよね。だからここで、みんなと住むのはいいことなのよ。夕菜ちゃんや凜と立場は同じでしょ。ちゃんと勝負ができるわ」


　玖里子は照てれたように、はにかんだ。


「それにね。あたしもそういうこと、手て慣なれてるってわけじゃないのよ」


「は？」


「ふふ、内ない緒しよ。安心しなさい。そんなに乱暴なことはしないから。その方がいいでしょ」


「いやそれは……なんというか期待はずれなんだけど……」


「あら、そう？」


　彼女は窓際から離れた。すらりとした肢し体たいが、和樹に接せつ近きんしてくる。


「だったら……ちょっとだけおねだりしていい？」


「な、なにを」


「これ」


　そっと自分の唇を差す。


「駄だ目めかしら」


「え、えーと……えーと」


「……ほら。やっぱり駄目だ」


　玖里子の身体が離れた。元の位置に戻る。


「これでも拒きよ絶ぜつなんだから、飛びつかない方がいいってことなのよ」


「……ごめんなさい」


「謝あやまるのはよしなさいな。あんたが悪いって訳わけでもなし」


「その……僕がもう少し、なんというか経けい験けんを積つんでから……」


「ふふ。それがいいかもね」


　彼女はまた笑った。柔やわらかく、淡あわい笑顔だった。


　和樹は頭を下げ、部屋を出ていった。去さり際ぎわ、「あたし、待つ女よ」との声が聞こえた。


　静しずかに廊下に出て、ほっと胸をなで下ろす。


（……まったく、話が違うぞ！）


　怒いかりが頭からわいていた。


（今ごろ強ごう引いんにこの身体は奪うばわれ、私は女の力をたっぷりと浴あびているはずだったのに）


（僕だってそうなると思ってたよ！　びっくりしたのはこっちだ）


　和樹は嘆なげいた。このところの玖里子は妙みように女らしく丸かったが、今日は格かく別べつだった。


（しかしなんだか悪いことした気がするな）


（僕もそんな気がするけど……でもやっぱりやだ！）


（くそ。ならばあの小さい娘だ）


（えええっ!?）


　和樹は仰ぎよう天てんした。


（舞穂ちゃんはまずい！　本当に犯罪だよ！）


（手段は選えらんでられん。いくらなんでも幼よう女じよ。イタズラには抵抗するだろう）


　そこに足音がした。下から舞穂が上がってくるところであった。トイレにでも行っていたのだろう。


　いったん深呼吸をし、和樹は表情をさわやかっぽく作った。


「やあ舞穂ちゃん」


「にゃ、和樹君」


「ちょっといいかな」


　舞穂の手を引いた。廊下の奥、山積みになった発はつ掘くつ資料の隅すみまで連れていく。


「なあに」


「ちょっと僕といいことしようね」


　ストレートに言った。口元ににやついた笑いを張りつかせる。露ろ骨こつに変へん質しつ者しやであった。


「どんな？」


　舞穂は小首をかしげた。


「そうだね……まずその服を脱ぬいでみようか」


　彼女はだぶだぶの制服を着ている。袖そで口ぐちも裾すそも大きく、身体のラインも出ていない。そのため下がどうなっているか分からないが、さすがに警けい戒かいするはずだ。


　しかし舞穂はあっさりと答えた。


「うん。いいよ」


　ボタンに手をかける。


「ちょ、ちょっと待った！」


　小さな手を押さえる。きょとんとしていた。


「あのさ……もう少し、変に思ってもいいんだよ？」


「なんで？」


「なんでって……おかしくない？　こんなところで、どうして服なんか脱ぐのさ」


「脱いでって言ったの、和樹君だよ」


「そうだけど……」


「じゃあ」


　またボタンを外そうとする。


「やめなさいって！」


「うにゃー、しろって言ったりやめろって言ったり、どっち？」


「脱ぐ方だと思うんだけど……」


「なら脱ぐね」


　制服の前がはだける。和樹はとっさに、両手で舞穂の身体を抱かかえた。天てん井じようを向き、見ないようにする。


「わーん、これじゃ脱げないよう」


「いいの。はしたない真ま似ねはやめなさい」


「脱げって言ったくせにー」


「これじゃ悪い人に連れていかれるよ。もっと抵抗しなきゃ駄目」


「……あ、和樹君って、そういうプレイがいいの？」


「そんな単たん語ご、覚えるんじゃない！」


　和樹は小さい身体を抱え上げると、自分の部屋の戸を開けた。中に押し込め、出てくる前に閉める。


　そうしてから、「和樹君ひどいよお」の声を背に浴あびつつ、階段を下りた。


（……まったく、どいつもこいつも！）


　全身を支配しているはずの男は、もはや怒り狂くるっていた。


（この国の倫りん理り、道どう徳とく教きよう育いくはどうなっているんだ!?　男というものをなんだと考えている！）


（それは僕も悩なやむときがある）


　和樹は正直に答えた。が、それくらいで収まりそうにない。


（これではなにもかも台無しだ。とんでもない奴に取りついてしまった……ん？）


　かすかだが、不ぶ気き味みな笑い声がした。


（ふっふっふ。ちょうどいい女がいるではないか。些さ細さいなことでも怒り、恐おそるべき魔力を発はつ揮きする女が）


　和樹はとても嫌いやな予感がした。


（……もしかして）


（素す晴ばらしい。最初からそうすれば良かったのだ。今は料理の支し度たくをしているな。よし）


（いやちょっと、一番まずいんじゃないかな。ねえ！）


　勇ゆう躍やく、キッチンへと向かった。





　台所では夕菜が一人、食事の下ごしらえをしていた。まな板を前に、野や菜さいを刻きざんでいる。


「夕菜」


「はい？」


　彼女は包ほう丁ちようを置き、振り返った。


「なんでしょう」


「夕菜……しよう」


　過か程ていを全すべてすっ飛ばし、ダイレクトに伝つたえた。


「え……きゃっ！」


　和樹は彼女を押し倒した。力を込め、両肩をフローリングの床ゆかに押さえつける。テーブルの上の食器がかちゃかちゃ鳴った。


「抵抗するなよ」


「和樹さん……そんな強ごう引いんに……」


「望のぞんでいたんだろ？」


「はい……きゃっ」


　恥はずかしげに横を向く。


「嬉しいですけど、なんで……」


「今に分かるさ」


　エプロンを剝はぎ取った。小ぶりだが胸むねの膨ふくらみが、はっきりと分かる。


　夕菜は逆さからわなかった。口では拒きよ絶ぜつをしていたものの、なすがままになっている。期待している節ふしすらうかがえた。


「こんなところ、人が……」


「誰かに見つかる？　それでいいんだよ」


「やん……優やさしくしてくださいね」


　スカートを捲まくろうとした。が、


「式森！」


「和樹!?」


「あー、和樹君がやらしいことしてるー」


　キッチンにやって来た三人の声が一いつ斉せいに聞こえた。凜は顔を青ざめさせ、玖里子は目を丸くし、舞穂はやたらはしゃいでいる。
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　三人は和樹と夕菜を見て、いったん言葉を止める。そして一気に喋しやべりだした。


「ななななんということを！　私にあんなことをした直後にこれか！」


「あんたあたしの純じゆん情じよう路ろ線せんをふいにする気!?」


「舞穂にも同じことしようとしたよねー」


　各おの々おの、自分との比ひ較かくを始める。


　その時、喉のどを鳴らす音がした。和樹ではない。


　夕菜が身体を起こそうとしていた。


　その顔には先ほどまでの期待も恥じらいも一いつ切さいない。目は逆三角形となり、口からは犬けん歯しが覗のぞいて、怒いかり一いつ色しよくに染そまろうとしていた。


「……和樹さん……」


　いつものマグマである。だが彼の頭の中では、跳とび上あがらんばかりに喜よろこんだ声がしていた。


（見ろ、思った通りだ。この女の嫉しつ妬との感情は素す晴ばらしい。これが私の求めていたものだ！）


（いや、それはちょっと……）


　夕菜が立ち上がった。全身に細こまかな精せい霊れいが飛び交かい、オーラが揺ゆらめいている。


「……どういうことなんだか、説明してもらえますか……」


「説明もなにも、見ての通りさ」


　へらへらと、和樹は告げた。


「凜ちゃんにも玖里子さんにも舞穂ちゃんにも、似にたようなことをしようとしたわけ。ま、夕菜はついでだったかな」


「つ、ついで!?」


「そう。時間が余あまったからね。しなくてもよかったかなって思っちゃうけど」


「……最低です」


「そーかなー、僕は楽しんだけど」


「……うがー!!」


（こい！）


　和樹は夕菜の力を受け止めようと身み構がまえる。


　だがその身体は、衝しよう撃げきと共に突き飛ばされ、壁に激げき突とつした。


（なっ……!?）


　夕菜は両手を握にぎりしめてはいるが、立ったままだ。


（今のはただの気だぞ!?　どうしてここまで飛ばされる!?）


（知らないよ！）


　轟ごう音おんがしてキッチン内に突とつ風ぷうが吹いた。あっという間に夕菜の許に精霊が集しゆう結けつ、灼しやく熱ねつの炎ほのおを形作る。その大きいこと。


（げっ！）


　頭の中が飛び跳はねる。


（おい、受け止めるんだろ!?）


（いやあれは……無理だ！）


　逃げ出すと同時に、魔法が放たれた。


　炎が渦うず巻まき、あたりが紅ぐ蓮れんの地じ獄ごくと化かす。爆発で背中があぶられた。


（あちちちち。髪が燃もえる！）


（おーい、僕の身体だぞ！）


（二階へ逃げる！）


　四つん這ばいになって避ひ難なんした。頭を抱かかえ、自分の部屋に飛び込む。


　扉に鍵かぎをかけるが、扉は豆とう腐ふより脆もろそうに見えた。


　案あんの定じよう、あっさりと破やぶられた。


　和樹は気が遠くなった。阿あ修しゆ羅らと化した夕菜が、そこにいた。


「……最低な和樹さん」


　地獄の悪あく魔まも、もっと優しいだろうと言いたくなる声せい質しつだった。


「遺ゆい言ごんを聞いてあげます。どんなことがありますか。五秒で話しなさい」


　和樹の心臓はドラムを鳴らしたままどこかへ逃とう亡ぼうした。汗あせの蛇じや口ぐちが全開になり、一瞬で服を濡ぬらす。


（おい、あんなこと言ってるぞ！　ああいう力を使って復ふつ活かつするんじゃないのか!?）


（許きよ容よう量りようを超こえている！　物事には限げん度どというものがあるのを知らんのか！）


（知ってるけど、お前が聞かなかったんじゃないか！）


　もちろん夕菜にこんなやりとりは聞こえない。「時間切れです」と宣せん告こくすると、一歩一歩距離を縮ちぢめてくる。


（うわー、もう駄目だー！　死ぬー！）


（落ち着け！　まだ手はある……おおそうだ。あれだ）


　壁かべ際ぎわに手を伸のばし、サイドボードに載のっている胸像を取った。頭の部分を摑つかんでしっかり抱きかかえる。


（こ、これ!?）


（そうとも。これで安心だ！）


　すうっと力が抜けた。


　意い識しきが遠ざかるように感じられ、すぐに元に戻る。はっとして顔を上げた。


　自分の意い志しで、身体が動いた。


「やった……って、おいこら！」


　眼前にはやっぱり夕菜がいる。当然激げき怒どしたまま。


「お前が逃げただけじゃんか！　僕はどうなるんだ、おーい！」


　胸像を鷲わし摑づかみにして怒ど鳴なる。しかしなにも返事はない。再ふたたび深い眠りについたようだ。


「いい加か減げんにしろ！　僕にこのあとどうしろってんだ！　無む責せき任にんだぞ！……ゆ、夕菜、ちょっと話を聞いてくれないか。あの、その火か炎えんはなんなのかな？　な、なんで僕目がけているんですか。ねえ、やめて……う……うわーっ!!」


　最後に彼が見たのは、真っ赤に燃える炎の龍りゆうであった。


　のちに和樹を治ち療りようした紅尉は、どうして生きているのかとしきりに不ふ思し議ぎがった。


　マヤ文明が残したあの胸像は、その後健太郎の研究室を飾かざっているそうである。




　番外編　ラバーズ・アゲイン










　式しき森もり和かず樹きが宮みや間ま夕ゆう菜なの買い物に付き合わされるのはいつものことである。とかく夕菜は和樹と外がい出しゆつをしたがる。「だって妻つまなんですから」ということもあるが、一いつ緒しよにいる時間をどこまでも長くしたいタイプなのだ。大半は和樹が恥はずかしがり、口こう実じつを設もうけては断ことわっていたのだが、最近ようやく慣なれてきたところであった。


　この日にち曜よう日びも、駅前のデパートまで買い物に出た。大したものではない、普ふ通つうの文ぶん房ぼう具ぐであったが、夕菜はデート気分だったので終しゆう始しにこにこしていた。和樹は照てれくさかったが、夕菜の機き嫌げんの良さを見ていたためか、和なごやかな気分になっていた。


　買い物が終わり、二人は家いえ路じについた。夕菜の荷物は和樹が持った。それほど重いものではない。


　他た愛あいのない会話をしながら、ゆっくり歩いていた。


「ええっと、今週、小テストがありますよね」


　思い出すように夕菜が言った。


「そうだっけ？」


「そうですよ」


「来週じゃなかったっけ」


　和樹は首をひねる。


「今週です」


　確認するように夕菜が言う。


「伊い庭ば先生が言っていたじゃないですか。それじゃまた、点てん数すう悪わるくなっちゃいますよ」


「今週が来週になっても、悪いと思うんだけどね」


　和樹は半なかば悟さとりきった表情である。最近はそれなりに努力をするようになったのだが、学がく業ぎよう成せい績せきに重おもりがついているらしく、浮ふ上じようの兆きざしが見えないのである。


「勉強は、集中力と継けい続ぞく性せいが大事なんです。手を抜ぬいたらそこでおしまいなんですから」


　彼女の言ってることには一いち理りどころか百理くらいある。授業をきちんと集中して受け、ノートを取っていれば、テストで悪い点は取らない。成績が沈しずむのはどこかで手を抜いているのだ。


　無む論ろん和樹もそれは承しよう知ちしている。


「んー、分かった。勉強しなきゃ」


「お願いしますね」


　なんだか世せ話わを焼やかれているようである。実じつ際さい、焼かれているのだが。


　商店の並ならんだアーケードから住じゆう宅たく街がいへと入る。人の数も少なくなっていった。


　和樹は頭の中で、小テストの範はん囲いを反はん芻すうしていた。ときおり、夕菜に確認をとる。


「テストは魔ま法ほう史しだから、実じつ技ぎはなしだよね。このところ十八世紀をずっとやっていたから、ええと……あれ？」


　和樹は思わず目を凝こらした。


　前方に見み慣なれた男がいたのだ。長身にスポーツマンのようなしっかりした肩かた幅はば。大おお股またで歩く姿。


　和樹と夕菜の所属する二年Ｂ組のクラスメート、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこであった。


　ねえ仲丸、と声をかけようとしたら引っ張られた。


　夕菜が横道に行こうと、袖そでを引いていた。


「なにするんだよ」


「こっちに行きましょう。声かけちゃ駄だ目めです」


　彼女は声を小さくしている。


「どうしてさ」


「仲丸さんをちゃんと見てください。大声出しちゃ駄目ですよ」


　言われたとおりにした。


　よく観かん察さつすると、仲丸の隣となりに女の子がいた。短みじかめの髪にスカート姿すがた。寄より添そうように歩いている。


「あれっ、松まつ田ださ……」


　口が塞ふさがれた。


　夕菜が力をこめて、和樹を引きずった。彼は目を白しろ黒くろさせながら、横道に引きずられていった。


　そこでようやく解かい放ほうされた。夕菜は腰こしに手を当てていた。


「大声出しちゃ駄目って言ったじゃないですか」


「ごめん。でも、松田さんがいたからさ」


　仲丸と一緒にいたのは、これもクラスメートの松田和かず美みだったのである。


「だからいけないんです。邪じや魔ましちゃ悪いじゃないですか」


「邪魔？　またあの二人、金かね儲もうけの相談をしてたんじゃないの？」


　仲丸と和美は、Ｂ組の誇ほこる守しゆ銭せん奴どマシーンである。どちらも勉強、魔力とも優すぐれているのに、金と権けん力りよくにしか知ち性せいを傾かたむけないのだ。Ｂ組の男子と女子を悪い意味で代表するような存在であった。


　だが夕菜は、「違います」と言った。


「そんなのじゃないですよ。そういう話はしてないです」


「じゃあ口くち喧げん嘩かかな。仲悪いもんなあ」


「そういうことでもないです」


「なんで分かるのさ」


「分かります」


　確かく信しんしきった言葉である。


　和樹の疑ぎ問もんはどんどん深まった。


「金儲けでも、口喧嘩でもない……？」


「もう、分からないんですか？」


　呆あきれたような夕菜。


「全然」


「ほんっと鈍にぶいんですから。寮のお掃そう除じしたときもそうでしたよね。あのですね……」


　夕菜の口が、和樹の耳元に寄せられた。


「……ええっ！」


　今度は遠えん慮りよなく大声を上げた。


「仲丸と松田さんが……デート!?」


　和樹にとって驚きよう愕がくを超こえた、腰が抜けそうになるほどの事実であった。


　あの二人は仲が良くない。和樹はそう思っていた。どちらも他た者しやを信しん用ようしておらず、己おのれの利り益えきを優ゆう先せんさせる。なにかにつけて衝しよう突とつしており、ライバル関係にあったのだ。


　その二人がデートとは、「明日から猿さるが地球の支し配はい者しやになります」と言われたような気分であった。


「でもデートなんて……仲丸と松田さんだよ!?」


「そんな雰ふん囲い気きはありました。あれはデートです」


「まさか……でも……」


「前から松田さんは誘さそおうとしてましたよ。今日は日曜ですし天気も良かったですから、仲丸さんも断ことわらなかったみたいですね」


「うーん……」


　和樹は考え込んだ。驚くどころではない。確かにこの目で見たが、それでも信じがたいできごとだった。


　確かに、あの二人が揉もめているようには見えなかった。それどころか二人の距きよ離りが近く、やけにくっついているようにも感じられた。親しん密みつだった気もする。


　やはりデートだったのか。近ちか頃ごろにない大ニュースである。新しん聞ぶん部ぶ部長の鳴なる尾お来らい花かあたりが聞いたら、跳とび上がって喜よろこぶだろう。


（そうだ、ニュースだ……）


　じっくりと考える。こんなに頭を使ったのはいつ以来だろうというくらい、思し考こうを巡めぐらせた。


「ですから、お二人の邪魔をしちゃ駄目なんです。デートの最中に声なんかかけたら、怒られるだけじゃなくて傷きずつけちゃいます。ああ見えても松田さんは女の子なんですから、もっとデリカシーを──和樹さん、聞いてますか」


　聞いていなかった。それどころではないのだ。


「もう。……なに笑っているんです？」


　そう。和樹は確かに笑っていた。


　彼は身体の奥おく底そこから湧わき上あがってくる歓かん喜きを、抑おさえることができないでいた。





　　　　○





　翌日、和樹は早起きをした。


　いつもならぎりぎりに行くか、遅ち刻こくをする。布ふ団とんからなかなか出られないタイプなのである。それが今日ばかりは、目め覚ざまし時計より遥はるかに早く起きたのである。しかも夕菜を誘って学校に向かった。


　教室にはまだ、半数ほどしかいなかった。和樹はざっと見て仲丸と和美がいないことを確認し、クラスメートが揃そろうのを待った。


　主要なメンバーが来たのを見てから、教きよう壇だんに立つ。


　いつもなら、引っ込み思じ案あんでリーダーシップに欠かける和樹が、クラスメートの前に出ることなどはない。しかし今日だけは違っていた。


「みんな、聞いてくれ」


　音を立てて教壇を叩たたき、注目を集める。


「昨日、信じられないものを見たんだ。いや、僕は今だって自分の目に映うつったものを信じられない。だけどどう考えても事実だったんだ」


　いつも仲丸が言ってそうな話し方を、思い出しながらおこなう。クラスメートたちは、「式森のやつ、悪いものでも食ったか」と言いたげな顔をしていた。


「実は昨日、仲丸と松田さんがいた。別に不思議はないのかもしれないけれど、この二人は──」


　見たことを、事こと細こまかに話す。


　聞き終わった生徒たちは一いつ斉せいに「はあ!?」と大声を出した。


「仲丸と松田がデート!?」


「あいつら互たがいに宿しゆく敵てきだと思っていたはずだぞ」


「日本が沈ちん没ぼつするよりありえないわ」


　口々に言い出した。当然の反はん応のうである。皆、あの二人がカップルになるなど思ってもいなかったのである。


「信じられないのはよく分かるよ。僕だってそうだった。だけど僕以外にも見た人はいるんだ。夕菜」


　和樹は夕菜をうながした。彼女は戸と惑まどいながらも、自分の見たことを丁てい寧ねいに説明した。


　ざわめきが急きゆう速そくに収まった。和樹だけならまだしも、夕菜も口くち添ぞえしたのである。このクラスで彼女の証言は、誰だれよりも信しん頼らい性せいがある。


「みんな、こんなことを言うのは心苦しく……もなんともないんだけど、仲丸と松田さんがデートしたんだ。これはＢ組協きよう定てい第……ええと、何なん条じようだかに違い反はんしていることだと思う」


　席のあちこちから、そうだ、そうだと声が上がる。


「ここはやっぱり僕たちで糾きゆう弾だん、じゃないや、確かく認にんするべきなんじゃないかな。もちろんあの二人が付き合ってるなんてことになったら──」


　その先は言う必要がなかった。クラスメートたちが、一斉に発言を始めたのである。


「第五条第三項に違反だ！　取とり締しまろう！」


「第十六条修しゆう正せい第九項の方がいいわ！　厳げん罰ばつに処しよすのよ！」


「ついに仲丸と松田の弱よわ味みを握にぎったぞ！」


「このチャンスを待っていたわ！」


　誰もが息いきつく暇ひまもなく喋しやべっている。台詞せりふこそ過か激げきだが、揃そろって嬉うれしそうであった。
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　Ｂ組をＢ組たらしめているのは、友情でもなければ学力でもない。利り害がいである。損そん得とくこそが彼らを結むすんでいる糸なのだ。


　この糸はちょっとしたことでも切れ、また繫つながる。それは隙すきを見せたときに起こりやすい。Ｂ組生徒が異い様ように自じ己こ防ぼう衛えい本ほん能のうが働はたらいているのもこのためだ。


　今回は、仲丸と和美が隙を見せたのである。ましてこの二人は、Ｂ組でもトップクラスの腹はらの黒くろさを誇ほこっていた。敵を作りやすいのである。そしてクラスメートはほぼ全員、「他人の足は引っ張るもの」を信しん条じようにしている。


　なにが起こるかは明らかであった。


　和樹の胸には、えもいわれぬ充じゆう実じつ感かんが漂ただよっていた。本当なら夕菜と二人でいたことも問題になるのだが、仲丸と和美というインパクトが強すぎるので、気づかれないくらいなのである。


「和樹さんっ」


　夕菜が慌あわてたように教壇まで来た。


「なんてことを言うんですか。わたしに説明してくれなんて言ったのは、仲丸さんや松田さんのことを──」


「ごめん夕菜。でも、これは仕し方かたのないことなんだよ」


　彼はなるべく深しん刻こくそうな声を作ろうとした。


「仲丸と松田さんがＢ組の協定違反をするなんて……信じられないけど、僕だって見たんだ。クラスに報告するのが義ぎ務むだと思う」


「和樹さん……」


「あの二人が違反……仲丸が自分の作った規き則そくに足元をすくわれた……」


「……にやにやしすぎです」


「そ、そう？」


　和樹は急いで頰ほおをこすった。


「なんでこんなことをするんです」


「だ、だってさ、仲丸のやつ、いつも僕に絡からんでくるじゃないか。あいつのおかげで、僕はろくな目にあわないんだよ。変な友情理り論ろんとか持ち出されて。松田さんだってあんなに美び人じんなのに、僕のことを株かぶ券けんかなにかと思っているんだ。それが……それが、二人の方から弱味を！」


　思わず拳こぶしを固める。


「僕はこのチャンスを逃のがす気はないよ。仲丸と松田さんに復ふく讐しゆうするんだ！」


　教壇から教室を眺ながめた。クラスメートたちは、いかにして二人を陥おとしいれるか議論を始めている。和樹が油を注そそぐまでもなく、火は燃もえさかっていた。


「夕菜……僕は葵あおい学園に入学して初めて、Ｂ組で良かったと思ってるよ」


「……知りません」


　夕菜が呆あきれたようにそっぽを向く。


　そんなことが気にならないほど、和樹は至し福ふくに満ちていた。





　　　　○





「仲丸由紀彦・松田和美　告こく発はつ委い員いん会かい」は放課後に発ほつ足そくした。無む論ろん、二人にはばれないようにである。そのため授業中、休み時間ともこの話題はまったく触ふれられなかった。見み事ごとなまでの連れん係けいプレーであった。


　例によって委員会の委員長に誰がなるかで揉もめたが、それも些さ細さいな問題でしかなかった。とにかく和樹が、信じられないほど喋り続けたのである。


　今までの鬱うつ憤ぷんやらストレスやらを、吐はき出しそうな勢いきおいであった。聞いていた女子が「式森君って、こういうキャラだった？」と口にしたほどである。


「具ぐ体たい的てきな証しよう拠こが必要なんだと、僕は思う」


　和樹は一同を見回した。委員会と言っても、クラスの大たい半はんが加か入にゆうしていた。


「あの二人のことだから、証拠がないとしらを切るはずなんだ。反はん論ろんできない事実があれば、観かん念ねんするよ」


「どんなの？」


　女子生徒の一人が訊く。


「デートしてる写真とか、会話の録ろく音おんとかさ。ぐうの音ねも出ないものを集めるんだ」


「集めるのに骨ほねが折おれそうだな」


　眼鏡めがねをかけた男子生徒が言った。浮う氣き光みつ洋ひろである。


「仲丸は警けい戒かい心しんが強いからな。なかなか狙ねらって撮とれるものじゃないぞ」


　説せつ得とく力りよくのある言葉であった。この男は小さいころから仲丸のことを知っているのだ。


「うーん、手分けすればなんとかならないかな」


「できないことはないと思うが、難むずかしい」


「じゃあ松田さんの方はどうだろ」


「沙さ弓ゆみに頼んでみようか」


　中なか田た一いち子こが言う。アイドル顔なのだが、駆かけ引ひきや裏うら工こう作さくが大好きという特とく徴ちようを持つ。


「沙弓は和美と中学が一緒でしょ」


「いやそれも危あぶない。例の詩しのことがあったんで、杜もり崎さきは松田のことに苦にが手て意い識しきを持ってる。どうやら松田がまだ、過か去この秘密を握にぎっているらしいんだ」


　浮氣の台詞に、全員が「うーん」とうなる。


　なかなか話は進まなかった。誰かがなにか言うと、必ず反はん論ろんが出てくる。


　それらはいつものように的まとはずれだったり、反論のための反論でもない。Ｂ組を代表する陰いん謀ぼう家かである二人であるため、警戒が強いことは容よう易いに予よ想そうできるのだ。


「いっそ合ごう成せい写しや真しんでなんとかするか」


「見み抜ぬかれるわよ。潔けつ白ぱくを証明するためにいくらでも金をつぎ込んでくるわ」


「魔法で強ごう引いんにくっつけちまう」


「魔力はあの二人の方が上だ」


「人じん工こう衛えい星せいで追つい跡せきする」


「誰がそんな手しゆ段だん持ってるのよ」


　議ぎ論ろん百ひやく出しゆつであったが、結けつ論ろんまで至いたらない。


　和樹に焦あせりが生じた。小テストが近いので、このままではなにもおこなわれないまま流される可能性もある。それだけは嫌いやだった。なにしろ、一生に一度あるかないかの、仲丸・松田コンビへの復讐なのである。


　その時、小こ柄がらな女の子が近づいてきた。


「ねーねー、和樹君」


　栗くり丘おか舞まい穂ほであった。舞穂は委員会に所しよ属ぞくしているわけではない。そもそも委員会の主しゆ旨しを理り解かいしているかどうかも怪あやしい。「クラスの人がみんないるから」やって来たのである。


「なに、舞穂ちゃん」


「さっきねー、松田さんに会ったよ」


「うん、それで」


「明日の放課後ね、仲丸君と出かけるみたい」


「えっ！」


　和樹だけではなく、全員が舞穂のことを見た。


「どっ、どこに!?」


「んー、遊ゆう園えん地ちって言ってたと思う。なんか人に教えたくなかったみたいだけど……」


　相手が舞穂なので油ゆ断だんしたのであろう。貴き重ちような情報であった。


「チャンスだ……これはチャンスだ……」


　和樹は呟つぶやいた。どう考えてもデートである。遊園地というあたりが陳ちん腐ぷだが、逆ぎやくにリアリティを増ましていた。


　これを逃したら後はない。時間は二人にカムフラージュする余よ裕ゆうを与あたえてしまう。早ければ早いほどいい。今ならまだ気づかれていないから、シャッターチャンスが山のように転ころがっているかもしれないのだ。寄り添そったり手を繫つなぐだけではない。もしかしたらキスシーンまで──


「舞穂ちゃん！」


　和樹は彼女の肩をがっしと摑つかんだ。


「仲丸と松田さんは、何時からどこの遊園地に行くの。教えて！」


「えーと」


「早く早く！」


　力を込めて揺ゆさぶった。


「にゃー、和樹君痛いたいよー」


「早くってば！」


「痛いー」


　舞穂は悲ひ鳴めいを上げた。それでも和樹は、離さず揺すり続けた。





　　　　○





　舞穂から聞き出したところによると、二人のデートは翌よく日じつであった。日曜日に会ってから間がない気もしたが、デートはデートである。


　和樹は先せん頭とう切って準じゆん備びを始めた。いつもの消しよう極きよく性せいは影かげを潜ひそめ、なにかに取りつかれたかのような行動力を発はつ揮きしていた。


　まずカメラを用よう意いし（鳴尾来花に独どく占せん報ほう道どう権けんを与あたえる約やく束そくで借かりた）、録ろく音おん器き材ざいを調ちよう達たつし（放送部を拝おがみ倒した）、人員を集めた（告発委員会の面々）。夕菜は呆れて舞穂と共にどこかへ行ってしまったが、それでも計画は進んだ。


　準備は驚きよう異い的なスピードで整ととのえられた。そして当日の放課後を迎むかえた。


　担任の伊庭かおりによるホームルームが終わり、帰り支じ度たくとなる。


「じゃあ先に帰るわね」


　和美が手を振って、真っ先に教室から出ていった。


　和樹はその姿を目だけで追い、


「仲丸」


　と声をかけた。


「今日はどこかに寄ったりする？」


「いや、さっさと帰るつもりだ」


「ふーん。暇ひまなら遊ぼうか」


「暇ってわけでもないんだが……珍めずらしいな。お前が俺おれを誘さそうのか？」


「いや、忙いそがしいならいいよ」


　和樹は話を打ち切った。仲丸は変な顔をしていたが、やがて出ていった。


　下げ駄た箱ばこまで行くのを確認してから、和樹は叫さけんだ。


「やろう！」


　クラス中が立ち上がる。


「時間差で帰るとは、また初うい々ういしいことを」


「あれは確実にデートね。確かく信しんが深まったわ」


　そんなことを言いながら、出発していく。


　あるものは魔法で姿を消し、あるものは機材を肩かたにかけ、仲丸と和美の姿を追う。皆、黙々と進んでいった。それはまるで、狩かりにおもむくヴェテラン猟りよう師しか、はたまた火か災さい現げん場ばに向かう消しよう防ぼう士したちか──などということはなく、「クラスメートの弱味を握にぎろうとする生徒たち」以外のなにものでもなかった。


　和樹も当然二人の足取りを追った。魔法に制限のある彼は、当然歩きである。


　仲丸と和美の姿は、すぐに見つかった。


　二人並んでいる。油ゆ断だんしてるようだ。


　駅まで向かい、切きつ符ぷを買っている。電でん車しやに乗る気だ。


　和樹とその他大勢の生徒たちも、まるで磁じ石しやくに引ひかれる砂さ鉄てつのように跡をつけた。


　郊こう外がいにある、小さな遊園地についた。チケットを購こう入にゆうして、入にゆう園えんする。


　ここはそれほど派は手でなアトラクションはないが、あまり混こむことのない、一種の穴あな場ばであった。ましてや平日なのだから、余よ計けいに人は少ない。


　待ち時間がない。デートにもぴったりであった。


「どれに乗るかが鍵かぎだな」


　浮氣が観かん察さつしながら言う。


「どれでも似にたようなものね。遊園地は基本的に二人で楽しむものだから。でも占うらない系けいはやると思うわよ。相あい性しようとか占ったりして」


　憎にく々にくしげに語る一子。他の生徒たちも「初心者のデートみたいなことしやがって」「幸せ光こう線せんを発して、あたりを焼やき払はらうつもりかしらね」と罵ののしり出す。


　和樹は黙だまっていた。乗る順番と種しゆ類るいにそれほど興きよう味みはない。いつシャッターチャンスが訪おとずれるかが問題なのである。その時こそが、勝利の瞬しゆん間かんなのだ。


　だがしかし。


　ことはそう簡単には進まなかった。





　遊園地に入ってから、かなりの時間が過ぎた。


「……動きがないわね」


　一子が呟つぶやく。和樹も同感であった。


　二人は遊園地の中でうろうろしているだけで、ちっともアトラクションに乗らないのだ。時々立ち止まるだけで変化がない。並んで歩いているところは何枚も写真に収おさめたものの、いまいち説せつ得とく力りよくに欠かける。


　遠えん距きよ離りからでも録音可能なガンマイクに会話は収められていたが、やはり天気や学校のことばかりで、面おも白しろみがない。


「おかしいなあ……」


　これが夕菜だったら、絶ぜつ叫きようマシンに乗りまくり、積せつ極きよく的てきに手を握にぎろうとして、ついでにしなだれかかるはずだ。


　しかしこの二人はなにもない。どっちも照れている、という言い方もできるのだが。


「どうするの式森君」


「そうだなあ……」


　このまま続けるしかない。


　しかし状況に変化は起こらなかった。時間ばかりが流れた。


　太陽が傾かたむき、日が陰かげってくる。


　もうすぐ夜になってしまう。客の数も少なくなりつつあった。


「おい、式森」


　眼がん前ぜんの空くう間かんが歪ゆがみ、すうっと人の形を取る。姿を消していた浮氣が現れた。


「どうしたの」


「おかしいぞ。あいつら施し設せつのないところへ行く」


　和樹は慌てて跡を追った。


　確かに二人は、敷しき地ち内の少し外れたところに移動しようとしていた。そっちは公園兼けん休きゆう憩けいスペースとなっていて、家族連れが弁べん当とうなどを食べるのに利用するところである。


「なにか食べるつもりか？」


「弁当も菓か子しも持ってないよ」


　公園のエリアまで来た。気づかれないように遠くから窺うかがう。


　和美がなにか言っていた。ベンチを指さしている。


　並んで座すわった。


　皆、色めきたった。


「チャンスよ式森君！」


「逃のがすな！」


「う、うん」


　言われるまでもなかった。横に並んで座ったのである。向かい合わせと違い、あらゆる行動に移れるポジションだ。


　複ふく数すうのカメラが構かまえられる。何人かはギリギリまでマイクを近づけ、残りは結けつ界かいを張はって部ぶ外がい者しやが入って来られないようにする。


　全員固かた唾ずを呑のんだ。


　繁しげみに面したベンチである。座っている二人の距離は微び妙みようだ。ラブラブ空間を形けい成せいしづらい隙すき間まが空あいている。和樹は心の中で、「もっと近づいて、もっと近づいて」と念ねんじた。


　和美が話しかける。仲丸が妙みような顔をする。


　そこで会話が途と切ぎれる。しばらくしてから、和美が背はい後ごを指さし示した。


　二人は立ち上がった。そして、繁みへと入っていった。


「あっ」


「やるわね。繁みに消えるなんて」


「一気にエロい世界へ旅立つ気か」


「チャンスチャンス！」


　手に汗あせをかきながらにじり寄った。匍ほ匐ふく前ぜん進しんをしているものまでいる。


　もはや特とく殊しゆ部ぶ隊たいの隊員である。和樹からして、驚きよう異い的てきな忍にん耐たい力りよくと集中力を発はつ揮きしている。かさりとも物もの音おとを立てない。それもこれも「仲丸と松田さんの弱味を握にぎれる」という目的のためであった。


　繁みの中からごそごそ音がしている。ぼそぼそと話し声までした。


　和樹は限げん界かいまで接せつ近きんした。


（カ、カメラを……）


　這はいつくばったまま、ゆっくりレンズを掲かかげ──


　ガタン、と音がした。


　カメラを落としたのだ。ストラップを手に巻まきつけていなかった故ゆえに起こったアクシデントである。


　拾ひろい上げたが間に合わない。


　繁みから誰か駆かけ出だしていく。同時に「あー、もう！」「警けい戒かいされたか!?」との叫さけび声。


　和美が頭をかきむしりながら立ち上がった。仲丸も、無む念ねんそうな顔をしている。


「あたし、跡を追ってみる！」


「頼む」


　和美が走り去っていった。


　仲丸がこっちを向いた。


「……式森？」


　和樹は硬こう直ちよくしたままであった。もちろん彼だけではなく、クラスメートたちも固まっている。


　仲丸はじろりと見回し、大きく息を吸すった。


「なにしてんだお前ら!?」


　腹を立てているのが分かった。つい怯ひるむ。


「な、仲丸をつけていたに決まってるじゃないか」


　怯みながらも、和樹は反はん論ろんした。


「俺を？　どうして」


「松田さんとデートしてるんだろ。Ｂ組の協定違い反はんだ。だから……」


「はあ？　俺が松田と？　どうかしてんじゃねえかお前」


　信じられん、といった顔をする仲丸。


「松田と俺に利り害がい以外に共通点があるのか」


「だったらなんで、遊園地に来てるんだよ。それに日曜日だって二人っきりでいたじゃないか」


「利害って言ったろ。俺はな、日曜日に松田から情報を得たんだ。それでここまで出で張ばって来たってのに」


　仲丸が腕を組んで睨にらむ。


「情報って……」


「小テストだ」


　彼はクラスメート全員に、嚙かんで含ふくめるように語かたった。


「今度の小テストの情報と、Ｆ組の動どう向こうを得えられるはずだったんだ。松田がＦ組に内ない通つう者しやを作った。教師側にも近い大おお物ものだ。この場で落ち合う手はずだったのに、これじゃ警けい戒かいされて関係を切られるぞ。松田が追いかけたが、無む駄だだろうな」


　聞いていた生徒たちは、全員ぽかんとした。


　あまりにもあまりな結けつ末まつである。デートではなかった上に、貴き重ちような情報まで手に入れ損そこなったのである。しかもＦ組内部に協力者まで仕し込こむ寸すん前ぜんだったのだ。蹴け落おとす日が、また一いつ歩ぽ遠のいたと言っていい。


「仲丸、その情報はどうするつもりだったんだ。金にするのか」


　浮氣の問いかけを、彼は否ひ定ていした。


「なんのために松田もいたと思っているんだ。互たがいの抜ぬけ駆がけを防止するためだ。教師側の情報ともなると、話が大きくなる。まとまってからお前らにも公表するつもりだったんだが……」


　残ざん念ねんそうに付つけ加くわえた。


「もうだめだな。せっかくの取とり引ひきをふいにしやがって」


　途と端たんにあちこちから「ああー」と絶ぜつ望ぼう的な声が漏もれた。


「Ｆの善ぜん人にん共どもを潰つぶす機き会かいが！」


「情報を細こま切ぎれにして回すだけでも、かなりの金になったわよ！」


「デートのネタなんて、つまらんことに引っかからなけりゃ……」


　誰かが発したその言葉に、全員ぴたりと動きが止まった。


　和樹はとてつもなく嫌いやな予よ感かんがした。


「そうだ、式森だ！」


　浮氣が絶ぜつ叫きようした。


「式森がデマ流さなけりゃ、こんな失敗せずにすんだんだ！」


「ま、待ってよ！」


　弁べん解かいを一子が遮さえぎる。


「Ｂ組の利益を損なった罪つみは大きいわよ！」


「なんで！　みんな賛さん成せいしたくせに……」


「わたしたちは式森君の口くち車ぐるまに乗せられたのよ！」


　たちまちそうだそうだの声が発生した。


　これまたＢ組名物の仲間割れである。しょせん利害関係でのみ繫つながっているので、平気で手のひらを返すのである。


　いや、この場合は手のひら返しと言っても、怒りだけは本物だ。金になるチャンスを逃のがしたのである。おまけに「口車に乗せた」というのもまるっきり噓うそではない。


　和樹は必ひつ死しで言いつくろった。


「酷ひどいじゃないか！　一度は賛成したくせに。そりゃ僕だって仲丸の弱点だと思って驚きよう喜きして、ろくに確認しなかったし、みんなを煽あおったとは思うけど……あっ、なんで取り囲むんだ、おい！」


　周囲はぐるりとクラスメートによって塞ふさがれていた。男女とも目を三角にしている。


「ちょっと待った、僕になにかあったら世界にどんな影えい響きようがあるのか分からないんだぞ……って言っても無駄か。そうじゃなくて冷れい静せいに話し合い……なんて通じないもんな。えーと、とにかく助け──」


　誰かが「やれ！」と怒ど鳴なるのが聞こえた。


　同時に「手て加か減げんしてやる」と言われたのが、せめてもの慰なぐさめだった。





　　　　○





　舞穂が息を弾はずませて、立ち止まった。


「にゃー、走って一周してきたよ」


「ご苦労様」


　夕菜が頭をなでた。


「クラスのみんなが騒いでいたけど、放ほうっておいていいの？」


「いいんです。和樹さんにも、いい薬になりますから」


　横を向いて、にこりと笑う。


　そこには和美が、申もうし訳わけなさそうにしていた。


「危ないところでしたね、松田さん」


　和美はさっきから、うつむき加か減げんで顔を赤くしている。夕菜の台詞せりふも、あまり耳に入ってない様子であった。
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「どうしました？」


「……感かん謝しやしてるわよ」


「ありがとうございます。でもデートの口こう実じつにしてはかなり変ですよね」


「だって……」


「仲丸さんも鈍にぶいんですよね。Ｆ組の人から情報を得るためだけに、こんな遊園地にまで来る必要ないのに」


「修しゆう学がく旅りよ行こうで約やく束そくしたのに、仲丸君忘わすれてるから……」


「あら、この前の日曜日は？」


「あ、あれはたまたま会っただけ。そりゃ帰り道は一いつ緒しよだったけど、それほどいいものじゃ……」


「じゃあそこで、こんな変わった約やく束そくしたんですね。デートしたいならそう言えばいいのに」


「言えるわけないでしょ！　自分でも馬ば鹿かなこと口走ったって思ってるわよ！」


　和美は真っ赤になったまま怒ど鳴なった。


　夕菜は口に手を当て、おかしそうにしていた。


「乗り物にも乗らないで、歩いたままなんて」


「だから誘さそえなくて……」


「ベンチに座ったところで、和樹さんたちに気づいたんですよね。舞穂ちゃんが走ってごまかさなければ、どうなっていたかしら」


「あー、もう言わないで！　夕菜は知っていたのよね!?」


「はい。和樹さんが慣なれないことしようとするから、跡あとつけちゃいました。舞穂ちゃんにＦ組の人のふりをしてもらうのは、大変でしたよ」


　舞穂は誇ほこらしげに胸を張はった。


「ありがと……。で、お礼れいはなにがいい？　夕ゆう飯はんのおごり？　それとも誰かのスキャンダルネタ？」


「なにもいりませんよ」


　夕菜は答えた。


「へ？」


「わたしは松田さんの、こういう女の子なところが好きなんです。お互たがい男の人のことには苦労しますね」


　そう言って笑う。和美はまたうつむいた。


「からかわないでよ……」


「ごめんなさい。じゃ、帰りましょうか」


「そうね……。でもばれたのが夕菜で良かったわ。他のクラスメートだったら、あたしを一いつ生しよう脅きよう迫はくするわよ」


　聞いた夕菜は、ぽんと手を叩たたいた。


「あら。これ、もしかしたら、わたしが松田さんの弱よわ味みを握ったってことですか」


「あっ！」


　和美が口を押さえた。


「ちょ、夕菜！」


「そういえばそうですね。わたししか知らないことですもん。貴重な情報かしら」


　スキップするように歩き出す。その背中に、和美がすがりついた。


「ね、ね。誰にも話したり、売ったりしないわよね」


「どうしましょうか」


「止やめて、お願い！」


「うふふ。これって楽しいかも」


「止めてー！」


　和美が泣なき叫さけんだ。


　時じ報ほうと共に軽かろやかなメロディが響ひびき渡わたる。遊園地の閉へい園えんを告つげていた。






　あとがき







　まぶらほには神かみ城しろ凜りんというキャラクターがいます。日本刀を持った剣けん豪ごう少女です。なんてのはいまさら言うまでもないんですが、彼女に関しては間違えやすいあることが起こりがちです。


　それは彼女の名前です。「凜」と「凛」。どちらも厳きびしい寒さとかそんな意味なのですが、二つは似にてるようで違います。文字のつくりに注目してください。「禾」「示」となっています。


　つまりこの二つは別の字なのです。「凛」は「凜」の俗ぞく字じで意味は同じです。形けい容よう詞しとして使用するならどっちでもいいんですが、人名で使う場合はそうもいきません。


　我われらが神城凜の字は「凜」です。「禾」を使います。ところが多くの日本語変へん換かんソフトでは「凛」が変換されます。「凜」は単たん語ご登とう録ろくしないと出てこないケースがほとんどです。


　これはすぐ気づくようでなかなか気づかない典てん型けい例れいです。まぶらほと長年付きあっている人でも間違えます。ましてや最近かかわった人なら当たり前で、あちこちのメディアでは「神城凛」なる別の女の子が乱らん舞ぶするといった事じ態たいになっています。


　このうっかりミス、真っ先にやらかした奴がいます。実は私です。最初に考えたときは間違いなく「凜」でした。紙に手で字を書いたとき「禾」を使ってるのです。ところがパソコンで原稿を書いたときに「凜」と「凛」を混こん同どうして使っていたのです。


　というか、「凜」「凛」の二種類あることを知らなかったのです。アニメスタッフに指し摘てきされて初めて気づきました。ずっと「凜」だけだと思ってたんですマジで。気づかずキーボードを叩たたいていたおかげで、ドラゴンマガジンに掲けい載さいされている短編は、大半が「凛」です。


　最近のドラゴンマガジンは「凜」になっています。私が直し始めたからです。ちなみに文庫ではずっと「凜」です。きっと校こう正せい者しやが気を利きかせてくれていたのでしょう。どこのどなたか存じませんが、まったくありがたいことです。


　あー恥ずかし。実は「凛」の方が文字の座すわりがいいような気もしているんですが、ここは当とう初しよ設定のままでいきたいと思います。ごめんね凜ちゃん、今まで間違えて。でも君が一番人気なんだから許ゆるしてね。


　まぶらほの次巻は三月を予定しています。では。







二〇〇三年十一月二十日　築地　俊彦





まぶらほ


～ふっかつの巻・とうなん～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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